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はじめに  

 「 この 子 ど もた ち の人 生 に、我 々教 員 は、役に 立 つ こと が でき る の か」。

私 が最 重 度 の知 的 障 害 (以 下 MR)と 自閉 症 スペ ク ト ラム 障 害 (以 下 ASD)

を持 つ 子 ども た ち の 担任 を し たと き か ら ずっ と 持 って い る 問 題意 識 であ

る 。その と き には 、最重 度 の 子ど も た ち を前 に し てほ と ん ど 何も で き ず、

1 年間 、 ほ ぼ「 お 守 り」 に 明 け暮 れ た よ うな 記 憶 があ る 。  

 ASD を も つ 子 ど も た ち は ス ム ー ズ な 発 達 に 困 難 を 抱 え る 。 い わ ゆ る

「発 達 凸 凹 （ 杉 山 ,  2011） 」と 言 わ れる 所以 で あ る。 そ の た めか 、 以 前

「自 閉 症 の人 の 発 達 は必 要 な い」 と い う 話す ら 聞 いた こ と が ある 。 それ

は、 元 来 は 「 自 閉 症 の人 に は 自ら が 自 閉 症で あ る こと か ら 変 わる こ とを

求め な い 。ま わ り が 自閉 症 の ある 人 に 併 せて 変 わ るべ き で あ る」 と いう

主張 で あ って 、 A SD のあ る 人へ の 支 援 や指 導 は A SD を 「 治す 」 こ とを

目 的と す る ので は な く A SD の 「 文 化 」 と も言 え る 特性 を 理 解 し、 A SD

のあ る 人 も暮 ら し や すい ユ ニ バー サ ル デ ザイ ン を 周り が 作 る べき だ とい

う本 旨 な のだ が 、 誤 解や 極 端 な理 解 か ら その よ う に主 張 さ れ るこ と もあ

った の で ある 。その 極論 に 対 して は 、そ れは お か しい 、A SD のあ る 人 も

発達 で き てし か る べ きだ し 、 それ が な い とす る と 教員 は 何 の ため に 存在

して い る のか 分 か ら ない で は ない か 、 と 考え て き た。  

  ASD の あ る 人は 発達 で き ない の だ ろ うか 。い や そん な こ とは な い 。単

に「 今 こ こ」で の生 活を 改 善 する 支 援 に とど ま ら ず、MR と ASD のあ る

子ど も た ちが 発 達 す るこ と を 支援 す る と とも に 、 自ら を 発 達 させ て いく

力を 獲 得 する こ と に 関与 で き たと き 、 「 この 子 ど もた ち の 人 生に 役 に立

つ」 こ と がで き た と 言え る の では な い か と思 っ て いる 。  

 よ っ て 、本研 究 で は 、ASD の 子 ど もの 発達 を 促 すに は ど の よう な 実 践

が必 要 か を検 討 し 、 つい で 、 その 効 果 を 検討 す る 。  



2 
 

 

第 1章  問題と目的  

 

第 1 節  発 達 支 援 の 可 能 性  

 本 研 究 に お い て ASD（ 自 閉 症ス ペ ク ト ラム 障 害 ）のあ る 子 ども の 発 達

を促 す 支 援が 可 能 で ある と 考 える 根 拠 は 、以 下 の 3 点に ま と める こ とが

でき る 。  

１． 自 閉 症と は 、 人 類進 化 の 中で 生 起 し た過 渡 的 な現 象 で あ り、 人類

のノ ー マ ルバ リ エ ー ショ ン の 一部 で あ る  

 人 と 大 型類 人 猿 、 例え ば チ ンパ ン ジ ー との 遺 伝 子的 な 違 い はた か だか

1％ で あ る と 言 わ れ て い る 。 そ れ は 「 ウ マ と シ マ ウ マ 」 、 「 イ エ ネ ズ ミ

と ド ブ ネ ズ ミ 」 ほ ど の 違 い だ と 言 わ れ る が (Kin gs  &  Wi lson ,  1975 

Tomas el lo ,  2006 に よる )、人 と チン パ ンジ ー の 違い は そ れ らの 違 い とは

比べ も の にな ら な い ほど 大 き い。 そ れ は 「文 化 」 の違 い だ と 言わ れ てい

る。 そ の 違い を も た らし た も のと し て 、 「新 し い もの を 発 見 した り 発明

した り す る力 」 よ り も、 「 他 者の 知 識 や 技能 を そ のま ま 継 承 し、 伝 えて

いく 力 」 の方 が 大 き く貢 献 し てい る と い う。 そ の ため に 大 き な役 割 を果

たし た も のが 「 模 倣 」「 教 示 」「 協 同 活 動」 に よ って 文 化 を 受け 継 ぐこ

とで あ り 、そ の た め に「 他 者 を意 図 的 な 存在 で あ ると 認 識 す るこ と 」、

「他 者 の 意図 を 理 解 する こ と 」、 「 他 者 と意 図 を 共有 す る こ と」 と いう

力が 大 き な役 割 を 果 たし た (Tomase l lo ,  2005 )。  

 そ の 「 意図 」 を 理 解す る 力 を生 み 出 し たの が 「 視線 の 理 解 」で あ り、

「視 線 を コミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に用 い る こ と（ 遠 藤 ,  2005） 」 であ る 。実

際、 「 目 」 の 形 態 は 、人 と 他 の動 物 で は 大き く 異 なっ て い る （小 林 ・橋

彌 ,  2005） 。犬 や 猫 な どの ほ 乳 類 では 、 眼 裂は ほ ぼ 円 形で あ り 、瞳 孔 と
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虹彩 が 見 える だ け で ある 。 「 強膜 （ 白 目 ）」 は 外 部か ら は 見 るこ と がで

きな い 。 とこ ろ が 大 型類 人 猿 など は 眼 裂 が横 に 広 がり 、 強 膜 が一 部 露出

して い る 。し か し 、 その 強 膜 は暗 く な っ てい て 、 外部 か ら 見 て目 立 たな

い。 こ れ らは 、 自 分 の視 線 を 他者 に 察 知 され る こ とを 防 ぐ た めの も のだ

と考 え ら れ、 そ れ が 生存 に と って 大 き な 意味 を 持 って い る 。 とこ ろ が、

人は 眼 裂 がよ り 横 長 にな り 強 膜が 白 く 大 きく 露 出 して い る 。 それ は 敵に

自分 の 行 動を 察 知 さ れ、 生 存 上で い う と 不利 な は ずで あ る 。 しか し 、人

は視 線 が 大変 目 立 つ 目の 形 を して い る 。 それ は 、 その 不 利 を 被る 危 険性

を犯 し て もな お 、 視 線で も っ てコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンす る こ と が必 要 であ

るか ら で ある 。 つ ま り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン へ の 視線 の 利 用 は人 に なっ

て初 め て 獲得 し た も ので あ り 、視 線 を 使 って 共 有 した り 学 習 した り する

「意 図 の 理解 」 な ど も人 に な って 初 め て 有効 に 活 用で き る よ うに な った

もの で あ る。 そ し て 、そ れ に ふさ わ し い よう に 「 脳」 の 変 化 が起 き てい

る。 し た がっ て 、 他 者の 意 図 を理 解 し た り共 有 し たり す る 力 は人 に なっ

てか ら 初 めて 獲 得 さ れた も の で、 そ の 力 は「 機 能 」は 高 い が 「性 能 」つ

まり 「 安 定性 」 は 不 充分 で 「 むら 」 も 大 きい 。 よ って 、 「 意 図」 で もっ

てつ な が る「 社 会 性 」は 安 定 せず 、 個 体 によ っ て ばら つ き が 大き い 。例

えば 「 呼 吸す る こ と 」や 「 移 動す る こ と 」、 「 栄 養を 補 給 す るこ と 」、

「子 孫 を 残す こ と 」 の力 の ば らつ き に 比 べて 、 「 社会 性 」 の 力の ば らつ

き は 大 き い と 考 え ら れ る 。 鷲 見 (2013 )に よ れ ば 、 バ ロ ン ＝ コ ー エ ン の

AQ(Baron -Cohen ,  2001 )と い う 自閉 症 ス ペク ト ラ ム指 数 を 測 定す る 質問

紙に よ っ て一 般 集 団 3000 人 に対 し て 行っ た 調 査で は 、 そ の得 点 分 布は

正規 分 布 に似 た 形 を 示し た と いう 。 そ の うち AQ 指 数の 高 い 、す な わち

「社 会 性 の力 」 の 獲 得が 十 分 でな く 、 社 会生 活 に 困難 を 来 す ほど の 一群

の人 々 を ASD と呼 んで い る ので あ る 。 すな わ ち ASD の人 たち は 「 特殊
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な」 人 た ちで は な く 、人 の ノ ーマ ル バ リ エー シ ョ ンの 一 部 で ある と 考え

るべ き だ ろう 。 知 的 障害 に お いて は 自 然 の個 体 差 とし て 知 的 発達 の 遅れ

が現 れ る 「生 理 群 」 と何 ら か の脳 の 病 気 によ っ て 現れ る 「 病 理群 」 に分

けら れ る 。 ASD に おい て も 同様 の こ と が想 定 さ れ（ 鷲 見 ,  2013）、 す べ

ての A SD の ある 人 が同 じ よ うに 発 達 す るの で は ない か も し れな い 。しか

し、 「 社 会性 の 力 」 の違 い に 質的 な 断 絶 がな く て 連続 的 で あ るな ら ば、

「社 会 性 の力 」 を 高 めて い く こと は 可 能 であ る と 考え ら れ る 。  

２． ASD の ある 人 の 脳は 発 達 可能 態 で あ る  

 こ れ ま で 、ASD の 原因 と し ては さ ま ざ まな も の が挙 げ ら れ てき た 。あ

ると き に は「 心 の 問 題」 「 冷 蔵庫 の よ う な母 親 が 原因 」 と し て精 神 分析

的な ア プ ロー チ が 取 られ た こ とも あ っ た が（ 佐 々木 ,  2008）、現 在 では、

脳の 器 質 的な 問 題 で ある と さ れて い る （ 例え ば 中 根 ,  2002） 。  

 「脳 の 問 題 」と し てで も 、「 前 頭前 野 障害 説 」、「 大 脳辺 縁系 障 害 説 」、

「小 脳 障 害説 」 、 「 ミラ ー ニ ュー ロ ン 障 害説 」 な どい ろ い ろ な説 が 唱え

られ て い るが（ 例 え ば宮 尾 ,  2006 ;  日 本 自閉 症 ス ペク ト ラ ム 学会 ,  2005）、

それ ぞ れ A SD のあ る側 面 は 説明 で き て も他 の 側 面が 説 明 で きな い な ど

の不 十 分 さが あ る 。 そこ で 、 脳の そ れ ぞ れの 部 分 のネ ッ ト ワ ーク に 問題

があ る と 考え る 立 場 が生 ま れ た。そ の一 つが「 接続 異 常 説（ 中野・北澤 ,  

2011）」であ る 。す な わち 、「 灰 白質 の 問 題で は な く白 質 の 問 題 (Mes i bov ,  

2007 )」で あり 、「 皮質 下 の 機能 不 全（ 中根 ,  2002）」で あ ると す る ので

ある 。 脳 神経 細 胞 の 接続 異 常 が生 じ る 原 因と し て は、 例 え ば 「ニ ュ ーロ

リギ ン 」 と呼 ば れ る 細胞 接 着 因子 の 不 足 があ げ ら れる （ 中 村 ,  2013）  。

しか し 、 それ だ け で すべ て が 説明 さ れ る わけ で は なく 、 最 近 の双 生 児研

究の 結 果 では 55%が 脳の 成 長 過程 で の 環 境と の 相 互作 用 の 結 果で あ ると

考え ら れ てい る （ 中 村 ,  2013） 。  



5 
 

 脳 は 未 成熟 の 状 態 で出 生 す る。 脳 神 経 細胞 の 結 合は そ の 多 くが 出 生後

に行 わ れ 、それ は 過 剰に 生 成 し不 必 要 な 部分 が そ の後 刈 り 込 まれ る（ 開 ,  

2012）と いう 形 で適 切な 結 合 にな っ て い く 。そ の 過 程で 不 都 合が 起 こ っ

てい る 可 能性 が あ る 。そ の 不 都合 は 、 1 つは 「 細 胞接 着 因 子 の不 足 」か

もし れ な いし 、 何 ら かの 遺 伝 子的 な ト ラ ブル か も しれ な い 。 「原 因 遺伝

子」とさ れ て いる 物 は 20 数個 指 摘 され てい る が（ Ges ch win d  e t  a l . ,  2008 

中村 ,  2013 に よ る ） 、 そ れ ぞ れの 遺 伝 子 の効 果 は 弱く （ 竹 下 ,  2007）、

自 閉 症 全 体の 1~2%に し か 関 わ っ て い な い （ 千 住 ,  2012） と い う 。 橋 本

(2008 ) は 自 閉 症 の 原 因 は 様 々 あ る が 原 因 の は っ き り し な い も の が

80~90%で ある と 述 べて い る 。ま た 、 A SD の 発 症は 、 生 得 的な も の （遺

伝子 ） と 発達 、 環 境 が重 ね 合 わさ っ た と きに 生 じ てい る と も 言わ れ てい

る（ 例 え ば杉 山 ,  2007） 。 ま た、 NRC の報 告 の 中で は 、 1980 年 代 か ら

20 年 間の 自 閉 症介 入研 究 を レビ ュ ー し たと こ ろ 、1 つの 方 法だ け が 他の

方法 に 比 べて 優 れ て いる と い うエ ビ デ ン スは な か った と い う こと が 示さ

れて い る (NRC,  2001)。 これ ら のこ と か ら、 A SD は 単 一の 原因 か ら 起こ

って く る 問題 で は な く、 発 達 の過 程 で 複 合し た 様 々な 原 因 に よっ て 、進

化論 的 に 脆弱 な 他 者 の意 図 理 解に 関 す る 機能 が 十 分発 達 す る こと が 障害

され た こ とに よ る 症 候群 で あ ると 考 え る のが も っ とも 自 然 で ある よ うに

思え る 。 そう す る と 、他 者 意 図理 解 の 機 能そ の も のが 欠 落 し てい る ので

はな く 、 「原 因 」 と 見な さ れ るも の を 回 避し た り 、そ れ に 変 わる 適 切な

経験 を 用 意し た り す るこ と が でき れ ば 、 他者 意 図 理解 を 初 め とす る 「社

会性 」 の 発達 を 促 す こと が 可 能で あ る と いう こ と が言 え る 。  

３． 現 在 の認 知 特 性 に合 わ せ て「 社 会 的 認知 」 に 関す る 経 験 を重 ね るよ

う支 援 す る こ と で 、 ASD の あ る人 の 社 会 性の 発 達 を促 す こ と は可 能 であ

る  
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 脳 細 胞 数は 出 生 時 が最 大 で あり 、 生 後 新し い 脳 細胞 は 作 ら れず 、 死ぬ

一方 で あ ると 言 わ れ てい た 。 また 、 脳 の 発達 に は 「敏 感 期 」 があ り 、年

長に な っ てか ら の 発 達は 困 難 であ る と も 言わ れ て いた 。 し か し、 ロ ンド

ンの タ ク シー ド ラ イ バー の 研 究 (Maguire  e t  a l . ,  2000 ,千 住 ,  2012 によ

る )や ジ ャ グ リ ン グ の 研 究 (Johansen -Berg ,  2009 )な ど から 成 人 で あ って

も一 部 の 脳細 胞 が 増 えて い る こと や 、 前 頭前 野 の ニュ ー ロ ン の髄 鞘 化は

成人 期 ま で 続 い て い る（ 松 井 ,  2012） な どの 知 見 が見 い だ さ れて い る。

これ は 学 齢期 に お い ても 脳 の 発達 を 促 す こと の で きる 可 能 性 が大 き いこ

とを 示 し てい る 。 ま た、 生 涯 にわ た っ て 新し い こ とを 記 憶 で きる と いう

こと は 、 ニュ ー ロ ン の結 合 に おい て 「 長 期増 強 」 や新 し い 結 合が で きて

いる こ と の表 れ で あ るか ら 、A SD が「 白 質の 問 題 」であ る な らば 、A SD

の改 善 に 働き か け る こと は 、 程度 の 違 い はあ っ て も一 生 涯 可 能で あ り、

とり わ け 社会 性 に 関 わる と さ れる 前 頭 前 野の 髄 鞘 化が 完 了 す る 20 歳代

まで は 大 いに 効 果 が 見込 ま れ ると 言 う こ とが で き る。  

 し か し 一方 で 、A SD の あ る人 の 脳 は 、長距 離 腺 維が 疎 で あ り近 距 離腺

維 が 密 で あ る ( 中 野 ・ 北 澤 ,  2011 ) な ど か ら 、 い わ ゆ る 「 視 覚 的 思 考

(Grandin ,  1999 )」、「弱 い セ ント ラ ルコ ヒー レ ン ス（ 弱 い中 枢性 統 合 ）」、

「実 行 機 能の 弱 さ 」 (Mes ibov ,  2012 )な どの 認 知 的な 特 徴 を 持っ て い る。

その た め 様々 な 情 報 を複 合 的 ・動 的 に 処 理し な け れば な ら な い「 社 会的

認知 」 の 弱さ を 持 っ てい る 。 従っ て 、 意 識的 に そ れら を 認 知 しや す くす

る 工 夫 、 す な わ ち 「 構 造 化 」 を す る こ と で 「 環 境 の 意 味 と 予 測 可 能 性

(Mes ibov  et  a l . ,  2007)」 を学 び 易く す る こと が 不 可欠 で あ る と考 え ら れ

る。  

 ま た 、「人 は 他 者 から 、他 者を 通 し て 学ぶ (T omas el lo ,  2005)」こと や、

A S D の中 心 的な 障 害 が「 社 会 性の 障 害 （ 別府 ,  2012） 」 、 「 社会 － 情動
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的相 互 作 用 の 障 害 (Ameri can  Ps ychi at r i c  Assoc ia t ion ,  2013 )」で あ る こ

とな ど を 考慮 に 入 れ ると 、 と りわ け 「 対 人関 係 ・ 社会 コ ミ ュ ニケ ー ショ

ン」を 取る こ とを A SD の ある 人 に わか りや す く、か つ、学 びや す く する

こと 、 す なわ ち 「 構 造化 」 す るこ と は 、 支援 や 指 導を す る 上 で中 心 的な

課題 で あ ると 考 え ら れる 。  

 ま た 、 環境 を 認 知 する 際 の 「感 覚 機 能 」の ア ン バラ ン ス や 、自 己 や他

者の 「 感 情」 を 理 解 した り 調 整す る こ と も、 適 切 にか つ 主 体 的に 環 境か

ら学 ん で 行く 上 で の ポイ ン ト とな る 。  

 そ の よ うな こ と に 留意 し た 上で 、 と り わけ 他 者 を「 意 図 的 な存 在 であ

る 」 こ と や 「 他 者 の 意 図 の 理 解 」 、 「 他 者 と 意 図 を 共 有 す る こ と 」

(Tomasel lo ,  2005)を「 構 造化 」し て 経 験 する よ う に取 り 組 む と 、その 事

に関 わ る 神経 細 胞 が 同時 に 発 火し 、結合 を強 め て いく こ と が 期待 で き る。

また 、 そ れら の 力 を 身に つ け るこ と で 「 他者 を 模 倣」 し た り 「他 者 から

の教 示 を 理解 」 し た り「 他 者 と協 同 活 動 」す る こ とを と お し て、 文 化を

主体 的 に 学ん で い く 力、 す な わち 、 相 互 作用 的 に 「自 ら 発 達 する 力 」を

身に つ け るこ と が 可 能に な っ てく る 。  

 子 ど も たち が 「 自 ら発 達 す る力 」 を 身 につ け る 支援 や 指 導 が達 成 され

たと き に 「こ の 子 ど もた ち の 人生 に 、 役 に立 つ こ とが で き た 」と 言 える

ので は な い だ ろ う か 。  

第 2 節  問題 と 目 的  

 前 節 で 述べ た よ う な、 A SD（ 自 閉 症ス ペク ト ラ ム障 害 ） の ある 子 ど も

の「 自 ら 学び 発 達 さ せる こ と を目 指 し た 支援 」 は どの く ら い 実施 さ れて

いる の だ ろう か 。  

 全 日 本 特別 支 援 教 育連 盟 の 「自 閉 症 支 援の す べ て（ 全 日 本 特別 支 援教

育連 盟 編 ,  2011）」に は、「 自 閉症 へ の 様々 なア プ ロ ーチ 」と し て TEACCH
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プロ グ ラ ム 、応 用行 動分 析 、様 々 な アプ ロー チ の 三つ を 大 き くあ げ 、「 様々

な ア プ ロ ー チ 」 の 中 で 、 PECS、 RDI、 SCERTS モ デ ル 、 社 会 的 認 知 発

達支 援 プ ログ ラ ム 、 7 つ の キ ー ポイ ン ト 、関 係 性 、認 知 発 達 治療 、 遺伝

子研 究 、薬 物 療 法を 紹介 し て いる 。TEA CCH プロ グ ラム に 関す る 記 述は

概要 の 説 明の み で 詳 しく 書 か れて い な い が、 「 哲 学の 要 約 」 とし て 述べ

られ て い る c 項 に は 「自 閉 症 を治 そ う と する の で はな く 、 そ の特 性 を持

った ま ま 適応 機 能 の 向上 を 図 る」 と あ る 。こ れ が 「自 ら 学 び 発達 さ せる

こと を 目 指し た 支 援 」を 含 む もの な の か どう か は 明確 で は な い。 他 方、

応用 行 動 分析 に 基 づ く教 育 実 践の 説 明 で は、随 伴性 の 操 作に よっ て「『 今』

ある 行 動 に着 目 し 、 自発 的 で 適切 な 行 動 をさ ら に 高め て い く 」こ と が強

調さ れ て いる が 、 「 自ら 学 び 発達 さ せ る こと を 目 指し た 支 援 」に は 全く

言及 さ れ てい な い 。  

 ま た 、 発達 心 理 学 事典 （ 日 本発 達 心 理 学会 ,  2013）は 、 自 閉症 ス ペク

トラ ム の ある 子 ど も の支 援 方 法と し て 、応用 行 動 分析 、 TEACCH、太 田

の認 知 発 達治 療 法 と SCERTS モデ ル を挙 げ 、説明 を 加 え てい る 。その う

ち、 応 用 行動 分 析 に つい て は 「特 定 の 望 まし い 行 動を 増 や す 、新 し い行

動を 獲 得 する 、 獲 得 した 行 動 を維 持 す る 、獲 得 し た行 動 を 訓 練さ れ た状

況か ら ほ かの 状 況 に 汎化 さ せ る、 問 題 行 動を 減 ら す」 を 目 的 とす る とし

てい る 。 また TEAC CH に つ いて は 、「 構造 化 す るこ と が 支 援の ポ イ ン

ト」 と さ れ「 場 面 や 展開 へ の 見通 し を 与 える こ と で不 安 感 を 軽減 さ せ、

自発 的 に 行動 し や す くす る こ とが 構 造 化 の主 な ね らい で あ る 」と し てい

る。 太 田 の認 知 発 達 療法 に つ いて は 、 「 象徴 機 能 の発 達 を 促 進す る こと

を目 標 」 とし て い る 。  

どち ら の 文献 に お い ても 、 日 本に お い て は TEACCH プ ロ グ ラム と応

用行 動 分 析が 二 つ の 大き な ア プロ ー チ で ある と 認 識さ れ て い ると 読 み取
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れる 。また 、応 用 行 動分 析 に おい て も T EACCH プロ グラ ム にお い て も、

これ ら の 説明 で は 子 ども は 発 達可 能 態 と して は 捉 えら れ て お らず 、 支援

の対 象 と して 常 に 客 体に 置 か れて い る 。  

また 、も う 1  点 、取 り上 げ た 2 つ の 文 献 に共 通 し た 、そし て しば し ば

目に す る 問題 点 が あ る。 そ れ は、 応 用 行 動分 析 と TEACCH プロ グ ラム

を並 列 的 に捉 え る こ とや 、「 様 々な ア プ ロー チ 」と い う こと で、TEACCH

プ ロ グ ラ ム や SCERTS モ デ ル も 、 あ る い は 応 用 行 動 分 析 や 関 係 性 も 、

PECS や RDI や SST も、薬物 治 療 も、遺伝 子 研 究も 、横並 びに し て 捉え

てい る と いう こ と で ある 。 そ の上 で 、 ど れが い い アプ ロ ー チ かと い う比

較や 選 択 が行 わ れ て いる 。 こ れら の 「 様 々な ア プ ロー チ 」 と いわ れ てい

るも の の 中に は 、 理 念・ 枠 組 み・ 哲 学 と いう べ き もの や 、 汎 用性 の ある

方法 論 、 そし て あ る 特定 の テ ーマ に 絞 っ た支 援 技 法な ど が 混 在し て いる

にも か か わら ず 、 そ れら を 並 列に 捉 え そ のど れ が 優れ て い る かと か 、ど

れが 有 効 かと い う 議 論が 、 し ばし ば 行 わ れて い る ので あ る 。 その 結 果、

例え ば 発 達を 促 す こ とと 当 面 する 行 動 の 困難 を 改 善す る こ と とが 対 立的

に捉 え ら れる こ と が あり 、 学 校現 場 で は 混乱 の 一 因と な っ て いる 。   

冒頭 に 述 べた よ う に 、教 員が A SD の あ る 子ど も の 人生 に 役 立 つた めに

は、 や は り子 ど も 自 身が 自 ら を成 長 発 達 させ る こ との で き る 力を 育 てる

機会 を 学 校で 提 供 し 、そ れ を 支援 す る こ とが 不 可 欠で あ る 。 しか し 、取

り上 げ た 二つ の 例 に 見ら れ る よう に 、そ のこ と を 重視 し た 議 論は 少 な い。 

他方 、Qui l l (1999)や 中村・若 井 (2011)の よう な 社 会性 に 注 目 した 実 践

も始 ま っ ては い る が 、ま だ 大 きく 広 ま っ てい る わ けで は な い 。  

以上 の よ うな こ と か ら、 本 研 究で は 、 1 つ目 と し て、 以 下 の 2 点 を重

視し た 支 援を 開 発 ・ 実践 し 、 その 内 容 に つい て 分 析す る こ と を目 的 とす

る。第 1 に 子 ども の 現在 の 生 活の 質 を 高 める と と もに 、子 ど もを 発 達 可
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能態 で あ ると 捉 え る こと 、第 2 に 、そ の ため に は 支援 や 指 導 は 1 つ の側

面か ら の もの で は な く全 面 的 包括 的 で あ るこ と が 必要 で あ る ため 、 様々

なア プ ロ ーチ を 立 体 的に 用 い るこ と で あ る。  

さら に 2 つ目 に は、以上 の 実 践の 結 果、子ど も の 発達 を 促 し 子ど も が

自ら 発 達 する 力 を 獲 得で き た かを 検 討 す るこ と を 目的 と す る 。  

研 究 1 に お い て ASD の ある 児 童の 社 会 的認 知 の 発達 の 特 徴 につ い て

検 討 し 、 そ れ を 踏 ま え て 研 究 2 で は そ の 児 童 の 発 達 を 促 す た め に

SCERTS モデ ル を 導入 す る 条件 と SC ERTS に 依 拠し 部 分 的に 導 入 した

実践 の 効 果 に つ い て 検討 す る 。研 究 3 で は SCERTS モデ ル に基 づ い て組

織的 に 行 われ た 実 践 の経 過 と 効果 に つ い て検 討 す る 。研 究 4 では 質 問紙

を用 い て、研究 5 で は半 構 造 化面 接 を 用 いて 、それ ぞ れ教 員 に対 し て 意

識調 査 を 行い 、実践 を行 う 教 員に 対 す る SCERTS モデ ル 導入 の 効 果に つ

いて 検 討 する 。研究 6 では 研 究 1 で 行 っ た調 査 を 再度 実 施 し 、支援 開 始

前と 支 援 後の 児 童 の 変化 に つ いて 検 討 す る。  

発達 心 理 学事 典 の SCERTS モデ ル に関 する 記 述 には 、「共 同注 意 と シ

ンボ ル 使 用の 能 力 を 高め る こ と」 「 情 動 の調 整 不 全状 態 か ら 回復 す るた

めに 有 効 な方 略 を 獲 得す る 」 など 、 や や 子ど も 主 体の 表 現 が 見ら れ る。

そこ で 次 節で は 、SC ERTS モデ ル（ Pri zant ,  Wetherby ,  Rub i n ,  Lauren t ,  

&  Ryde l l ,  2006  長 崎他 訳 ,  2010 ,2012）に つ い て述 べ 、 SCERTS モデ ル

が本 研 究 の目 的 に 合 うモ デ ル であ る か を 検討 す る 。SCERTS モデ ル に関

して は 筑 波大 学 人 間 系の 長 崎 研究 室 が 精 力的 に 研 究を 進 め 、 長崎 ・ 板倉

(2013 )を 始 め 多 く の 研 究 が 発 表 さ れ て い る が 、 そ の ほ と ん ど は 研 究 室 で

の個 別 療 育に よ る 実 践で あ る 。ま た 、 学 校で の 実 践と し て は 静岡 大 学付

属特 別 支 援学 校 に お いて 行 わ れて い る が （長 崎 ・ 仲野 ・ 吉 田 ,  2013）ま

だ個 人 対 象の 実 践 で あり 、学校 で 組 織的 に取 り 組 まれ て い る 訳で は な い。 
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第 3 節  SCERTS モ デル  

 前 節 で 採 り 上 げ た 問 題 を 解 決 し よ う と す る ア プ ロ ー チ の 一 つ に

SCERTS モ デ ルが あ る。SCERTS モ デ ル は NRC(2001 )の 推 薦事 項 と 指導

上 の 優 先 事 項 に 調 和 す る 形 で P ri zan t ら (2006 )に よ っ て 開 発 さ れ た 。

SCERTS モデ ル は ASD と その 関 連 障 害の あ る 人の コ ミ ュ ニケ ー シ ョン

や 社 会 － 情 動 の 力 を 高 め る た め の 包 括 的 、 学 際 的 ア プ ロ ー チ で あ る 。

SCERTS と は 、社会 コミ ュ ニ ケー シ ョ ン (SC )、情動 調 整 (ER)、交流 型 支

援 (T S)の頭 文 字 を取 った も の であ り 、そ れが A SD の ある 人 の発 達 と その

家族 を 支 援す る た め に標 的 と すべ き 、 最 も重 要 な 発達 の 領 域 であ る とさ

れて い る 。ま た 、 SC ERTS モデ ル は 、「 規定 的 で はな く シ ス テマ テ ィ ッ

クで 半 構 造的 で あ る が柔 軟 で ある 」 、 「 直線 的 な 方法 で ス キ ルを 訓 練す

るこ と に 専心 せ ず 機 能的 な ス キル と 根 本 的な 発 達 に焦 点 を 当 てる 」、「他

の実 践 や アプ ロ ー チ に排 他 的 では な く 様 々な ア プ ロー チ や 指 導方 略 を柔

軟 に 組 み 入 れ る 」 な ど の 特 徴 を 持 つ と さ れ て い る 。 SCERT S モ デ ル は

Samerof f (2009 )の 発 達の 交 流 型モ デ ル に 依拠 し て おり 、様 々 なア プ ロ ー

チや 具 体 的な 教 育 実 践ス タ イ ルを 検 討 す る際 に 分 類法 や 広 範 記述 法 では

なく 連 続 体法 (P r izant  e t  a l .長 崎 ほか 訳  2010 ,  2012 )を 用 い る 。ま た 、い

わゆ る 「 問題 行 動 」 への 対 応 を、 発 達 的 な情 動 調 整の 枠 組 を 用い て 考え

る 。SAP とい う ア セ スメ ン ト ツー ル を 持 ち 、そ の ア セス メ ン トな ど で定

めら れ た 支援 の 目 標 は、 MA&PA ア プ ロ ーチ と い う子 ど も 自 身に と って

意味 と 目 的の あ る 活 動に 「 埋 め込 ま れ て 」実 践 さ れる 。 ま た 、幅 広 い柔

軟な 情 動 調整 能 力 の 発達 を 支 援す る こ と を重 視 し 、フ ロ ー 体 験の 基 盤を

提供 す る とし て い る 。  

 以 上 は SCERTS モデ ル の 特徴 の 一 部 であ る が、こ れ らか ら明 ら か なよ

うに 、本研 究 の 目的 を達 成 す るた め に SCERTS モデ ル に依 拠す る こ とは
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有効 で あ ると 考 え ら れる 。 す なわ ち SCE RTS モ デル は ASD のあ る 子 ど

もの 発 達 の中 心 課 題 に焦 点 を 絞り 、様々 なア プ ロ ーチ を 柔 軟 に受 け 入 れ、

子ど も の 主体 的 な 活 動を 大 切 にし て 取 り 組む モ デ ルで あ る か らで あ る。  

第 4 節  構造 構 成 的 発達 研 究 法  

 子 ど も がど の よ う に発 達 す るの か を 研 究す る と きに 、 い ろ いろ な 要因

を統 制 して 1 要 因 だ けを 変 化 させ 、そ の 効果 と し ての 子 ど も の変 容 を測

定す る デ ザイ ン が あ る (例 え ば田 島 ・ 西 野 ,  2000 な ど )。 し かし な が ら、

本当 に そ れで 子 ど も の発 達 の メカ ニ ズ ム が解 明 で きる の か に は疑 問 があ

る。 確 か に、 そ の 要 因の 操 作 の結 果 そ の 子ど も の 変容 が 起 き たこ と は間

違い が な かろ う 。 だ が、 統 制 され た 側 の 要因 が 別 の条 件 な ら ば別 の 変容

を生 ん だ 可能 性 も 考 えら れ る 。ま た 、 1 要因 で は なく 様 々 な 要因 が 重な

り合 っ て 、そ の 中 で 子ど も の 変容 は 起 こ って い る 可能 性 も あ る。 1 要因

に絞 っ て 検討 す る 研 究デ ザ イ ンで は 、 そ れら の 可 能性 を 見 落 とし か ねな

い問 題 点 があ る 。 「 1 要因 に 絞 って 検 討 しな い と 何が そ の 子 ども の 変容

に効 果 が あっ た の か を客 観 的 ・科 学 的 に 研究 す る こと は で き ない 」 と言

われ る か もし れ な い 。し か し、その よ う な捉 え か た自 体 に 1 つの 問 題が

ある と 考 える 。 「 何 かの 要 因 が何 か の 変 容を 引 き 起こ す 」 と のみ 捉 える

ので は な くて 、 そ の 要因 を 含 むそ の 子 ど もを 取 り 巻く 環 境 の 「構 造 」の

あり 方 が その 変 容 を 引き 起 こ した と 捉 え るべ き で はな い だ ろ うか 。  

 前 節 で 述 べ た よ う に 本 研 究 の 理 論 的 枠 組 み と な る SCERTS モ デ ル は

包括 的 で 学際 的 な ア プロ ー チ であ り 、 発 達の 交 流 型モ デ ル に 依拠 し 、ま

た、 様 々 なア プ ロ ー チや 具 体 的な 教 育 実 践ス タ イ ルを 検 討 す る際 に 連続

体法 を 用 いる 。 従 っ て、 1 つ の 変数 を 操 作す る と いう 研 究 ス タイ ル は、

この モ デ ルや 実 践 の 分析 に は 適し て い な いと い う こと で あ る 。  

 そ の よ うな 問 題 を 解決 し よ うと す る 1 つの ア プ ロー チ に「 構造 構 成的
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発達 研 究 法 (西 條 ,  2004 ,2005)」が あ る。構造 構 成 的発 達 研 究 法と は 、「 発

達観 や 方 法論 が 多 様 化し て い る発 達 心 理 学に お け る信 念 対 立 を解 き 明か

す新 た な 原理 」 で あ ると さ れ てい る 。 ま た「 発 達 の有 り よ う を『 ど ちら

か一 方 だ けが 正 し い 』と い う 言い 方 で な く、 両 方 を排 除 し な い形 で 言い

当て る 認 識方 法 」 を そな え て おり 、 研 究 の出 発 点 とし て 「 多 様な 発 達の

ある こ と を認 め 、 平 均値 か ら のず れ を 安 易に 問 題 視し た り 、 人と 異 なる

発達 の 仕 方を す る 人 を外 れ 値 扱い す る こ とを し な い」 と さ れ てい る 。ま

た研 究 の 目的 も 、「 客観 的 真 理」や「 法 則」を 明 らか に す る ので は な く、

「現 象 」 をよ り わ か りや す く 説明 す る た めの 「 構 造」 を 「 構 成」 す るこ

とだ と し てい る 。そ して 、「 構造 を 構 成 する 」た めに「 関 心 相関 的 選 択」

とし て 多 様な 研 究 ア プロ ー チ をと る 。従 って 、 SCERTS モ デ ルの「 様 々

な実 践 や アプ ロ ー チ に排 他 的 では な い 」とい う 立 場と 親 和 性 が高 く 、「研

究の 目 的 は構 造 を 構 成す る こ とで あ る 」 とい う 点 も発 達 の 交 流型 モ デル

に基 づ い たモ デ ル を 検討 す る こと に 適 し てい る と 言え る 。   

 本 研 究 で は 西 條 (2005 )の 言 う 「 関 心 相 関 的 選 択 」 を 用 い て 、 発 達 現 象

を構 造 化 する た め の 多様 で 適 切な 研 究 方 法を 選 択 する と い う 方法 を 採用

する 。 そ の上 で 、 子 ども の 変 容と そ れ を 取り 巻 く 環境 の 変 容 とを 総 合的

に捉 え る こと で 、 子 ども の 発 達を 促 す 構 造を 明 ら かに し て い く。  
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第 2 章  児 童 の 持 つ 課 題 と そ の 解 決 法 と の 探 索  

 

第 1 節 （ 研 究 1） Ａ Ｓ Ｄ の あ る 児 童 に お け る 社 会 的 認 知 発 達 の 特 徴  

1 .目 的  

前 章 で 述 べ た よ う に 、 A S D の あ る 人 は 別 種 の 人 間 な の で は な く 、人 類

の 持 つ 社 会 性 や 対 人 関 係 に つ い て の 力 の 偏 り の 中 で 、 日 常 生 活 に 支 障 が

あ る 程 度 に 偏 り が 大 き い 人 た ち で あ る 。 人 の 発 達 や 文 化 学 習 に は 模 倣 ・

教 示 ・ 共 同 活 動 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て お り （ To m a s e l l o ,  2 0 0 6）、 そ の

基 盤 と し て 、 他 者 を 意 図 的 な 存 在 と し て 認 識 す る こ と 、 他 者 の 意 図 を 理

解 す る こ と 、 他 者 と 意 図 を 共 有 す る こ と 、 す な わ ち 社 会 的 認 知 の 力 が 大

切 で あ る 。 つ ま り 、 社 会 的 認 知 の 力 を 伸 ば す こ と が で き れ ば 発 達 を 促 す

こ と が で き る 可 能 性 が あ る と 言 え る 。  

支 援 を 実 践 す る た め に は 、 ま ず 、 対 象 と な る 児 童 の 実 態 と 課 題 を 把 握

す る 必 要 が あ る 。そ こ で 研 究 1 で は 、ま ず 、 A S D の あ る 児 童 に 対 す る 社

会 的 認 知 の 力 を 伸 ば す 支 援 の 背 景 と な る 要 因 と し て 、 彼 （ 女 ） ら の 社 会

的 認 知 の 実 態 に つ い て 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、 社 会 的 認 知 に 関 す る 教 師

評 定 を 実 施 し 、 定 型 発 達 の 幼 児 と の 比 較 を 行 う こ と と し た 。  

2 .方 法  

( 1 )調 査 時 期 お よ び 対 象  2 0 1 X 年 6 月 、関 西 圏 に あ る X 県 の 南 部 に 位

置 す る Y 特 別 支 援 学 校 小 学 部 の A S D の あ る 児 童 1 7 名 に つ い て 、担 当 し

て い る 教 員 に 質 問 紙 に よ る 初 期 社 会 性 と 情 動 調 整 に 関 す る 調 査 を 実 施 し

た 。 特 別 支 援 学 校 の 児 童 は 小 学 1 年 生 か ら 6 年 生 で 、 全 員 A S D が あ る

児 童 で あ る 。 診 断 名 は 自 閉 症 か ら 広 汎 性 発 達 障 害 、 P D D - N O S な ど が あ

る 。 発 達 年 齢 は 、 新 版 K 式 発 達 検 査 2 0 0 1（ 以 下 、 K 式 検 査 と い う ） の
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「 認 知 ･適 応 」 の ス コ ア で 9 ヶ 月 か ら 4 歳 6 ヶ 月 、「 言 語 ･社 会 」 の ス コ

ア で 8 ヶ 月 か ら 2 歳 1 0 ヶ 月 で あ っ た 。 こ の よ う に 、 対 象 と な る 児 童 は

A S D の 特 徴 だ け で な く 全 体 的 な 発 達 に 遅 滞 が 認 め ら れ る 。つ ま り 、 A S D

の 特 徴 を 明 ら か に す る た め に は 、 同 じ 生 活 年 齢 で は な く 、 同 じ 発 達 年 齢  

の 児 童 と の 比 較 が 必 要 で あ る 。 そ こ で 、 発 達 年 齢 を 合 わ せ て 比 較 を 行 う

た め に 、 比 較 対 照 群 と し て 校 区 に 隣 接 す る 中 規 模 都 市 で あ る V 市 W 保

育 園 の 園 児 8 名 に 関 し て 、 そ の 担 当 保 育 者 に 同 様 の 質 問 を 行 っ た 。 保 育

園 児 は 、 定 型 発 達 の 幼 児 8 名 で 、 保 育 者 に よ っ て 「 も っ と も そ の 月 齢 の

幼 児 ら し い 児 童 」と し て 選 ば れ た 、 9 ヶ 月 児 、 1 歳 6 ヶ 月 児 、 2 歳 2 ヶ 月

児 、 3 歳 5 ヶ 月 児 各 2 名 で あ っ た 。   

 ( 2 )調 査 内 容  初 期 社 会 性 と 情 動 調 整 に 関 す る 調 査 の 内 容 は 、 模 倣 、

共 同 注 意 、 情 動 共 有 、 相 互 作 用 、 情 動 の 相 互 調 整 、 情 動 の 自 己 調 整 、 や

り と り の 7 つ の カ テ ゴ リ

に つ い て 2 6 項 目 で あ っ

た（ 付 表 1）。質 問 項 目 は 、

「 初 期 社 会 性 発 達 ア セ ス

メ ン ト ( A E S )」（ 長 崎 ・ 中

村 ・ 吉 井 ・ 若 井 ,  2 0 0 9）

お よ び 「 S C E R T S ア セ ス

メ ン ト プ ロ セ ス － 観 察

( S A P - O ) 」（ P r i z a n t  e t  

a l . ,  2 0 0 6 長 崎 他 訳 ,  

2 0 1 0 , 2 0 1 2 ） か ら 数 項 目

を 抜 粋 し て 作 成 し 、 幾 つ

か の 項 目 は 自 作 し た 。 そ れ ぞ れ の カ テ ゴ リ は 数 個 の 質 問 か ら な り 、 そ れ

T a b l e 2 - 1  各 発 達 年 齢 に お け る カ テ ゴ リ ご と の 特 別
支 援 学 校 児 と 保 育 園 児 の 比 較  

０ 歳  特別支援学校児  保 育 園 児  ｔ   
模 倣  0 . 0 (  0 . 0 )  1 5 . 0 ( 2 1 . 2 )  - 1 . 0 0   

共 同 注 意  4 5 . 0 ( 3 . 7 )  5 4 . 9 (  0 . 0 )  - 1 . 0 2   
情 動 共 有  3 5 . 3 (  0 . 0 )  4 5 . 0 (  0 . 0 )  a   
相 互 作 用  3 0 . 0 (  0 . 0 )  1 1 . 0 ( 1 5 . 5 )  1 . 7 3   
相 互 調 整  4 0 . 1 ( 6 . 8 9 )  2 8 . 8 ( 1 4 . 7 )  0 . 9 8   
自 己 調 整  3 4 . 5 ( 1 4 . 8 )  0 . 0 (  0 . 0 )  3 . 3 0   
や り と り  0 . 0 (  0 . 0 )  0 . 0 (  0 . 0 )  a   

1 歳  特別支援学校児  保 育 園 児  ｔ  
 

 
模 倣  2 5 . 7 ( 1 8 . 8 )  6 7 . 5 ( 3 1 . 8 )  - 2 . 4 6  *  

共 同 注 意  3 9 . 1 ( 1 2 . 9 )  6 6 . 4 (  0 . 0 )  - 5 . 6 0  * *  

情 動 共 有  3 4 . 4 ( 1 6 . 9 )  5 4 . 9 (  0 . 0 )  - 1 . 6 4   
相 互 作 用  4 9 . 4 ( 1 3 . 5 )  4 1 . 2 (  5 . 3 )  . 8 0   
相 互 調 整  3 9 . 0 ( 1 1 . 7 )  3 5 . 8 ( 1 3 . 0 )  . 3 4   
自 己 調 整  2 6 . 8 ( 1 4 . 2 )  2 5 . 8 ( 1 0 . 5 )  . 0 9   
や り と り  3 6 . 4 ( 1 9 . 5 )  1 0 . 6 ( 1 4 . 9 )  1 . 7 0   

2 歳  特別支援学校児  保 育 園 児  ｔ   
模 倣  3 5 . 6 (  7 . 8 )  9 0 . 0 (  0 . 0 )  - 1 9 . 8

1  
* * *  

共 同 注 意  6 0 . 1 ( 2 2 . 8 )  9 0 . 0 (  0 . 0 )  - 3 . 7 1  * *  

情 動 共 有  4 5 . 0 ( 1 5 . 8 )  7 8 . 2 ( 1 3 . 6 )  - 3 . 5 7  * *  

相 互 作 用  5 5 . 5 (  8 . 4 )  8 2 . 5 ( 1 5 . 0 )  - 4 . 0 8  * *  

相 互 調 整  4 4 . 0 ( 1 1 . 4 )  8 3 . 4 ( 1 3 . 3 )  - 5 . 3 8  * * *  

自 己 調 整  2 7 . 9 ( 1 3 . 5 )  3 4 . 8 ( 1 6 . 6 )  - . 7 7   
や り と り  4 9 . 7 ( 1 1 . 2 )  5 9 . 2 ( 1 5 . 2 )  - 1 . 2 5   

t 値 は 自 閉 症 児 と 保 育 園 児 の 比 較  （ ） 内 は 標 準 偏 差  
a  標 準 偏 差 が と も に 0 の た め ｔ は 計 算 さ れ な い  
* * *  p < . 0 0 1   * *  p < . 0 1   *  p < . 0 5  
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ぞ れ 「 あ る 、 と き ど き あ る 、 な い 」 の 3 件 法 で 回 答 を 求 め た 。「 あ る 」

は 2 点 、「 と き ど き あ る 」 は 1 点 、「 な い 」 は 0 点 と 得 点 化 し た 。  

特 別 支 援 学 校 の 児 童 と 保 育 園 児 を 、 そ れ ぞ れ 1 歳 未 満 、 1 歳 台 、 2 歳

以 上 の 3 グ ル ー プ に 分 け て 、 カ テ ゴ リ 毎 の 得 点 を 比 較 し た 。 特 別 支 援 学

校 の 児 童 は K 式 検 査 の 「 言 語 ・ 社 会 領 域 」 の 発 達 年 齢 を 用 い 、 保 育 園 児

は 生 活 年 齢 を 用 い た 。 支 援 学 校 の 児 童 は 、 1 歳 未 満 が 2 名 、 1 歳 台 が 7

名 、 2 歳 以 上 が 8 名 で あ っ た 。  

3 .結 果  

 ( 1 )特 別 支 援 学 校 児 と 保 育 園 児 の 社 会 的 認 知 発 達 の 比 較  初 期 社 会 性  

と 情 動 調 整 に 関 す る 項 目 に つ い て 、 カ テ ゴ リ ご と に 得 点 を 合 計 し 、 満 点

に 対 す る 割 合 を 算 出 し 、 こ れ を カ テ ゴ リ ご と の 到 達 度 と し た 。 さ ら に 、

量 的 分 析 を お こ な う た め に 、 カ テ ゴ リ ご と の 到 達 度 に つ い て 逆 正 弦 変 換

を 施 し 、 そ の 数 値 に つ い て t 検 定 に よ り 特 別 支 援 学 校 児 童 と 保 育 園 児 の

比 較 を 行 っ た 。そ の 結 果 、 Ta b l e 2 - 1 の 結 果 を 得 た 。発 達 年 齢 で 1 歳 未 満

の グ ル ー プ の 比 較 で は 、有 意 な 差 は な か っ た 。1 歳 台 の グ ル ー プ で は「 模

倣 」 が 5 %水 準 、「 共 同 注 意 」 が 1 %水 準 で 、 と も に 保 育 園 児 が 有 意 に 高

か っ た 。 ま た 、 2 歳 以 上 の グ ル ー プ に な る と 、「 模 倣 」「 相 互 調 整 」 に お

い て 0 . 1 %水 準 、「 共 同 注 意 」 と

「 情 動 共 有 」「 相 互 作 用 」に お い

て 1 %水 準 で 、 す べ て 保 育 園 児

が 有 意 に 高 か っ た 。 特 別 支 援 学

校 児 と 保 育 園 児 の 間 で は 、 発 達

年 齢 が 高 い グ ル ー プ ほ ど 、 両 者

の 間 の 差 の あ る 項 目 が 多 く な る

こ と が 示 さ れ た 。  

T a b l e 2 - 2  支 援 学 校 児 に お け る K 式 発 達 検 査

言 語 社 会 領 域 の 発 達 年 齢 に よ る 比 較  
 2 歳 未 満  2 歳 以 上  ｔ  

模 倣  2 0 . 0 ( 1 9 . 8 )  3 5 . 6 (  7 . 7 )  2 . 0 8 +  
共 同 注 意  4 0 . 4 ( 1 2 . 5 )  6 0 . 1 ( 2 2 . 8 )  2 . 2 4 *  
情 動 共 有  3 4 . 6 ( 1 4 . 6 )  4 5 . 0 ( 1 5 . 8 )  1 . 4 1  
相 互 作 用  4 5 . 1 ( 1 4 . 5 )  5 5 . 5 (  8 . 4 )  1 . 7 8 +  
相 互 調 整  3 9 . 3 ( 1 0 . 4 )  4 4 . 0 ( 1 1 . 4 )  

4 4  
0 . 8 9  

自 己 調 整  2 8 . 5 ( 1 3 . 8 )  2 7 . 9 ( 1 3 . 5 )  - 0 . 1 0  
や り と り  2 8 . 3 ( 2 3 . 3 )  4 9 . 7 ( 1 1 . 2 )  2 . 3 5 *  
（  ） 内 は 標 準 偏 差  
t 値 は 自 閉 症 児 に お い て 新 版 K 式 発 達 検 査
2 0 0 1 の 言 語 社 会 領 域 の 発 達 年 齢 に よ っ て 比
較 し た も の   *  p < . 0 5   +  p < . 1 0  
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 保 育 園 児 の 結 果 を 年 齢 段 階 別 に 見 て み る と 、 年 齢 が 上 が る ほ ど に 各 項

目 の 得 点 が 上 が っ て い る が 、 特 別 支 援 学 校 児 童 の 場 合 は 発 達 年 齢 が 上 が  

る こ と と 各 項 目 の 得 点 の 上 昇 は 一 致 し な か っ た 。 ま た 、 特 別 支 援 学 校 の

児 童 を 低 学 年 、 中 学 年 、 高 学 年 と 学 年 別 に 比 べ て み て も 有 意 な 差 は 見 ら

れ な か っ た 。 他 方 、 特 別 支 援 学 校 の 児 童 の K 式 検 査 の 結 果 の う ち 、「 言

語 社 会 領 域 」の 発 達 年 齢 が 2 歳 以 上 と 2 歳 未 満 の 児 童 を 比 較 す る と 、「共

同 注 意 」と「 や り と り 」に お い て 2 歳 以 上 の グ ル ー プ が 有 意 に 高 く 、「 模

倣 」 と 「 相 互 作 用 」 に そ の 傾 向 が 見 ら れ た ( Ta b l e 2 - 2 )。       

 ( 2 )カ テ ゴ リ 間 の 相 関 の 、保 育 園 児 と 特 別 支 援 学 校 児 と の 比 較  保 育 園  

児 、特 別 支 援 学 校 児 の そ れ ぞ れ に お い て 、項 目 間 の 相 関 係 数 を 算 出 し た 。  

保 育 園 児 で は そ れ ぞ れ の 項 目 が 互 い に 相 関 し て い る ( Ta b l e 2 - 3 )。 他 方 、

特 別 支 援 学 校 の 児 童 で は 項 目 間 の 相 関 が ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た

( Ta b l e 2 - 4 )。  

 ( 3 )特 別 支

援 学 校 児 の 結

果 に つ い て の

因 子 分 析  

上 記 の 分 析

に お い て 、 特

別 支 援 学 校 児 に お

い て 相 関 が 見 ら れ

な か っ た こ と か ら 、

特 別 支 援 学 校 児 に  

つ い て 因 子 分 析 を

行 っ た 。 因 子 分 析 は 主 因 子 法 を 用 い 、 バ リ マ ッ ク ス 回 転 を 行 っ た 。 固 有  

T a b l e 2 - 3  保 育 園 児 に お け る 各 項 目 間 の 相 関 係 数  

  1  2  3  4  5  6  7  
0 . 月 齢  . 7 7 5 *  . 9 0 0 * *  . 9 9 6 * *  . 9 1 2 * *  . 8 8 1 * *  . 8 7 1 * *  . 9 3 2 * *  
1.模倣  -  . 8 4 9 * *  . 7 2 9 * *  . 8 8 3 * *  . 6 2 0   . 7 9 7 *  . 8 0 2 *  
2.共同注意   -  . 8 6 7 * *  . 9 3 7 * *  . 9 0 9 * *  . 7 2 5 *  . 9 2 2 * *  
3.情動共有    -  . 8 9 3 * *  . 8 7 6 * *  . 8 6 3 * *  . 9 2 9 * *  
4.相互作用     -  . 8 8 0 * *  . 8 2 7 *  . 9 5 1 * *  
5.相互調整      -  . 6 8 2  . 9 1 7 * *  
6.自己調整       -  . 8 1 1 *  
7.やりとり        -  
* *  p < . 0 1   *  p < . 0 5  

T a b l e 2 - 4  特 別 支 援 学 校 児 に お け る 各 項 目 間 の 相 関 係

  2  3  4  5  6  7  
1 . 模 倣  . 1 9 6  . 5 7 9  . 5 9 0 *  - . 2 1 1  - . 0 9 5  . 7 6 9 * *  
2 . 共 同 注 意  -  . 5 6 6 . 2 5 4  - . 2 3 0  - . 1 4 5  . 4 7 5  
3 . 情 動 共 有   -  . 4 5 1  - . 3 2 4  - . 1 0 1  . 5 0 6 *  
4 . 相 互 作 用    -  - . 0 0 5  . 0 9 5  . 6 5 8 *  
5 . 相 互 調 整     -  - . 1 6 5  - . 2 5 4  
6 . 自 己 調 整      -  - . 0 8 8  
7 . や り と り       -  
* *  p < . 0 1   *  p < . 0 5  
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値 が 1 以 上 の も の を 因 子 と し て 抽 出 し

た と こ ろ 、 3 つ の 因 子 が 抽 出 さ れ た

( Ta b l e 2 - 6 ) 。 各 因 子 に 負 荷 量 の 高 い 項

目 の 特 徴 か ら 、 第 1 因 子 は 「 相 互 作 用

因 子 」、 第 2 因 子 は 「 共 同 注 意 因 子 」

第 3 因 子 は 「 関 わ り 受 容 因 子 」 と 名 付

け た 。 第 1 因 子 「 相 互 作 用 因 子 」 の 因

子 負 荷 量 の 絶 対 値 の 大 き い 変 数 は 「 模

倣 」「や り と り 」「相 互 作 用 」「情 動 共 有 」

で あ り 、他 者 に 対 す る 興 味 関 心 を 持 ち 、

他 者 と 関 わ っ て や り と り を し て い く 力 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ し て 、 そ

れ は ， 定 型 発 達 の 場 合 、 初 期 の 発 達 を し て い く 大 き な 原 動 力 に な る も の

で あ る と 考 え ら れ る 。 第 2 因 子 「 共 同 注 意 因 子 」 で は 「 共 同 注 意 」「 情

動 共 有 」 と い っ た 変 数 の 因 子 負 荷 量 の 絶 対 値 が 大 き く 「 他 者 と の 共 同 注

意 の 程 度 」 と 考 え ら れ る 。 他 者 と 同 じ 物 に 関 心 を 持 ち 注 意 を 払 う 因 子 で

あ る 。 第 3 因 子 「 関 わ り 受 容 因 子 」 は 「 相 互 調 整 」 の 因 子 負 荷 量 の 絶 対

値 が 大 き い の で「 他 者 か ら の 働 き か け を 受 け 止 め る 程 度 」と 考 え ら れ る 。

す な わ ち 、 自 分 か ら は 積 極 的 に 他 者 に 関 わ っ て い か な い が 、 他 者 か ら 関

わ ら れ る こ と に 対 し て は 拒 否 せ ず 、 そ の 関 わ り を 受 容 す る と い う 因 子 で

あ る 。 な お 、「 自 己 調 整 」 は 共 通 性 も 少 な く ( Ta b l e 2 - 5 )、 ど の 因 子 か ら も

影 響 を 受 け て い な い も の で あ る と 考 え ら れ た 。K M O の 標 本 妥 当 性 の 測 度

は  . 5 6 3、 B a r t l e t t の 球 面 性 検 定 の 有 意 確 立 は  . 0 0 8 で あ り 、こ の 因 子 分

析 は 妥 当 性 が あ る と 考 え ら れ る 。ま た 、定 型 発 達 の 保 育 園 児 に つ い て は 、

因 子 に 分 け る こ と が で き な か っ た 。  

T a b l e 2 - 6  回 転 後 の 因 子 行 列  

 因 子  
 1  2  3  

模倣  . 8 8 9  . 0 0 0  . 0 0 0  
共同注意  . 2 0 6  . 9 3 4  . 0 0 0  
情動共有  . 5 4 1  . 4 6 1  - . 1 9 1  
相互作用  . 7 1 8  . 1 0 8  . 0 0 0  
相互調整  - . 1 2 9  - . 1 5 7  . 8 9 3  
自己調整  . 0 0 0  - . 1 7 2  - . 1 8 4  
やりとり  . 8 2 7  . 2 8 8  . 0 0 0  

T a b l e 2 - 5   共 通 性  

 共 通 性  因 子 抽 出 後  
模倣 . 7 4 3  . 8 0 2  

共同注意 . 5 5 9  . 9 2 0  
情動共有 . 6 2 0  . 5 4 2  
相互作用 . 5 5 1  . 5 3 3  
相互調整 . 2 5 5  . 8 3 8  
自己調整 . 1 5 1  . 0 0 0  
やりとり . 7 7 6  . 7 7 4  
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4 .考 察  

特 別 支 援 学 校 児 の 各 評 定 項 目 に お け る 得 点 を 保 育 園 児 と の 比 較 で 見 る

と 、 発 達 年 齢 が 1 歳 未 満 の 場 合 は 両 者 の 差 は あ ま り な い が 、 1 歳 台 以 降

に な る と 、 模 倣 、 共 同 注 意 、 情 動 共 有 、 相 互 作 用 、 相 互 調 整 で 次 第 に 差

が 大 き く な っ て い く こ と が わ か る 。 ま た 、 相 関 関 係 を 見 る と 、 保 育 園 児

に お い て は そ れ ぞ れ の 項 目 が 相 関 し 、 ま た 、 年 齢 （ 月 齢 ） と も 相 関 し て

い る こ と か ら 、 年 齢 （ 月 齢 ） が 進 む に つ れ て そ れ ぞ れ の 力 が 関 連 し な が

ら 高 ま っ て い る と 考 え ら れ る の に 比 し て 、 特 別 支 援 学 校 児 は ほ と ん ど 相

関 を 見 せ て い な い 。 様 々 な 力 が 互 い に 関 連 せ ず に 発 達 し て い る 可 能 性 が

考 え ら れ る 。  

ま た 、 特 別 支 援 学 校 児 は 、 実 学 年 で 分 類 し て 比 較 し て も 差 の あ る 項 目

が ほ と ん ど な い 。 こ れ は 、 学 校 で の 学 習 経 験 が 直 接 児 童 た ち の 社 会 的 認

知 の 発 達 に 顕 著 な 効 果 を 上 げ て 来 な か っ た こ と を 示 唆 し て い る 。  

他 方 、特 別 支 援 学 校 児 を K 式 検 査『 言 語 社 会 』領 域 の 発 達 年 齢 で 比 較

す る と 、『言 語 社 会 』領 域 の 発 達 に よ り「 共 同 注 意 」、「 や り と り 」、「 模 倣 」、

「 相 互 作 用 」の 向 上 が 見 ら れ て い る 。『 言 語 社 会 』領 域 、つ ま り「 対 人 関

係 」の 力 が 高 ま る こ と が 全 体 的 な 発 達 を 促 す も の で あ る こ と が 伺 わ れ る 。 

因 子 分 析 の 結 果 は 、 3 つ の 因 子 を 抽 出 し た 。 定 型 発 達 の 保 育 園 児 で は

因 子 を 分 け る こ と が で き な か っ た の に 対 し て 、A S D を 持 つ 特 別 支 援 学 校

児 童 が 3 つ の 因 子 に 別 れ た こ と は 、以 下 に 示 す よ う に 、A S D の 特 性 を 示

し て と い る と 考 え る こ と が で き る 。  

別 府 ( 2 0 0 1 )は 、「障 害 を 持 た な い 人 が 共 同 注 意 行 動 を 三 項 関 係 と 関 連 し

て 形 成 す る の に 対 し 、 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 児 に お い て は 三 項 関 係 を 欠 い

た ま ま 、 形 式 と し て 共 同 注 意 行 動 を 形 成 す る 」 と 述 べ て い る 。 今 回 の 分

析 で 相 互 作 用 因 子 と 共 同 注 意 因 子 が 分 離 す る の は 、 自 閉 症 の 特 性 の 1 つ



20 
 

の 表 れ と 考 え ら れ る 。 ま た 、 第 3 因 子 の 「 関 わ り 受 容 因 子 」 が 抽 出 さ れ

た の も 、 情 動 調 整 の 際 に 他 者 か ら 関 わ ら れ て 調 整 す る こ と を 受 け 入 れ ら

れ て も 、 そ れ が 直 接 他 者 へ の 関 心 や 他 者 と 主 体 的 に 関 わ っ て い こ う と す

る こ と と は 結 び つ い て い な い こ と を 表 し て い る 。菊 池 ( 2 0 0 9 )は 、「自 閉 症

の 情 動 理 解 の 特 徴 は 、 表 情 や 情 動 を 表 出 し て い る の は 自 分 な の か 他 者 な

の か と い う 人 物 の 違 い を 取 り 込 も う と し な い 情 動 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

に お け る 自 己 － 他 者 の 問 題 で あ る 」 と 述 べ て い る 。 情 動 的 に 関 わ ら れ る

こ と と 他 者 と 関 わ っ て い く こ と と の 発 達 が 関 連 し な い の も ま た 、A S D の

特 性 の 表 れ で あ る と 考 え ら れ る 。  

第 2 節  S C E R T S モ デ ル 適 用 以 前 の 実 践  

 Y 特 別 支 援 学 校 小 学 部 で は 、 こ の 実 践 研 究 の 開 始 時 点 で 、 1 0 年 以 上

T E A C C H プ ロ グ ラ ム ( M e s i b o v  e t  a l . ,  2 0 0 4  服 巻 ・ 服 巻 訳 ,  2 0 0 7 )に 依 拠

し た 実 践 や 感 覚 統 合 の 知 見 を 活 用 し た 実 践 が 続 け て ら れ て き た 。 ま た 、

7 年 前 よ り P E C S ( F r o s t &  B o n d y,  2 0 0 2  門 監 訳 ,  2 0 0 5 )の シ ス テ ム を 使 っ

た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 、 5 年 前 よ り D I R・ F l o o r t i m e ( G r e e n s p a n &  

Wi e d e r,  2 0 0 6  広 瀬 訳 ,  2 0 0 9） に 依 拠 し た 実 践 が 開 始 さ れ て い た 。 以 下

で 、 そ の 実 践 の 特 徴 に つ い て 述 べ る 。  

1 .「 構 造 化 」 に よ る 指 導  

A S D の あ る 人 に と っ て「 構 造 化 」( M e s i b o v  e t  a l . ,  2 0 0 4  服 巻・服 巻 訳 ,  

2 0 0 7 )、 す な わ ち 「 物 理 的 構 造 化 」 や 「 視 覚 的 構 造 化 」「 ス ケ ジ ュ ー ル 」

「 ワ ー ク ス シ ス テ ム 」 等 は 、 そ の 認 知 の 特 性 を 考 慮 し つ つ 発 達 を 促 す た

め の 大 切 な ア プ ロ ー チ で あ る （ 西 山 ,  2 0 0 9 a）。 Y 特 別 支 援 学 校 に お い て

も 、 中 学 部 や 小 学 部 に お い て こ の 1 0 年 あ ま り の 間 実 践 さ れ て き た 。 そ

の 結 果 と し て 、1 0 年 前 に 比 べ て 、自 立 的 に 落 ち 着 い て 生 活 で き る 児 童 生

徒 が 多 く な っ て き た（ 西 山 ,  2 0 0 7 ,  2 0 0 9 b）。し か し 、そ の 実 践 の 中 で「 A S D
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の あ る 児 童 に 関 わ る と き は で き る だ け 情 報 を 整 理 し よ う 」 と い う こ と が

「 で き る だ け 淡 々 と 、 情 緒 を 排 除 し て 」 と い う よ う に 、 あ る い は 「 苦 手

な こ と は 慎 重 に 丁 寧 に 」 と い う こ と が 「 苦 手 な こ と は あ え て 取 り 組 ま な

く て も よ い 」 と い う よ う に 、 不 十 分 な 理 解 か ら 偏 っ て 捉 え ら れ て い た 面

も あ っ た 。そ の た め に 、「社 会 的 認 知 」に 焦 点 を 当 て た 指 導 を 意 識 し て 行

っ た こ と は 、 少 な か っ た 。  

ま た 、 構 造 化 を す る 上 で の ア セ ス メ ン ト や 、 オ ン ・ ゴ ー イ ン グ ・ ア セ

ス メ ン ト の 上 で の 再 構 造 化 が 十 分 有 効 に 行 わ れ ず 、「構 造 化 」が 本 来 の 意

味 で A S D の あ る 人 の 認 知 特 性 へ の 支 援 や 、「 環 境 に 意 味 と 予 測 可 能 性 が

あ る こ と を 学 ぶ た め の も の ( M e s i b o v  e t  a l . ,  2 0 0 4  服 巻・服 巻 訳 ,  2 0 0 7 )」

に な り き っ て い な い 部 分 が あ っ た 。 本 来 「 構 造 化 」 と は 、 他 者 の 意 図 や

環 境 の 中 に 埋 め 込 ま れ た 他 者 の 意 図 を A S D の あ る 人 に わ か り や す く 整

理 す る も の で あ る は ず で あ る （ 西 山 ,  2 0 0 9 a）。 と こ ろ が 、 Y 特 別 支 援 学

校 の 実 践 中 に は 、 環 境 に あ る 他 者 の 意 図 と 他 者 そ の も の と が 切 り 離 さ れ

か ね な い 状 態 が 存 在 し て い た 。  

2 .情 動 不 全 ・ パ ニ ッ ク に 対 す る 対 応  

Y 特 別 支 援 学 校 で は 、 児 童 が パ ニ ッ ク に な っ た と き な ど に 「 巻 き 込 み

型 の ス タ イ ル 」 を 身 に つ け な い よ う に 、 可 能 な 限 り 「 対 人 的 」 で は な い

調 整 の 方 法 を と る こ と が し ば し ば 行 わ れ て き た 。 パ ニ ッ ク を 起 こ し た と

き に は 「 カ ー ム ダ ウ ン エ リ ア 」 で 落 ち 着 く こ と が で き る ま で 待 つ と い う

こ と が あ っ た が 、 そ の と き に 教 員 が 静 観 す る た め 、 そ の 児 童 は 、 す で に

自 ら が 持 っ て い る 方 法 を 使 っ て「 落 ち 着 き を 取 り 戻 す 」こ と が 多 か っ た 。

そ の と き 、 支 援 者 が 関 わ り 相 互 作 用 で 情 動 調 整 力 を 身 に つ け る と い う 指

導 法 や 、 よ り 効 果 的 で 社 会 的 に 適 切 な 情 動 調 整 方 法 を 指 導 す る と い う こ

と が 、 効 果 的 に 行 わ れ て い た こ と は 少 な か っ た 。 感 覚 統 合 の 方 法 な ど を
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使 う な ど し て 、 感 覚 的 な こ と か ら く る 情 動 不 全 を 未 然 に 防 い だ り 、 感 覚

的 な 閾 値 を 高 め た り す る 指 導 も さ れ つ つ あ っ た が 、 ま だ 途 上 で あ っ た 。   

3 .Ｐ Ｅ Ｃ Ｓ を 用 い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援  

Y 特 別 支 援 学 校 で 取 り 組 ま れ て い た A A C（ 拡 大 代 替 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ） の 1 つ で あ る 「 P E C S」 は A S D の あ る 児 童 に 自 発 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 教 え る の に 大 変 有 効 な 方 法 で 、 適 切 に 実 施 す れ ば 三 項 関 係 の 成

立 （ 西 山 ,  2 0 0 9 c） や 社 会 情 動 的 な 対 人 関 係 を 育 て る （ 西 山 ,  2 0 1 2） 上 で

も 効 果 が 期 待 さ れ る 。 P E C S は 、 絵 カ ー ド を 交 換 す る こ と に よ っ て 行 う

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 方 法 で あ る が 、 最 初 は 「 も の 」 や 「 こ と 」 の 『 要

求 』を 伝 え 、そ れ を 他 者 に 実 現 し て も ら う と い う こ と か ら 始 め る 。ま た 、

Y 特 別 支 援 学 校 に お い て は『 手 伝 っ て 』と 対 人 援 助 を 要 求 し た り 、『待 っ

て 』 や 「 そ の 要 求 の 代 わ り に こ れ に し て 」 と い う 『 交 渉 』 に 応 じ た り と

い う こ と も 取 り 組 ん で い る 。 そ の 中 で 、 こ の 方 法 を 身 に つ け た 児 童 た ち

が 他 ク ラ ス の 担 任 か ら 「 と て も 落 ち 着 い て 生 活 で き る よ う に な っ た ね 」

と い う 評 価 を 受 け る こ と も し ば し ば で あ っ た 。 ま た 、 こ の 方 法 を 身 に つ

け た 児 童 が 、 自 分 の 要 求 し た こ と が 別 の ク ラ ス の 事 情 で 実 現 で き な か っ

た と き 、 そ れ で 怒 っ て し ま わ ず 、 自 ら P E C S を 使 っ て 別 の こ と に 変 更 す

る こ と を 伝 え 、 そ の 予 期 せ ぬ で き こ と に 落 ち 着 い て 対 処 す る こ と が で き

た こ と も あ っ た（ 西 山 ,  2 0 11）。 他 方 、そ の よ う に 対 人 関 係 全 体 を 伸 ば し

た い の だ が 、 そ の 実 践 が 全 面 的 に は で き て い な い た め 「 対 人 関 係 」 の 伸

長 に ま で つ な が ら ず に 、『 対 人 的 な 対 物 』つ ま り 、他 者 を 通 し て は い る が

「 も の 」 や 「 こ と 」 へ の 関 心 に 留 ま っ て い た と い う 場 合 も あ っ た 。 例 え

ば 、 P E C S マ ニ ュ ア ル の 『 フ ェ イ ズ 2』 と い う 段 階 で は 、 絵 カ ー ド を 交

換 す る 際 に 指 導 者 ・ 支 援 者 は 児 童 と 目 を 合 わ せ る こ と が 重 要 だ と さ れ て

い る が 、 そ れ が 忘 れ ら れ て い る こ と が よ く あ っ た 。 絵 カ ー ド を 渡 せ ば 物
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的 な 要 求 が 実 現 さ れ る 。絵 カ ー ド を 渡 し た 相 手 も 実 現 し て く れ た の も「 他

者 」 で あ る が 、 そ の 「 他 者 自 体 」 に 対 す る 認 識 が 育 っ て い な か っ た 可 能

性 が あ る 。「 絵 カ ー ド を 入 れ た ら 物 が 出 て く る『 自 動 販 売 機 』状 態 」に 陥

っ て い る の で あ る 。 そ の た め に 、 本 来 目 的 と さ れ て い る 対 人 関 係 の 伸 張

に は 一 歩 及 ん で い な い 、つ ま り 、「 余 り 対 人 的 で は な い 対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 」 と な っ て い た 面 も あ っ た 。  

4 .課 題 解 決 へ の 方 向 性  

以 上 の よ う な 実 践 の 中 で 、 当 面 す る 児 童 の 生 活 を 安 定 さ せ 自 立 的 に 活

動 に 参 加 さ せ る こ と に は あ る 程 度 成 功 し て い た の だ が 、 将 来 に 向 け て 児

童 の 発 達 を う ま く 促 し て 行 く た め に「 何 か 足 り な い 」「ど う す れ ば い い だ

ろ う 」 と い う 模 索 が 行 わ れ 、 5 年 前 に D I R・ F l o o r t i m e が 導 入 さ れ た 。

そ こ で は 、 逆 模 倣 や 児 童 主 体 の 遊 び の 中 に 教 員 が 「 寄 せ て も ら う 」 と い

う こ と が 行 わ れ 始 め た が 、そ れ ぞ れ の 技 法 や 考 え 方 が 相 互 に 結 び つ か ず 、

ば ら ば ら な 状 態 で 実 践 が 行 わ れ て い た  

 A S D の 児 童 の 現 下 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 課 題 や 情 動 調 整 の 課 題 に

直 接 解 決 を も た ら し つ つ ， 同 時 に 発 達 全 般 を 支 え る 取 組 は 出 来 な い の だ

ろ う か 。 そ の 取 組 と は ， 他 者 の 意 図 を 理 解 す る 力 を 伸 ば す こ と 、 模 倣 や

共 同 注 意 、 情 動 共 有 の 力 を 伸 ば す こ と で は な い か と 考 え ら れ る (例 え ば

N a t i o n a l  R e s e a r c h  C o u n c i l ,  2 0 0 1 )。 こ れ ま で 取 り 組 ま れ て き た コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン や 情 動 不 全 へ の 取 組 も 、 そ の 枠 組 み で 組 み 替 え る こ と が 出

来 る の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

 そ の た め の 有 力 な モ デ ル の 一 つ と し て S C E R T S モ デ ル が あ る（ 例 え ば

十 一 ,  2 0 0 3）。 S C E R T S モ デ ル は 、 社 会 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 情 動 調 整 、

交 流 型 支 援 か ら な る 包 括 的 な 自 閉 症 支 援 の 枠 組 み で 、2 0 年 間 の 自 閉 症 介

入 研 究 の レ ビ ュ ー の 結 果 出 さ れ た ア メ リ カ N R C の 推 薦 と 優 先 事 項
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( N a t i o n a l  R e s e a r c h  C o u n c i l ,  2 0 0 1 )に 則 っ て 構 成 さ れ て い る ( P r i z a n t .  

e t  a l . ,  2 0 1 0 , 2 0 1 2 ) ｡S C E R T S モ デ ル に お い て は 、 S a m e r o f f (  2 0 0 9 )の 「 発

達 の 交 流 型 モ デ ル 」に よ り な が ら 、A S D の あ る 児 童 が 学 習 活 動 に 参 加 す

る た め に は 社 会 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( S C ) に お け る 難 題 が 大 き く そ れ を

支 援 す る こ と が 重 要 で あ る こ と や 、そ れ を 支 え る た め に 情 動 調 整 ( E R )の

力 を 伸 ば す こ と に 支 援 す る こ と が 大 切 で あ る こ と な ど が 述 べ ら れ て い る 。

ま た 、 発 達 は 環 境 と 児 童 と が 互 い に 相 互 交 流 し な が ら 実 現 さ れ て い く も

の で あ る か ら 、支 援 者 の 関 わ り 方 や 環 境 の 最 適 化 も 、A S D の あ る 児 童 の

発 達 支 援 に は 不 可 欠 で あ る こ と が 示 さ れ て い る（ 交 流 型 支 援（ T S））。す

な わ ち 、A S D の あ る 児 童 の 発 達 を 促 す た め に 、社 会 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

と 情 動 調 整 の 力 を 発 達 さ せ る こ と に 中 心 的 な 目 標 を 置 き 、 そ の た め の 交

流 型 支 援 と し て 、 対 人 間 支 援 、 学 習 支 援 、 家 族 支 援 、 専 門 家 間 支 援 と い

う 枠 組 み を 提 起 し て い る 。 従 っ て 、 こ の 枠 組 み で 実 践 を 組 み 立 て て い く

こ と が 、 上 記 で 述 べ た 課 題 を 解 決 し て い く 一 つ の 方 策 で は な い か と 考 え

る 。 次 節 以 降 で 、 S C E R T S モ デ ル に 依 拠 し た 実 践 や 適 用 し た 実 践 に つ い

て 述 べ 、 そ の 効 果 に つ い て 検 討 す る 。  

第 3 節  (研 究 2) S C E R T S モ デ ル の 組 織 的 な 導 入 の 条 件  

1 .目 的  

 S C E R T S モ デ ル の 、 特 別 支 援 学 校 で の 支 援 に お け る 有 効 性 は 予 測 さ れ

た が 、 こ の モ デ ル を 特 別 支 援 学 校 に お い て 効 果 的 に 適 用 す る た め に は 、

関 係 す る 教 員 の 共 通 理 解 が 不 可 欠 で あ る 。 と こ ろ が 、 マ ニ ュ ア ル が 膨 大

で あ る こ と を は じ め と し て 、 そ の 共 通 理 解 に は 困 難 が 予 測 さ れ た 。 そ こ

で 、研 究 1 で 取 り 上 げ た Y 特 別 支 援 学 校 に お け る S C E R T S モ デ ル の 導 入

経 過 に 沿 い な が ら 、 S C E R T S モ デ ル を 円 滑 に 導 入 し て い く 実 践 の 条 件 と

S C E R T S モ デ ル に 依 拠 し た 実 践 の 効 果 に つ い て 検 討 す る 。  
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2 .方 法  

 ま ず 、Y 特 別 支 援 学 校 に お い て S C E R T S モ デ ル が 導 入 さ れ る ま で の 経

緯 を 簡 単 に 振 り 返 り 、 次 い で 、 本 実 践 研 究 1 年 目 に 口 火 を 切 っ て 取 り 組

ん だ 1 ク ラ ス の 実 践 事 例 を 簡 単 に 検 討 す る 。  

3 .結 果  

（ 1） SC E R T S モ デ ル の 導 入  Y 特 別 支 援 学 校 で は 、 本 実 践 研 究 が 開 始 さ

れ た 年 の 6 年 前 、 重 度 の 知 的 障 害 と 重 度 の 自 閉 症 を 併 せ 持 つ 児 童 た ち の

ク ラ ス が 編 成 さ れ 、 そ の 障 害 に 焦 点 を 当 て た 実 践 が 開 始 さ れ た が 、 そ れ

は 試 行 錯 誤 の 連 続 で あ っ た 。 高 度 な 構 造 化 と P E C S を 使 っ た 自 発 的 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 、 そ し て 言 語 情 報 の 高 度 な 調 整 を 行 っ て の 実 践 だ っ

た が 、 児 童 自 身 が 育 つ 力 を つ け る に は 今 ひ と つ も の 足 り な い と い う 思 い

が 担 任 の 中 に あ っ た 。 そ こ で 翌 年 に は D I R・ F l o o r t i m e を 導 入 し 、 児 童

が 主 体 と な る 遊 び に 大 人 が 寄 り 添 い 「 寄 せ て も ら う 」 こ と か ら 関 係 を 作

る こ と と 、 逆 模 倣 す る こ と と を 中 心 と し た 取 組 が 始 ま っ た 。 そ れ は 、 最

も 重 度 な 障 害 を 持 つ 児 童 の 1 ク ラ ス の 実 践 で あ っ た 。  

1 ク ラ ス で 出 発 し た 重 度 の 障 害 を 持 つ 児 童 た ち は 次 第 に 増 え 、 ま た 、

ク ラ ス の 編 成 基 準 が 変 わ っ た こ と も 相 ま っ て 、 複 数 の ク ラ ス で グ ル ー プ

を 作 る よ う に な っ た 。 十 一 ( 2 0 0 3 ) や 十 一 , P r i z a n t , We t h e r b y, R u b i n ,  &  

L a u r e n t ( 2 0 0 4 ) 、 長 崎 ( 2 0 0 7 ) な ど か ら 情 報 を 得 て 、 グ ル ー プ に お い て

S C E R T S モ デ ル の 導 入 が 目 指 さ れ た 。実 践 研 究 開 始 2 年 前 の 8 月 と 1 年

前 の 4 月 に 開 催 さ れ た グ ル ー プ 自 主 研 修 会 の 中 で S C E R T S モ デ ル に つ い

て の 紹 介 が さ れ た が 、「 よ く わ か ら な い 。難 し い 。そ れ を す る こ と で 何 が

変 わ る の か 。 な ぜ 今 そ の 実 践 が 必 要 な の か 」 と い う 感 想 が 多 く の 教 員 か

ら 出 さ れ て い た 。そ の 年 の 1 2 月 に は 1 0 数 名 の 教 員 が「 S C E R T S モ デ ル 」

1 巻 を 購 入 し た が 、 ｢難 し い 、 読 ん で も わ か ら な い 。 ｣「 今 や っ て い る こ
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と と 何 が 違 う の か 、 変 わ ら な い の で は な い か ｣と い う 感 想 が 聞 か れ た 。  

実 践 研 究 1 年 目 の 2 0 1 X 年 は そ う い う 状 況 で の ス タ ー ト で あ っ た た め 、

す ぐ に S C E R T S ア セ ス メ ン ト プ ロ セ ス ( S A P )を 実 施 す る こ と が で き ず 、

第 2 章 第 1 節 で 取 り 上 げ た 簡 易 版 の 調 査 を す る と こ ろ か ら 研 究 は 開 始 さ

れ た 。 従 っ て 、 S C E R T S モ デ ル を 適 用 し た 実 践 も 開 始 で き ず 、 実 践 研 究

の 1 年 目 は 1 ク ラ ス に お い て S C E R T S モ デ ル に 依 拠 し 、そ の 一 部 を 導 入

し た 実 践 と し て 行 わ れ た 。  

同 時 に 、 グ ル ー プ の 教 員 に 対 す る 啓 発 と 共 通 理 解 を 目 指 し て 7 月 、 1 2

月 、翌 年 3 月 と S C E R T S モ デ ル の 研 修 会 が 開 催 さ れ た 。そ の 中 で 次 第 に

S C E R T S モ デ ル に 基 づ い た 実 践 を 実 施 す る こ と に 対 す る 教 員 の 共 通 理 解

が 深 ま っ て い っ た 。  

（ 2）実 践 研 究 1 年 目 (2 0 1 X 年 度 )の 実 践 の 特 徴  2 0 1 X 年 6 月 の 調 査 結

果 を 踏 ま え 、2 学 期 よ り 1 つ の ク ラ ス で S C E R T S モ デ ル に 依 拠 し た 実 践

が 始 め ら れ た 。そ れ は 、「 社 会 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」と と も に 、と り わ け

「 情 動 調 整 」 へ の 支 援 を 重 視 し た も の で あ っ た 。 そ の 概 要 を 以 下 に の べ

る 。  

 環 境 の 調 整 、 物 理 的 構 造 化 や 視 覚 支 援 、 ス ケ ジ ュ ー ル や ワ ー ク シ ス テ

ム な ど の 構 造 化 の 手 法 は 引 き 続 き 活 用 さ れ た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ

い て も 発 語 の な い 児 童 た ち を 中 心 に P E C S の シ ス テ ム を 使 い 、 そ の と き

に 教 員 の 方 か ら 共 同 注 意 を 行 う こ と や 、 う れ し い 気 持 ち を 言 語 化 し て 表

現 す る な ど の 方 法 が 意 識 的 に 行 わ れ た 。 児 童 が い や な 気 持 ち や 悲 し い 気

持 ち に な っ た と き に 、 教 員 は そ れ を 受 け 止 め 、「 い や や ね ぇ 」「 悲 し い ね

ぇ 」 と 言 語 化 し て 表 現 し た り じ っ と 寄 り 添 い な が ら 活 動 に 復 帰 す る こ と

を 待 ち つ つ 促 す な ど も 取 り 組 ま れ た 。 ま た 、 逆 模 倣 す る と こ ろ か ら 児 童

が 自 主 的 に 模 倣 し た く な る よ う な 設 定 を 用 意 し た り 、 学 習 活 動 に 楽 し く
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主 体 的 に 参 加 で き る よ う な 工 夫 も 意 識 さ れ た 。  

( 3 )児 童 の 変 化  上 記 で 述 べ た よ う な 実 践 を 行 っ た 結 果 、ク ラ ス の 児 童

た ち に は 以 下 の よ う な 変 化 が 見 ら れ た 。  

D 児 は 、 発 語 は あ る の だ が 自 分 と 他 人 の 区 別 を つ け て 表 現 す る こ と が

で き ず 、 場 面 に そ ぐ わ な い こ と を 言 う と 大 人 が 反 応 す る こ と か ら 、 場 に

そ ぐ わ な い 発 言 ば か り し て 大 人 と の 関 係 が 混 乱 し て い た 。 彼 は 、 P E C S

に よ り 正 確 な 文 を 作 っ て 伝 え る こ と や 、 遊 び や 当 番 活 動 の 中 で 自 分 と 他

人 の 役 割 を 交 代 す る こ と な ど を 通 し て 、 次 第 に 自 他 の 区 別 が で き る よ う

に な っ た 。  

 衝 動 性 が 強 く 目 に 入 っ た 物 に す ぐ に 突 進 し て い っ た A 児 は 、ス ケ ジ ュ

ー ル や 視 覚 的 な 情 報 を 使 う 経 験 の 中 で 次 第 に 見 通 し を 持 っ て 落 ち 着 い て

生 活 で き る よ う に な っ た 。 ま た 、 教 室 の 掃 除 な ど の 機 会 に 役 割 反 転 模 倣

を 行 い 、 そ の 取 組 な ど の な か で 他 者 の 気 持 ち を 察 し よ う と す る よ う に な

り 、 ま た 、 他 者 を 待 つ こ と が で き る よ う に な っ た 。  

 他 者 の 動 き に 合 わ せ る こ と だ け が 生 き る 方 略 で あ り い つ も 不 安 で 他 者

動 き を 気 に し て ば か り い た C 児 は 、当 初 、文 脈 や 状 況 に 関 わ り な く 目 に

入 っ た 他 者 の 動 き は そ の ま ま 「 ま ね 」 を し て い た 。 し か し 、 逆 模 倣 さ れ

る こ と や 視 覚 的 な 情 報 を 自 ら 見 て 活 動 す る こ と 、 特 に 当 番 活 動 な ど で 他

者 の た め に 働 く こ と な ど の 経 験 を と お し て 、 次 第 に 活 動 の 意 味 を 感 じ 取

る よ う に な り 、少 し ず つ で は あ る が 、意 味 の あ る 模 倣 へ 変 化 し て い っ た 。  

 す べ て の こ と に 自 信 が な く 、 少 し で も 難 し い と 思 え ば 「 ヤ メ テ ク ダ サ

イ 」と 言 っ て 活 動 を 拒 否 し 、し ば し ば 床 に 寝 転 ん で し ま っ て い た B 児 は 、

彼 が で き る 課 題 を 用 意 し て 援 助 し た り 励 ま し た り し な が ら 取 り 組 ま せ 、

少 し で も 進 歩 す る と と も に 喜 ぶ こ と や 、 い や な 気 持 ち の 時 に は そ れ を 受

け 入 れ 気 持 ち が 落 ち 着 く ま で 寄 り 添 う な ど を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 教 員 に
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対 す る 愛 着 が 形 成 さ れ 、 3 学 期 の 半 ば に は 自 発 的 に 教 員 を 模 倣 し た り 教

員 が し た り 言 っ た り す る こ と を ま ね て 学 べ る よ う に な っ た 。  

( 4 )他 ク ラ ス の 教 員 へ の 影 響  以 上 の よ う な 児 童 の 変 容 を 他 の ク ラ ス の

教 員 は 見 て お り 、 継 続 的 な 研 修 の 効 果 も 相 ま っ て 、 翌 年 に は グ ル ー プ で

の 実 践 に 進 む こ と が 可 能 と な っ た 。  

4 .考 察  

重 度 の 知 的 障 害 と 自 閉 症 を 併 せ 持 つ 課 題 の 大 き な 児 童 を 担 任 す る 教 員

は 、 そ れ ま で の 実 践 の 成 果 を 感 じ つ つ も 、 そ れ だ け で は 不 十 分 だ と 感 じ

て い た 。 同 時 に 、 2 0 1 X 年 6 月 の 調 査 結 果 に よ っ て そ の 課 題 は よ り 明 確

に な っ た 。そ れ が S C E R T S モ デ ル 導 入 の 大 き な 動 因 で あ る と 考 え ら れ る

が 、 そ れ だ け で 組 織 的 な 実 践 に 踏 み 出 す に は 不 十 分 で あ っ た 。  

 そ れ は 、 S C E R T S モ デ ル が 現 場 の 教 員 に と っ て 一 見 難 解 だ と い う ハ ー

ド ル で あ る 。 従 っ て 、 教 員 が 組 織 的 か つ 主 体 的 な 導 入 を 行 う た め に 、 拙

速 で は な い 丁 寧 な 方 法 で 共 通 理 解 を す る 必 要 が あ っ た 。 約 2 年 か け た 研

修 は S C E R T S モ デ ル 導 入 に 対 す る 教 員 の ハ ー ド ル を 下 げ る 役 割 を 果 た

し た 。 先 行 し て 行 わ れ た 1 ク ラ ス に お け る 実 践 は 、 端 緒 的 で は あ っ て も

児 童 た ち の 変 容 を 生 み 出 し た 。 つ ま り 、 S C E R T S モ デ ル に 基 づ く 実 践 が

有 効 で あ る ら し い と い う こ と を 示 し た の で あ る 。 他 の 教 員 が そ の 先 行 ク

ラ ス の 実 践 方 法 と 児 童 の 変 容 を 見 る こ と で 、 特 別 に 難 し い 指 導 技 法 を 使

う わ け で も な い が 効 果 的 に 児 童 の 発 達 を 促 し て い る こ と を 確 か め る こ と

が で き た こ と が 、 そ れ 以 降 の 導 入 に 効 果 的 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  

そ の よ う な 研 修 と 先 行 実 践 の 経 験 が S C E R T S モ デ ル を 導 入 す る た め

の 条 件 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  
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第 3 章  (研究 3)Y 特別支援学校における組織的な SCERTS モデル

の実践経過と有効性  

 

第 1 節  目的  

第 2 章 で 述べ た 経 緯 で、本 実践 研 究 の 2 年目 に 当 た る 201X+1 年 度 に、

Y 特別 支 援学 校 に お いて SCERTS モ デ ル を適 用 し た組 織 的 な 実践 が 行わ

れた 。Y 特 別 支援 学 校小 学 部 では 、重 度 の知 的 障 害と A SD を併 せ 持 つ持

つ児 童 た ちが 在 籍 す るク ラ ス でグ ル ー プ を形 成 し てい る 。 こ のグ ル ープ

の 4 つの ク ラス で SCERTS モ デ ルの 枠 組み に 基 づい て 統 一 した 取 組 が行

わ れ た 。 そ れ ぞ れ で 行 わ れ た 実 践 を 分 析 し 、 共 通 点 を 抽 出 す る 中 で 、

SCERTS モ デ ルの 枠 組み の 特 別支 援 学 校 にお け る 有効 性 を 検 討す る 。  

第 2 節  方法  

実践 研 究 は、以 下の よう な 経 過で 、主と して SCERTS ア セ スメ ン ト プ

ロセ ス の 10 ステ ッ プ（ 付 表 2）に 準 じ て実 施 さ れた 。  

1.実 践 研 究の 経 過  

 201X+1 年 4 月に 、グル ー プ 研修 会 と して SCERTS モ デ ルの 概 要 につ

いて の 研 修 を 2 時 間 に渡 っ て 実施 し 、新 しく グ ル ープ の 担 任 とな っ た教

員も 含 め て共 通 理 解 を図 っ た 。  

 そ の 年 度の 学 校 全 体の 校 内 研究 方 針 と して 「 授 業研 究 」 を して い くこ

とが 決 定 され て お り 、 6 月 の グ ルー プ 会 議で は 、 その 大 枠 の 中で グ ルー

プ研 究 の 方向 性 が 話 し合 わ れ 、グル ー プ を構 成 し てい る 4 ク ラス が 足並

みを そ ろ えて 研 究 を 行う こ と が決 定 さ れ た。 5 月 と 7 月 に、 2 回 に分 け

て、SCERTS モ デル のア セ ス メン ト の う ち SAP -O（ 観 察）に つい て 、そ

の「 社 会 パー ト ナ ー 段階 」 の 児童 た ち の 判断 基 準 につ い て の 学習 会 を行
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った 。学 習 した 基 準 に従 っ て 、7 月に 全 児童 の SAP-O を 実 施し た 。そ の

うち の 各 クラ ス 1 名 を取 り 上 げて グ ル ー プ研 究 会 で研 究 協 議 する こ とと

なっ た 。 ただ し 、 ク ラス の 実 践は 全 員 の アセ ス メ ント を 考 慮 して 組 み立

てる こ と と し た 。 つ まり 、 ア セス メ ン ト 結果 か ら 、全 員 に 共 通す る 「優

先目 標 」 を考 え る と とも に 、 研究 対 象 と する 児 童 の「 優 先 目 標」 を 設定

し、 重 点 的に 取 り 組 むこ と と した 。  

7 月 の グ ルー プ 研 究 会で は 、 各ク ラ ス の 児童 全 員 のア セ ス メ ント 結果

を報 告 し 合い 、 何 を 優先 目 標 とす る か を 検討 し た 。 8 月 の グ ルー プ 研究

会ま で の 間に グ ル ー プと し て 検討 す る 児 童を 各 ク ラス で 決 定 し、 ク ラス

全体 と そ の児 童 の 「 優先 目 標 」を 達 成 す るた め の 具体 的 な 実 践計 画 を立

案し た 。 つい で 、 グ ルー プ 研 究会 で は そ れを 検 討 した 。  

9 月か ら は 「実 践 計 画」 に 基 づい て 実 践 を行 い 、 10 月と 11 月の グ ル

ープ 研 究 会 で 2 ク ラ スず つ 中 間報 告 と 協 議を 行 い 、翌年 2 月 のグ ル ープ

研究 会 で 最終 結 果 の 報告 と 協 議を 行 っ た 。  

2. SCERTS アセ ス メ ント プ ロ セス  

 SCERT S モデ ル の アセ ス メ ント プ ロ セ ス の 10 ス テ ッ プは 付 表 2 の よ

うに な っ てい る 。 グ ルー プ の 実践 は 、 こ の流 れ に 準拠 し て 行 なわ れ た。  

この う ち 、コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン段 階 は 、 1 人 を 除 いて 社 会 パ ート ナー

段 階 で あ る と 判 断 し た 。 ま た 、 保 護 者 か ら の 情 報 を 集 約 す る た め の

SAP-R フォ ー ム は 使 用 せ ず 、そ れ ま で の 家 庭 で のニ ー ズ の 聞 き 取 り や、

クラ ス 担 任が 感 じ て いる 児 童 の「 困 り 感 」を ま と めた 。 ま た 、 Y 特 別支

援学 校 書 式で あ る 「 アセ ス メ ント 票 」 の 情報 を 使 った 。 ア セ スメ ン トチ

ーム は そ れぞ れ の ク ラス 担 任 全員 で あ た るこ と と し、 1 回 目 の直 接 観察

であ る SAP -O の観 察 は 7 月 の 第 2 週 目に 行 う こと と し た 。そ の 際 、う

まく 観 察 でき な か っ た事 柄 に つい て は そ の週 の 中 で行 動 サ ン プリ ン グす
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るこ と を 申し 合 わ せ た。  

SAP-O は SCERTS モデ ル の 3 つ の 領 域 に基 づ い て構 成 さ れ てい る 。3

つの 領 域 とは 、社 会 コミ ュ ニ ケー シ ョ ン (SC )、情 動調 整 (ER)、交流 型 支

援 (TS)で あ る 。 そ の う ち 、 社 会 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 共 同 注 意 (JA )と シ

ンボ ル 使 用 (SU )の 2 つの 要 素 、情 動 調整 は相 互 調 整 (MR)と 自己 調 整 (SR )

の 2 つ の 要素 に 分 か れて い る 。交 流 型 支 援は 、 対 人間 支 援 ( IS)、 学 習支

援 (L S)と家 族 支 援 (F S)、 専 門家 間 支 援 (SP)の 4 つ の要 素 があ るの だ が 、

SAP-O で は そ のう ち対 人 間 支援 と 学 習 支援 だ け をア セ ス メ ント す る。そ

れぞ れ の 要素 の 下 に 目標 が あ り、 そ の 下 に小 目 標 とし て 具 体 的な 行 動が

定め ら れ てい る 。 社 会パ ー ト ナー 段 階 の 児童 の 場 合は 、 そ の 目標 と され

てい る 行 動が 、 2 つ 以上 の 場面 2 人 以上 のパ ー ト ナー と の 間 で観 察 さ れ

た場 合 2 点、観察 さ れた と し ても そ の 基 準未 満 で あっ た り、援助 を 受 け

ての 行 動 であ っ た 場 合は 1 点 、その 行 動 が見 ら れ ない と き は 0 点 と して

採点 す る 。た だ し 、今回 に つ いて は「 対 人間 支 援」「 学習 支 援」の ア セス

メン ト は 行わ れ な か った 。 そ れは 、 教 員 自身 が 自 分た ち を 評 価す る こと

にな る か らで あ っ た 。  

SAP-O の情 報 を 集 約す る SAP-sum は 、目 標 毎 に 1 点に つ き 1 マス 塗

りつ ぶ す こと で 表 示 する 。 本 研究 で は 、 7 月の 最 初 のア セ ス メン ト の時

の得 点 を 黒く 表 示 し 、 11 月 の時 点 で 伸 びた 部 分 をチ ェ ッ ク で 、 2 月 時点

で伸 び た 部分 を 波 線 で表 し て いる （ 付 図 1 参 照）。  

また 、 追 加の ア セ ス メン ト と して 新 版 K 式 発 達検 査 2001（以 下 K 式

検査 と い う ） の デ ー タを 利 用 した 。  

情報 の 要 約と SAP-O の 情 報を 集 約 する フォ ー ム であ る SAP-sum の 記

入は 筆 者 が行 い 、そ れに 基 づ いて 優 先 目 標の 候 補 を各 ク ラ ス に提 案 し た。

各ク ラ ス 担任 は そ れ を参 考 に し、 そ の 他 の情 報 を 考え 合 わ せ て、 ク ラス
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全体 と し ての 優 先 目 標と 対 象 児童 の 優 先 目標 を 、 4 つ以 上 8 つ未 満 で設

定し た 。 その 際 、 社 会コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン領 域 か らも 情 動 調 整領 域 から

も、 少 な くと も 1 つ 以上 を 目 標と し て 掲 げる こ と とし た 。  

 継 続 し たア セ ス メ ント と し ては 、 11 月 と 2 月 に SAP-O を実 施 し た。

また 、集計 と し ては SAP-sum だ け で な く、「社 会 －情 動 成 長指 標 」を 用

いた 。こ れ は、「 保 護 者や 教 師 など が よ り 価値 が あ ると 感 じ る 児童 の 発達

のよ り 一 般的 な 側 面 を表 し て いる 8 つ の 項目 (P r i zan t  e t  a l . ,  2010 ,2012 )」

につ い て、SAP -O の 小目 標 の 中か ら そ れ を示 す も のを 抽 出 し て集 計 した

もの で 、各 10 点 満 点と な っ てい る 。  

次 節 か ら は 、 ク ラ ス 毎 の 実 践 の 経 過 と 結 果 を 記 述 す る 。 な お 実 践 は 4

クラ ス で 行っ た が、紙面 の 都 合か ら 1 ク ラス の 事 例は 割 愛 し 、付 論 とし

て示 す こ とと す る 。  

第 3 節  P 組の 実 践 事例  

1.対 象 者 のア セ ス メ ント と SAP-O の 結 果  

対象 者 は E 児。小 学 部 1 年 生 の男 児 で あ る。5 歳 8 ヶ 月 時の K 式 検査

の成 績 は 、認 知 － 適 応領 域 38 ヶ 月、 言 語－ 社 会 領域 31 ヶ 月で あ っ た。

K 式検 査 の 結果 か ら は認 知 ＞ 言語 で あ る が、 言 語 が伸 び つ つ あり 、 数に

関す る 項 目が 得 意 で ある と い うこ と が 明 らか に な って い た 。  

E 児 の SAP -sum は 付 図 1 の 通り で あ る 。こ の う ち、 黒 く 塗 りつ ぶし

た部 分 が 7 月 時 点 での 得 点 であ る 。 チ ェッ ク の 部分 が 11 月に 伸 び た得

点、波 線 の部 分 が翌 2 月に 伸 び た得 点 を 示し て い る（ 以 下、SAP-su m の

表に つ い ては 同 じ）。 SAP -sum を 見る と、 特 に 共同 注 意 の 要素 の 中 で情

動や 意 図 を共 有 す る こと に 関 する 項 目 に 獲得 で き てい な い も のが 多 いこ

とが 分 か った 。 一 方 、シ ン ボ ル使 用 の 要 素で は 比 較的 獲 得 で きて い るも

のが 多 か った 。 ま た 、情 動 調 整の 領 域 で は、 特 に 相互 調 整 と して パ ート
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ナー の 援 助を 受 け 入 れた り 援 助を 要 求 し たり す る こと や 、 新 しい 状 況の

中で 自 己 調整 す る こ とに 課 題 があ る こ と が明 ら か にな っ た 。  

そ れ 以 外 の イ ン フ ォ ー マ ル ア セ ス メ ン ト か ら は 以 下 の 情 報 が 得 ら れ

た。 本 人 が学 校 生 活 の中 で 困 って い る と 思わ れ る こと は 「 や って は いけ

ない こ と 、ダ メ と 言 われ る こ と、 少 し の 間待 つ こ とが 多 く 自 分の 思 いが

すぐ に 通 らな い こ と 」な ど であ る。保 護 者の 困 り 感と し て は 、「弟 と の関

係か ら 落 ち着 か な い こと が 多 い。 家 の 中 でじ っ と でき な く て 、飛 び 出し

たり 家 の 外に 物 を 投 げた り す るこ と が あ る」 と い うこ と が 挙 げら れ た。

担任 か ら は、「 今 は 持て る 見 通し が 短 い ので 、も う 少 し長 い 見通 し が 持て

たら よ い 。ク ラ ス で 取り 組 ん でい る カ レ ンダ ー に は興 味 を 示 さな い が数

に強 い 点 が今 後 取 り 組む と き の足 か が り にな る の では な い か 」と 述 べら

れた 。  

2.優 先 目 標の 決 定  

 SAP -O の 結 果と 他の ア セ スメ ン ト 結 果を 総 合 し、ク ラス とし て の 実践

のし や す さを 考 慮 し て「 ク ラ スと し て の 優先 目 標 」が 決 定 さ れた 。  

ク ラ ス 児 童 全

員の ア セ スメ ン ト

から 導 き 出さ れ た

クラ ス 全 体に 共 通 す る優 先 目 標は Tabl e3-1 の通 り で ある 。表 中の 記 号 は、

最初 の 2 文字 の ロ ー マ字 は SAP の 要素 、次の 数 字 は目 標 の 番 号、最 後の

数字 は 小 目標 の 番 号 を表 す （ 以下 同 じ）。  

 3.目 標の 活 動 場面 への 埋 め 込み  

SCERTS モ デ ルで は 、目 標を 取 り 出し て その 達 成 のた め の 指 導や 介 入

を集 中 的 に行 う の で はな く 、 目標 を 児 童 にと っ て 意味 と 目 的 のあ る 活動

の中 に 埋 め込 ん で 、場面 横 断 的に 取 り 組 む 。E 児 に おい て も SAP や その  

T a b l e 3 - 1   P 組 の 優 先 目 標  
J A 1 . 3  短 い 相 補 的 な 相 互 作 用 を 行 う  
J A 2 . 2  人 と 物 の 間 で 視 線 を 移 動 さ せ る  
J A 3 . 1  表 情 や 声 等 で ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 を 共 有 す る  
S U 2 . 6  視 覚 的 手 が か り （ 写 真 や 絵 ） に 対 し て 応 答 す る  
M R 2 . 1  パ ー ト ナ ー に な だ め ら れ た 時 、 安 心 す る  
M R 2 . 4  パ ー ト ナ ー の 情 動 表 出 の 変 化 に 応 答 す る  
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他 のア セ ス

メ ント の 結

果 導き 出 さ

れ た対 象 児

の 目 標 と 、 そ の 目 標 を 達 成 す る た め の 活 動 場 面 が 決 定 さ れ 、 活 動 計 画

(Table3-2 )が 立 て ら れ た 。 そ こ で は 、 7 つ の 優 先 目 標 が 決 定 さ れ 、 そ れ

を 5 つ の 活動 場 面 に 埋め 込 ん で取 り 組 む こと と し た。  

4.グ ル ー プ研 究 会 で 検討 し た 場面  

 グ ル ー プ研 究 会 に おい て 検 討し た の は 、そ の 活 動場 面 の う ち、 さ らに

絞り 込 ん だ「 朝 の会 」の 場 面の「 遊び 選 び」の 活動 で あ った 。「遊 び 選び 」

とは 、 児 童が 好 む い くつ か の 遊び を 提 示 し、 そ の 中か ら 遊 び を選 択 させ

て一 緒 に 遊び 、 楽 し い気 持 ち を共 有 す る もの で あ る。 そ こ で の目 標 とし

ては 、「 PECS を使 っ て 、絵 カ ー ドで 好 き な遊 び を 選ぶ こ と が でき る 」「 同

じ遊 び を する 楽 し さ を友 達 と 共有 す る こ とが で き る」 を 設 定 した 。  

 そ の 中 で 使 用 し た 「 対 人 間 支 援 」 は 、「 教 員 と 視 線 を あ わ せ て PECS

カ ー ド を 渡 す こ と が で き た ら 微 笑 ん で 褒 め る （ IS1 .3 コ ミ ュ ニ ケ ー ショ

ンの 有 能 感を 高 め る ため に 、 児童 の シ グ ナル に 適 切に 応 じ る ）」「 遊 んで

楽し い 気 持ち の 時 に 『楽 し い ね』 と 声 を かけ 、 楽 しい 気 持 ち を共 有 する

（ IS1 .2 児 童の 情 動 やペ ー ス に同 調 す る ）」、 学 習 支援 は 「 P ECS を 使用

する （ L S2 .1 児 童 の コミ ュ ニ ケー シ ョ ン と表 出 言 語を 増 や す ため に 、補

助的 な コ ミュ ニ ケ ー ショ ン 支 援を 用 い る ）」「 必 ず どち ら か を 選ぶ よ う好

きな 遊 び を設 定 す る （ LS4 .7 活 動に 動 機 付け と な る材 料 や ト ピッ ク を取

り入 れ る）」「 初 め 教 員は 遊 び グッ ズ か ら 離れ て 本 児の 近 く に 立つ 。 教員

と視 線 を あわ せ て P ECS カ ー ドを 渡 すこ とが で き たら だ ん だ ん本 児 か ら

離れ 、遊 び グッ ズ の 近く に 立 つよ う に す る（ L S4 .2 児 童 の 成 功の た め に、

T a b l e 3 - 2   E 児 の 活 動 計 画  
 

E 児の目標 
短い相
補的な
相互作
用 

人 と 物
の 間 で
視 線 移
動 

表情や音声
でネガティ
ブ情動を共
有 

視 覚 的
手 が か
り に 応
答 

パートナ
ーになだ
められ安
心 

パートナ
ーの情動
表出に応
答 

覚醒水準調整の
ためパートナー
のモデルで行動
方略を使用 活動場面 

朝の会 ○ ○  ○  ○ ○ 
給食・歯磨き ○       
午後の遊び   ○ ○  ○  

「ことば」授業  ○      
「かくつくる」

授業 
    ○   
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課題 の 難 しさ を 調 節 する ）」な ど で あっ た。  

5.実 践 の 経過  

実践 が 開 始さ れ た 9 月頃 、 本 児は 、 朝 の 会の 時 、 1 人で 座 っ て前 を 見

るこ と が 十分 で き な い状 態 で あっ た 。 遊 び選 び の 場面 で 絵 カ ード を 教員

に渡 す と きも 教 員 と あま り 目 を合 わ さ ず に渡 し た り、 時 に は カー ド を手

渡し す る こと も せ ず 台車 な ど 目的 の 遊 び に突 進 す る事 も 見 ら れた 。ただ、

台車 遊 び は好 き で 、 それ で 楽 しむ こ と は でき て い た。 そ こ で 、計 画 に基

づい て 、 中心 指 導 の 教員 （ 以 下、 中 心 指 導者 ） が 「 E ち ゃ ん 、何 し て遊

ぶ 」と 明 る いト ー ン で明 瞭 に 誘い か け る と 、す か さ ずサ ブ 指 導の 教 員（以

下、 サ ブ 指導 者 ） が 援助 し た 。す な わ ち 、本 児 が 遊具 に 突 進 せず 中 心指

導者 に 絵 カー ド を 渡 して 自 分 のや り た い 遊び を 伝 える よ う に 、背 後 から

誘導 す る ので あ る。する と 中 心指 導 者 は 腰を か が めて 本 児 と 目を 合 わ せ、

絵カ ー ド を受 け 取 る と、「 台 車 がし た い んだ ね 。よ く 伝え ら れた ね 。わ か

った よ 」 と笑 顔 で 応 える よ う にし た 。 そ して 本 児 と一 緒 に 要 求し た 台車

など の 遊 具で 遊 び、本児 が 楽 しい 気 持 ち の時 に 笑 顔を 向 け て「楽 し いね 」

と気 持 ち を共 有 す る よう に し た。  

朝の 会 は 毎日 行 わ れ る授 業 で、遊 び 選び もほ ぼ 毎 日行 わ れ た 。11 月頃

にな る と 、本 児 は 遊 び選 び が 始ま る と 自 分か ら 椅 子に 座 り に 行く よ うに

なっ て き た。 そ し て 、順 番 カ ード が 貼 ら れる と そ の順 番 で 遊 べる こ とが

わか り 、 期待 し て 笑 顔に な る よう に な っ てい た 。 また 、 自 分 が遊 ぶ だけ

でな く 友 達が 遊 ん で いる 様 子 もよ く 見 る よう に な って き た 。 この こ とか

ら、 本 児 が 楽 し い 気 持の 共 有 をす る こ と がで き つ つあ る の だ と考 え られ

た。 そ し て、 自 分 の 番に な っ て席 を 立 つ 時に 、 一 瞬だ が 必 ず 教員 の 方を

見る よ う にな り 、 後 ろか ら 援 助さ れ な く ても 自 分 で好 き な 遊 びカ ー ドを

選ん で 中 心 指 導 者 に 持っ て 行 くよ う に な り、 そ の 時に 本 児 の 方か ら 視線
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を合 わ せ てく る こ と が増 え て きた 。 そ し て、 台 車 遊び を す る と笑 顔 で楽

しめ 、 そ の中 で 友 達 との や り とり が 生 ま れる よ う にな っ て き た。 た とえ

ば他 児 が タイ ヤ 台 車 に乗 り な がら E 児 の 名前 を 呼 んだ り 、絵 本読 み の 時

他児 が「 イ タダ キ マ ス 」と 言 っ たの を 真 似て E 児 が「 イタ ダ キマ ス 」と

いう な ど 、他 児 と 呼 応す る こ とが 見 ら れ 始め て き た。  

翌年 2 月 頃に な る と 、誰に 向 かっ て 何 を 伝え て い るの か わ か らな いと

いう こ と はな く な り 、た と え 教員 が 背 中 を向 け て いて も 回 り 込ん で しっ

かり 教 員 の顔 を 見 、 絵カ ー ド を渡 そ う と する こ と が増 え た 。 また 、 それ

まで 興 味 がな か っ た 遊び で も 、他 児 が 遊 んで い る のを 見 て そ れを 自 分も

やり た い と 要 求 す る など 、 他 児と 同 じ 遊 びを す る こと が 楽 し いと 思 うよ

うに な っ てき た 。 そ の中 で 人 との 関 係 が 広が り 、 教員 や 友 達 の名 前 を言

った り 、 友達 を ト ラ ンポ リ ン に誘 う な ど の行 動 が 起こ っ て き た。 ま た、

他の 場 面 でも 、「お 茶下 さ い」「 開 けて 下さ い 」 など そ の 時 に合 っ た 発語

で要 求 を 適切 に 伝 え られ る こ とが 増 え て きた 。  

6.児 童 の 変化  

SAP-O の 11 月 （チ ェッ ク の 部分 ） と 翌 年 2 月 （ 波 線の 部 分 ）の 結 果

（付 図 1 参照 ）を 見 ると 、社 会 コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 領 域 で は 、共同 注

意の 要 素 で、「 相 補 的な 相 互 作用 を 行 う 」、「 情 動を 共 有す る 」、「 社 会相 互

作用 の た めに 意 図 を 共有 す る」、「 コ ミ ュ ニケ ー シ ョン が 破 た んし た こと

を主 張 し 修復 す る 」など の 項 目が 、シ ン ボル 使 用 の要 素 で は 、「身 近 な 活

動の 中 で 非言 語 的 な 手が か り を理 解 す る 」、「 意 図 を共 有 す る ため に ジェ

スチ ャ ー や非 言 語 的 な手 段 を 使用 す る」など の 小 目標 が 達 成 でき て き た。

情動 調 整 の領 域 で は 、特 に相 互 調 整の 要 素で 、「 様々 な 情 動 を表 出 す る」、

「状 態 を 調整 す る た めに パ ー トナ ー の 援 助を 要 求 する 」 な ど の項 目 で達

成で き た もの が 増 え てい る 。  
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また 、社 会 情 動成 長 指標（ 付 図 2）を 見 ると 、支 援 の 経過 と とも に「 他

者感 」が 大 変伸 び て いる こ と がわ か る 。また 、「幸 福 感」、「 柔軟 性 と 弾力

性」、「 協 調と 行 動 の 適切 さ 」 など の 指 標 も伸 び て いる 。  

こ れ ら の 結 果 に つ い て 、 グ ル ー プ 研 究 会 で の 協 議 で 明 ら か に な っ た

「要 因 」 は以 下 の 通 りで あ る 。  

①  本児 が 、人 に 興味 を 持ち 、友 達 が して い るこ と を よく 見 る よ うに な

った こ と 。  

②  本 児 が 教 員 に 絵 カ ー ド を 渡 し て 要 求 を 実 現 す る 経 験 な ど の 短 い や

りと り を 積み 重 ね て きた こ と 。  

③  本 児 が 順 番 カ ー ド や ス ケ ジ ュ ー ル な ど 視 覚 的 手 が か り を 通 し て 見

通し を 持 つ経 験 を 積 み重 ね て きた こ と に より 、視覚 的 手 がか りが 使

える よ う にな っ て 来 たこ と 。  

④  その た め に、教 員が 児童 の そ ばに 立 ち 児 童の 目 線 の高 さ で 視 線を あ

わせ て PECS の絵 カ ード を 受 け取 っ て 発 語を 促 す こと や 、一 緒に 遊

ん で い る 時 に 声 を か け 楽 し い 気 持 ち を 共 有 す る こ と な ど を 大 切 に

して き た こと 。  

7.ま と め  

この 事 例 の特 徴 は 以 下の よ う にま と め ら れる 。 E 児は 当 初 「 何も 興味

の持 て る もの が な い し、人 にも 興 味 を示 さな い 」と 言 わ れて いた の だ が、

児童 の 実 態を 分 析 し て目 標 を たて る こ と で、 児 童 にあ っ た 課 題設 定 や学

習支 援 が でき た 。 ま た、 そ こ でわ か っ た 楽し い 遊 びを 用 意 す るこ と で、

活動 に 向 かお う と い う気 持 ち を持 た せ る とと も に 、友 達 の し てい る 活動

に興 味 を 持た せ る こ とが で き た。 そ の 実 践の 中 で 教員 の 果 た す役 割 が大

きい こ と が明 ら か に なっ た 。  
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第 4 節  Q 組の 実 践 事例  

1.対 象 者 のア セ ス メ ント と SAP-O の 結 果  

対象 児 は F 児。 小 学 部 1 年生 の 女 児で あ る。 5 歳 11 ヶ 月時 の K 式 検

査の ス コ アは 、認知 － 適 応 領域 22 ヶ 月 、言 語 －社 会 領域 11 ヶ月 で あ っ

た。 検 査 時の 様 子 で は次 の よ うな 特 徴 が 見ら れ た 。検 査 時 に 離席 は あっ

たが 、名前 を 呼ぶ と 戻る こ と がで き た。「や ら され る よう な 課題 」は嫌 が

って 拒 否 した が 、 道 具を 直 接 的に 扱 う 課 題は 向 か いや す い 。 また 、 ボー

ル遊 び 等 、相 手 の 意 図に 合 わ せた 行 為 が でき 始 め てい る 。  

F 児 の SAP -sum は 付 図 3 の通 り で ある 。 SAP -O の 結 果 か ら見 る と 、

全体 と し てみ る と 共 同注 意 の 要素 よ り シ ンボ ル 使 用の 要 素 の ほう が 獲得

でき て い ない 項 目 が 大き く 、 外界 に 働 き かけ る こ とや 外 界 の 理解 に 大き

な課 題 が ある こ と が 窺え る 。 共同 注 意 の 領域 の 中 で比 較 的 よ く獲 得 され

てい た 「 他者 の 行 動 を統 制 す るた め に 意 図を 共 有 する 」 と い うの は 、具

体的 に 言 えば 他 者 に 対し て 何 らか の 要 求 行動 を す るこ と が で きる と いう

こと で あ る 。 注 意 や 情動 の 共 有も あ る 程 度で き て いる が 、 要 求以 外 の部

分で 他 者 と意 図 を 共 有す る こ とは 獲 得 で きて い な い。 一 方 、 シン ボ ル使

用の 領 域 では 、 他 者 が行 っ た 援助 な ど の 手が か り を使 う こ と はあ る 程度

でき て い るが 、 自 ら 何ら か の シン ボ ル を 使っ て 表 出す る こ と は獲 得 でき

てい な い 。 後 に オ ー トレ フ ケ ラト メ ー タ ーで 計 測 する と 、 本 児の 視 力は

0 .1 未 満 で 強 い 乱 視 も あ る こ と が 分 か っ た 。 そ の 影 響 も あ っ て 周 囲 の状

況の 把 握 が困 難 で 、 シン ボ ル など の 獲 得 が妨 げ ら れて い る の だと 考 えら

れる 。また 、社会 的 相 互作 用 や 共同 注 意 の ため に 意 図を 共 有 す るこ と や、

情動 調 整 のた め に パ ート ナ ー の援 助 を 受 け入 れ た り要 求 し た りす る こと

が獲 得 で きて お ら ず 、本 児 か ら自 発 し て 他者 と や りと り す る こと が 弱い

こと が 示 され た 。 ま た、 状 態 を調 整 す る ため に パ ート ナ ー に 援助 を 要求
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した り 、 覚醒 水 準 を 調整 す る ため に 行 動 方略 を 使 った り す る など 、 自ら

の情 動 を 調整 す る こ とも 大 き な課 題 で あ った 。  

他 の イ ン フ ォ ー マ ル ア セ ス メ ン ト の 情 報 か ら は 以 下 の よ う な こ と が

明ら か に なっ た 。 す なわ ち 、 本人 が 学 校 生活 の 中 で困 っ て い ると 思 われ

るこ と と して「 人 が いた ら 自 分の し た い こと が で きな い 」「 何を し て も早

く終 わ り たが り 、 間 が持 た な い」 と い う こと が 挙 げら れ た 。 保護 者 のニ

ーズ と し て「 じっ く り遊 べ る 遊び が な い ので 遊 び が増 え れ ば いい 」「 妹と

の関 係 で 困っ て い る 」な ど が 挙げ ら れ た 。担 任 か らは 「 見 通 しを 持 って

活動 で き る こ と が 大 切」「人 が い ても じ っ くり 遊 び こめ る 大 好 きな 遊 びを

見つ け る 事が 必 要 」 とい う 見 解が 示 さ れ た。  

以上 か ら 、ま だ ま だ 弱い も の の、 本 児 の 持っ て い る強 み は 「 他者 を意

識し 、意図 を 共有 し よう と す る姿 勢 」「 身近 な 場 面で 非 言 語 的だ が 、シ ン

ボル 使 用 が わ ず か な がら で き 始め て い る 」「 パー ト ナ ーの 援 助 を受 け 止め

る事 が で きは じ め て いる 」「 回 り の人 や 物 に自 分 か ら働 き か け よう と する

力が あ り 、 学 ん だ り 、人 と や りと り し た りす る 基 盤の 力 」 な どで あ ると

考え ら れ た。 ま た 、 本児 の ニ ーズ と し て 「シ ン ボ ル使 用 の 力 を伸 ば し周

りの 物 や 人の 意 図 を 正確 に と らえ ら れ る 力を 伸 ば すこ と 」「 情 動を 自 己調

整 する 力 を 高め る こ と 」

など が 挙 げら れ た 。  

2.優 先 目 標の 決 定  

クラ ス 児 童全 員 の ア セス メ ン トか ら 導 き 出さ れ た 、ク ラ ス 全 体に 共通

する 優 先 目標 は Tab le3 -3 の 通 りで あ る 。  

3.目 標 の 活動 場 面 へ の埋 め 込 み  

その 中 で 対象 児 の 目 標と 、 そ の目 標 を 達 成す る た めの 活 動 場 面が 決定

さ れ 、 活 動 計 画 が 立 て ら れ た (Table3 -4 )。  8 つ の 優 先 目 標 が 決 定 さ れ 、

T a b l e 3 - 3  Q 組 の 優 先 目 標  
J A 1 . 4  長 い 相 補 的 な 相 互 作 用 を 行 う  
S U 4  P E C S を 使 用 す る  
S R 2 . 3  覚 醒 水 準 を 調 整 す る た め に パ ー ト ナ ー が

モ デ ル と し て 示 し た 行 動 方 略 を 使 用 す る  
S R 3 . 3  新 し い 状 況 や 変 化 の あ る 状 況 で 覚 醒 水 準

を 調 整 す る た め に 行 動 方 略 を 使 用 す る  
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5 つの 活 動 場面 に 埋 め込 ん で 実践 さ れ る こと と な った 。  
T a b l e 3 - 4  F 児 の 活 動 計 画  

 
F 児の目標 

長 い 相
補 的 相
互作用  

距 離 を
伴 う 点
追随 

PECS
を使用 

モデル後
の動作・
音声模倣 

パートナ
ーの情動
変化に応
答 

パートナ
ーの情動
変化に同
調 

覚醒水準調整のた
めパートナーのモ
デルで行動方略を
使用 

新しい状況
で行動方略
で覚醒水準
調整 活動場面 

トランポリン ○     ○  ○  ○   
朝の会 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   

「ことば」授業 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   
日常生活指導  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
移動場面  ○    ○  ○  ○  ○  

4.グ ル ー プ研 究 会 で 検討 し た 場面  

 グ ル ー プ研 究 会 で 協議 ・ 検 討し た の は 、そ の 活 動場 面 の う ち、 さ らに

絞り 込 ん だ 遊 び の 場 面の 「 ト ラン ポ リ ン 」の 活 動 であ っ た 。  

そ の 際 重 視 し た 「 対 人 間 支 援 」 は 、「 パ ー ト ナ ー は 児 童 に よ く 反 応 す

る 」 の 中 の 「 IS1 .2 児 童 の 行 動 の 情 動 的 な ト ー ン に 反 映 し 、 児 童 の 情動

やペ ー ス に同 調 す る 」「 IS1 .3 児 童が 意 図 した 目 標 に適 切 に 応 じる こ と で、

有能 感 を 高め る た め に児 童 の シグ ナ ル に 応答 す る（ 楽 し い思 いを 大 切 に、

気持 ち に より そ い な がら 、 少 しず つ 近 づ く）」 であ り 、 また 「学 習 支 援」

と し て は 「 パ ー ト ナ ー は 目 標 、 活 動 、 学 習 環 境 を 修 正 す る 」 の な か の

「 LS4 .1 体 制化 や 相 互作 用 を 支援 す る た めに 、 社 会的 な 複 雑 さを 調 整す

る（ 一 定時 間 、プ レ イル ー ム を独 占 し て 、は じ めは 1 対 1 で 取組 を す す

める ）」や「 L S4 .7 活 動に 動 機 づけ と な る 材料 や ト ピッ ク を 取 り入 れ る（大

好き な ト ラン ポ リ ン を取 り 入 れる ）」で あっ た 。  

5.実 践 の 経過  

まず 、 F 児の 入 学 時 の様 子 は 、誰 か に 何 か関 わ ら れた り 、 場 合に よっ

ては 近 づ いて 来 ら れ るだ け で も、「 終 わ りで す 。次 に 行き な さい 」と言 わ

れた と 解 釈し て 動 い てし ま っ てい た。し かし 、「 次 のこ と」と いう の は 自

分に 「 つ もり 」 が あ り、 そ れ と異 な っ た こと を 指 示さ れ た り 、修 正 され

たり す る と泣 い て 怒 って い た 。ト ラ ン ポ リン は 好 きだ と い う 保育 園 から

の申 し 送 りだ っ た が 、全 く 跳 ぶ様 子 が な かっ た 。 それ は 、 1 学期 の 後半
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でも 、大 きな 変 化 は なか っ た が、た と え ば「 か く つく る（ 図 工）」の時間

に課 題 が 早く 終 わ っ たの で 1 人で 屋 根 付 き中 庭 に 行っ た 時 な どに は 、ト

ラン ポ リ ンを 跳 ぶ 姿 が見 ら れ るよ う に な って き た 。し か し 、 誰か 来 ると

すぐ や め てし ま う 状 況で あ っ た。  

9 月 か ら 本格 的 に 取 組を 始 め た。 ま ず 小 学部 全 体 の協 力 を 得 て、 1 日

の中 の 少 しで も F 児 が 1 人 だ け でト ラ ン ポリ ン を 使っ て 遊 べ る時 間 を設

定し た 。比 較 的な じ んで い る 1 人 の 担 任 が F 児 とと も にプ レ イル ー ム に

行っ た 。 する と 、 F 児は ト ラ ンポ リ ン で 遊び 始 め たの で 担 任 はプ レ イル

ーム の 端 でそ れ を 見 守っ た 。 そし て 、 本 児が 嫌 が らな い 程 度 に少 し ずつ

近づ い て いっ て 、 見 守り を 続 けた 。 9 月 第 1 週 の うち に 、そ の担 任 が 近

づい て い って も そ の まま 嫌 が らず に 遊 び 続け る こ とが で き る よう に なっ

た。し かし 、他児 が 近 づく と 遊 びを や め て しま う 状 態は 変 わ ら なか っ た。

9 月半 ば に なる と 、 別の 担 任 とで あ っ て も遊 べ る よう に な っ てき た 。ま

た、 そ の 頃に は 静 か な子 で あ れば 、 他 児 と一 緒 で も遊 び 続 け られ る よう

にな っ て きた 。 し ば らく す る と、 担 任 と 手を つ な いで 一 緒 に トラ ン ポリ

ンで 遊 べ るよ う に な った 。 9 月下 旬 に は 、担 任 に 呼ば れ る と F 児 か ら担

任に 近 づ き一 緒 に 遊 べた 。そし て 9 月 の 終わ り 頃 には 、他 の 児童 が 遊 ん

でい る ト ラン ポ リ ン に自 分 か ら乗 り 込 ん で一 緒 に 遊べ た 。  

10 月 のグ ル ー プ研 究会 で は、「 表 情が やわ ら か くな り 大 人 が何 を 言 っ

てい る の か汲 み 取 ろ うと す る 様子 が 見 ら れは じ め た」「 ク ラ スの 友 達 、教

員、 静 か に楽 し ん で いる 友 達 とは 、 一 緒 に遊 具 （ トラ ン ポ リ ン、 板 ブラ

ンコ ） を 楽し め る よ うに な っ た」 と 報 告 され た 。  

10 月 以降 引 き 続き 取組 が 進 めら れ 、ト ラン ポ リ ンの 場 面 だ けで な く ブ

ラン コ や 回転 い す 、 台車 な ど でも 遊 べ る よう に な り、 ま た 、 自分 か ら担

任を 誘 っ てト ラ ン ポ リン を し たり 、「 手 をつ な い で高 く 跳 ば せて く れ 」と
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要求 し た り す る よ う にな っ た 。本 児 は 、 大柄 な 一 人の 児 童 が 苦手 で あっ

たの だ が 、そ の 児 童 を含 む 数 名の 児 童 が 乗っ て い る大 型 の ブ ラン コ に、

本児 が 割 り込 む よ う にし て 乗 る場 面 も 見 られ た 。  

平行 し て 、 PECS な どを 使 っ て自 分 の 要 求を 正 確 に伝 え る 練 習や 、ス

ケジ ュ ー ルや 絵 カ ー ドを 見 て 情報 を 把 握 する こ と など も 行 わ れた 。また、

それ ま で は絵 本 に 全 く興 味 を 示さ な か っ たの で 本 児に 絵 本 を 読み 聞 かせ

るこ と は あま り な か った の だ が、 簡 単 な スト ー リ ーの 大 型 絵 本を 使 うな

ど、 興 味 を持 ち や す くす る 工 夫を し て 本 児を 絵 本 に誘 う こ と もさ れ てき

た。  

 同 時 に 、保 護 者 に 対 し て も P E C Sや ス ケ ジ ュ ー ル の 使 い 方 な ど に つ い

て 伝 え 、 家 庭 で の 生 活 が 安 定 す る よ う に 支 援 し た 。  

6.児 童 の 変化  

2 月 の グ ルー プ 研 究 会で ま と めら れ た 児 童の 変 化 は以 下 の 通 りで あ る。 

①  苦 手 だ っ た プ レ イ ル ー ム で た く さ ん の 児 童 が 乗 っ て い る 板 ブ ラ

ンコ に 乗 って 長 時 間 遊べ る よ うに な っ た 。  

②   自 分 の 好き な 遊 び やお 菓 子 を絵 カ ー ド で選 択 し て正 確 に「 〇〇 を

くだ さ い 」と 伝 え ら れる よ う にな っ た 。  

③   絵 本 や 自分 の 順 番 カー ド 等、し っ かり 見ら れ る こと が 増 え てき た 。 

④   健 康 カ ー ド を 保 健 室 に 持 っ て い く 当 番 活 動 が で き る よ う に な っ

た。  

⑤   口 を 開 ける 、頭 を 下げ る な どの 簡 単 な 動作 模 倣 がで き た 。教員 が

身体 援 助 して い る 時 、自 分 か ら動 こ う と す る こ と が 見 ら れ 始 め た 。 

⑥   大 き な 集団 で あ る 音楽 の 時 間（ 4 クラ ス合 同 の 授業 時 間 ）も 、良

い表 情 で 活動 で き る よう に な った 。  

⑦   気 持 ち が不 安 定 に なっ て も 、教 員の 援 助に よ り 、短 時間 で 落ち 着
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きを 取 り 戻せ る よ う にな っ た 。  

SAP-O（付 図 3） の 変化 を 見 ると 、 社 会 コミ ュ ニ ケー シ ョ ン の領 域で

は、「注 意 や情 動 の 共 有」、「 社会 的 相 互作 用の た め に意 図 を 共 有」な どに 、

情動 調 整 の領 域 で は 、「 状態 を 調 整す る た めに パ ー トナ ー の 援 助を 要 求す

る」や、「 極 度 の調 整 不全 か ら 自分 自 身 で 回復 す る」な どに 新 たに 獲 得 で

きた も の が多 く 、 課 題と な っ てい た 他 者 との や り とり を 自 発 する こ とや

気持 ち の 調整 を 行 う こと な ど の力 が 伸 び たこ と が 明ら か に な った 。 社会

－情 動 成 長指 標 （ 付 図 4） で は 、特 に 自 己感 や 柔 軟性 と 弾 力 性、 自 立が

伸び た こ とが わ か る 。  

7.ま と め  

今回 の 実 践の 特 徴 を まと め る と以 下 の 通 りで あ る 。 F 児 は 視 力が 大変

悪い こ と も重 な っ て 周り の 状 況が う ま く 把握 で き ず、 不 安 が 強い 児 童で

あっ た 。し か し 、 1  人で 遊 べ る時 間 を 作 った こ と で不 安 感 が 減り 、周 り

の様 子 を 見よ う と し 始め た 。 その と き 視 覚支 援 や 大型 絵 本 な どで そ れを

支援 し 、 他者 と コ ミ ュニ ケ ー ショ ン し て いく こ と の契 機 に な った 。 特に

教員 が 少 しず つ 声 を かけ た り、少 し ずつ 友達 と の 場面 に 招 き 入れ た り と、

様子 を 見 なが ら 、 本 児の 思 い を汲 ん で 取 り組 ん だ こと が 大 切 であ っ たこ

とが 明 ら かに な っ た 。  

第 5 節  R 組の 実 践 事例  

1.対 象 者 のア セ ス メ ント と SAP-O の 結 果  

対象 児 は G 児 。小 学 部 6 年 生 の男 児 で ある 。 7 歳 10 ヶ 月 時 の K 式検

査の ス コ アは 、認 知 －適 応 領域 29 ヶ 月 、言語 － 社 会領 域 18 ヶ月 で あ っ

た。 K 式 検 査の 結 果 から 見 ら れる 特 徴 点 とし て 、 積み 木 な ど のモ デ ルを

模倣 す る こと は 難 し いが 人 の 動作 を 模 倣 する 力 は つき つ つ あ るこ と 、好

きな お 菓 子な ど の 外 発的 な 動 機付 け が 有 効に 働 く こと な ど が 指摘 さ れて
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いた 。  

G 児 の SAP-sum は 付 図 5 の 通 り であ る 。 SAP -O の 結果 か ら見 る と 、

共同 注 意 の 要 素 で は 、自 分 の 要求 を 何 ら かの 形 で 表現 す る こ とは で きて

いる よ う だが 、 注 意 も情 動 も 意図 も 他 者 と共 有 す るこ と が ほ とん ど でき

てい な い こと が わ か る。 シ ン ボル 使 用 の 要素 で も 、非 言 語 的 な手 が かり

や言 語 的 な手 が か り を活 用 し て活 動 す る こと は あ る程 度 で き てい て も、

シン ボ ル を使 っ て 表 出す る こ とが ほ と ん どで き て いな い こ と がわ か る。  

イ ン フ ォ ー マ ル ア セ ス メ ン ト の 情 報 と し て は 以 下 の も の が 挙 げ ら れ

た。 す な わち 、 本 人 が困 っ て いる だ ろ う と思 わ れ るこ と と し て、 要 求の

出し 方 が 弱く て 伝 わ らな い が その 時 は あ きら め て しま っ て い るこ と 、人

に関 わ っ ても ら う こ とは イ ヤ では な い が 一人 で 遊 んで い て も 過ご せ るた

め積 極 的 に他 者 に 関 わり に 行 かな い こ と など が あ った 。 保 護 者の 困 り感

はあ ま り 表明 さ れ ず 、「 強 いて 言 え ば偏 食が あ っ て体 が 小 さ いこ と か な」

とい う こ とで あ っ た 。担 任 の 見立 て と し ては 、 し んど い と か 痛い な どを

うま く 伝 えて 休 憩 し たり 回 避 でき る 力 が つけ ば も っと 生 活 が 楽に な るの

では な い か、 や り た いこ と を 伝え て ど ん どん 遊 べ れば い い 、 など が 挙げ

られ て い た。  

2.優 先 目 標の 決 定   

ク ラス 共 通 の目 標 と し

て 挙 げ ら れ た の は

Table3 -5 の と お りで あっ た 。  

3.目 標 の 活動 場 面 へ の埋 め 込 み  

アセ ス メ ント の 結 果 から 、 対 象児 の 目 標 と、 そ の 目標 を 達 成 する ため

の活 動 場 面が 決 定 さ れ、活動 計 画 が立 て られ た。Table3 -6 に ある よ う に、

5 つの 優 先目 標 が 決 定さ れ 、 4 つ の 活 動 場面 に 埋 め込 ん で 実 践さ れ るこ

T a b l e 3 - 5  R 組 の 優 先 目 標  

J A 1 . 3  短 い 相 補 的 な 相 互 作 用 を 行 う  
J A 2 . 2  人 と 物 と の 間 で 視 線 を 移 動 さ せ る  
S U 1 . 1  自 分 の 動 作 や 音 声 を 繰 り 返 す こ と に よ っ

て タ ー ン テ イ キ ン グ す る  
M R 2 . 4  パ ー ト ナ ー の 情 動 表 出 の 変 化 に 応 答 す る  
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とと な っ た。  

4.グ ル ー プ研 究 会 で 検討 し た 場面  

グル ー プ 研究 会 で 検 討す る 場 面と し て は 、計 画 さ れた 中 か ら 遊び の場

面を 取 り 上げ た 。 こ れは 、 朝 の時 間 帯 や 自由 時 間 に教 員 と 遊 ぶと い う場

面で あ り 、 活 動 内 容 はト ラ ン ポリ ン 、 ゴ ムブ ラ ン コ、 カ ー ド など で 教員

と遊 ぶ と いう こ と を 設定 し た 。  

そ の 中 で 重 視 し た 対 人 間 支 援 は、「 IS1 .2 児 童 の 行 動 の 情 動 的 な トー

ン に 反 映 し 、 児 童 の 情 動 や ペ ー ス に 同 調 す る」「 IS2 .2 児 童 が 非 言 語的

なシ グ ナ ルを 使 い 始 める の を 待ち 、 始 発 を促 す た めに 期 待 し て児 童 を見

る」、学 習 支援 は「 L S1 .2 ター ン テ イキ ング の 機 会を 作 り、児童 が タ ー

ンを 完 成 させ る 間 を 置く こ と によ っ て 活 動を 構 造 化す る 」「 L S2 .1 コミ

ュニ ケ ー ショ ン 力 を 高め る た めに 補 助 的 なコ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン支 援 を児

童が 使 え るよ う に し 、そ し て 使う の を 促 す」 で あ った 。  

5.実 践 の 経過  

9 月 の 当 初、 ス ケ ジ ュー ル に 組み 込 ん で 遊び に 誘 うが そ れ ま での 時間

の使 い 方 とは 大 き く 違う の で「 先 生 と遊 ぼう 」と誘 わ れ ても 気が 乗 ら ず、

中庭 に 入 って も 天 井 をみ た り して ぼ ん や りし て い るこ と が 多 かっ た 。や

や強 引 に 遊び に 誘 う よう に す ると 楽 し め た時 も あ ると い う 程 度で あ っ た。

とこ ろ が、そ れ がし ばら く 続 いて 教 員 に 関わ っ て もら う 機 会 が増 え る と、

教室 で 、 いろ ん な 時 間に ゴ ム ブラ ン コ （ フロ ッ グ スイ ン グ ） の実 物 を持

って き て 「遊 び た い 」と 伝 え に来 る よ う にな っ た 。そ し て 次 第に ダ イナ

ミッ ク に 楽し め る よ うに な っ てき た 。 こ のと き 教 員は 、 本 児 の楽 し い気

T a b l e 3 - 6     G 児 の 活 動 計 画  
G 児の目標 短い相補的

相互作用 
人と物の間
で視線移動 

動作や音声でター
ンテイキング 

パートナーの情
動変化に応答 

離れた人に要
求を伝える 活動場面 

ブランコ、トランポリン、カードぱらぱらを
一緒に楽しむ 

○ ○ ○ ○ ○ 

授業で働きかけると変化する物で遊ぶ ○ ○ ○   
授業で先生を真似て順番交代する ○  ○   
劇ごっこなどで教員に注目する    ○  
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持ち に 同 調し て 声 を 上げ た り 笑顔 を 向 け たり し た 。また 、「 揺 らす よ 」「 が

しっ 。捕ま え た」な ど の声 か け と行 為 を 同 調さ せ る よう に し て 関わ っ た。

する と 、 今度 は 遊 び 場で あ る 屋根 付 き 中 庭の カ ー ドを 持 っ て きて 、 そこ

で遊 び た いと 要 求 し て来 る よ うに な っ た 。ま た 、 手を つ な い でト ラ ンポ

リン を し てい る 時 に 、わ ざ と 跳ば せ る の をや め て 間を あ け 、 再開 を 要求

する よ う に促 し て い くと 、 次 第に 、 間 が 開い た と きに 自 分 か ら手 を のば

して 再 開 を要 求 す る よう に な って き た 。  

3 学 期に な っ て、 他 クラ ス か らの 応 援 で 1 人 教 員 が増 え る と 1 対 1 で

関わ る 時 間が 増 え 、 教員 と の 追い か け っ こや ビ ー 玉遊 び な ど 、遊 び の種

類が 広 が った 。  

6.児 童 の 変化  

体 を 使 っ て 遊 ぶ 時 間 が 増 え 、「 そ の 遊 び を し た い 」、「 ブ ラ ン コ を 押 し

て」 な ど の 要 求 を す るこ と が 増え た 。 そ して 、 相 手に 注 目 し たり 視 線を

あわ せ て くる こ と が 増え 、 楽 しく 笑 い 声 をあ げ る こと が 多 く なっ た 。今

まで と は 違う 遊 び に 興味 を 持 って き た 。  

教員 と 交 代で 行 う 活 動で 相 手 や物 を よ く 見る よ う にな り 、 ゲ ーム が成

立す る よ うに な っ て きた 。 新 しく 取 り 組 む内 容 も モデ ル に よ く注 目 し、

それ を 見 て 実 行 で き るよ う に なっ た 。 中 心指 導 の 教員 か ら 褒 めら れ ると

笑顔 に な り、「 ど う ？え ら い でし ょ ！ 」とサ ブ 指 導の 教 員 を 振り 返 る 姿が

見ら れ た 。  

 3 学 期 のあ る 朝、し んど そ う に登 校 し て きた 時 、そ れ ま でと 違っ て 何

度も 教 員 のと こ ろ に 手を つ な ぎに や っ て 来て 、 一 緒に 来 て ほ しい と いう

気持 ち を 伝え て い た 。  

SAP-O の 結 果 を見 ると 、社 会 コミ ュ ニ ケー シ ョ ンの 領 域 で は 、相 互 作

用や 注 意 や情 動 の 共 有、 動 作 や模 倣 で の 学習 や 意 図を 共 有 す るた め の音
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声の 利 用 、情 動 調 整 の領 域 で はパ ー ト ナ ーの 援 助 を要 求 す る など の 項目

が大 き く 伸び て い る 。付 図 6 に 掲 げた 社会 － 情 動成 長 指 標 では 、「他 者

感」が 大 きく 伸 び、「幸 福 感」、「 自 己 感 」、「 社 会 的成 員 性 と 友人 関 係 」な

どが 伸 び てい る 。  

7.ま と め  

今回 の 実 践の 特 徴 は 以下 の よ うに ま と め られ る 。 本児 が 低 学 年の 時 は、

教員 と と もに 楽 し く 遊ぶ 姿 が あっ た 。 し かし 、 同 じク ラ ス の 他の 児 童よ

り穏 や か に過 ご し て いて 手 が かか ら な い とい う こ とや 、 職 員 体制 の 問題

もあ っ て 、あ ま り 関 わっ て も らえ な い 状 態が 続 い てい た 。 そ の結 果 の高

学年 で の 本児 の 姿 で あっ た 。 この 実 践 事 例の 中 で 、じ っ く り と児 童 に向

き合 い 、 自閉 症 の 児 童は こ う だか ら と 決 めつ け ず 児童 の 様 子 を見 な がら

いろ い ろ と楽 し め る こと を 試 して い く こ とが 大 切 であ る こ と が明 ら かに

され た 。 また 、 粘 り 強く 繰 り 返す こ と 、 最初 は 全 然響 か な く ても 繰 り返

しの 中 で でき る よ う にな っ た り楽 し め る よう に な るこ と 、 発 達と の 関わ

りで し ば らく し て ま た取 り 組 むと う ま く いく と い うこ と も あ るこ と 、そ

して 、楽し い 授 業を 行う こ と がま ず 大 切 であ る と いう こ と が 確認 さ れ た。 

第 6 節  結果  

 3 つ の クラ ス に お ける 実 践 を概 観 し た 。な お 、 付論 と し て S 組 の 実践

事例 を 掲 げた 。 こ れ らの 事 例 は、 形 は 整 って い る とは 言 え な いが 、 内容

的に ほ ぼ SAP の 10 ステ ッ プ に沿 っ た 実 践が 行 わ れた 。 ま ず 多様 な アセ

スメ ン ト が行 わ れ 、 それ に 基 づい て 1 人 1 人 の児 童 の 目 標が 検 討 され、

クラ ス と して の 共 通 の優 先 目 標が 決 定 さ れた 。 そ の上 に 立 っ て対 象 児の

優先 目 標 と活 動 場 面 が決 定 さ れ、 そ れ に 基づ い て 実践 が 行 わ れた 。  

 SAP -O の 結 果を 見る と 、 7 月 時 点 で は、社 会コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン 領域

のシ ン ボ ル使 用 の 要 素は 児 童 によ っ て 課 題は 様 々 であ っ た 。 一方 、 共同  
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注 意の 要 素 では 、

どの 児 童 にも 大

きな 課 題 が見 ら

れた 。そ のた め、

掲げ ら れ た優 先

目標 (Tab le3 -9 )は、 共同 注 意 の要 素 で は 4 ク ラ スと も に 長 いか 短 い かの

違い は あ るに し て も 、「 相補 的 な 相互 作 用を 行 う (JA1 .3 ,  JA 1.4 )」を挙 げ

てい る 。ま た、そ れ 以 外も ほ と んど が 、注 意の 共 有 (JA2 )、情 動 の共 有 (JA3 )

の項 目 か ら選 ん で い る。 一 方 、シ ン ボ ル 使用 の 要 素か ら 選 ば れた 目 標は

様々 で あ った 。 情 動 調整 の 領 域か ら 選 ば れた 目 標 も様 々 で あ った 。  

また 、 そ の目 標 を 達 成す

るた め の 交流 型 支 援

(Table3-10 )で は 、対 人間 支

援の 領 域 で 4 ク ラ ス 中 3 ク

ラス が 「 児童 の 情 動 やペ ー ス に同 調 す る ( IS1 .2 )」を 重 視 し、 低学 年 の 2

クラ ス が 「コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの 有 能 感 を高 め る ため に 、 児 童の シ グナ

ルに 適 切 に応 じ る ( IS1 .3 )」を 、高学 年 の 2 ク ラ スが「 児童 が非 言 語 的な

シグ ナ ル を使 い 始 め るの を 待 ち、 始 発 を 促す た め に期 待 し て 児童 を 見る

( IS2 .2 )」を 重視 し て いる 。学 習 支 援の 領 域で は「 活 動 に動 機 付け と な る

材料 や ト ピッ ク を 取 り入 れ る (LS4 .7 )」を 3 ク ラ スが 重 視 し 、2 ク ラ スが

「児 童 の コミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン と表 出 言 語 を増 や す ため に 補 助 的な コ ミュ

ニケ ー シ ョン 支 援 を 用い る (L S2 .1 )」を 重 視し て い るが 、それ 以外 は 様 々

であ っ た 。  

実践 の 結 果各 児 童 の 変化 を SAP -O の変 化か ら 見 る と Table3 -11 のと お

りで あ る。そ こ には 、1 つ の 傾向 が 見ら れた 。それ は、共 同 注意 の「 JA1  

T a b l e 3 - 9  各 ク ラ ス の 優 先 目 標  

 社 会 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  情 動 調 整  

 共 同 注 意  シ ン ボ

ル 使 用  
相 互 調 整  自 己

調 整  
P 組  J A 1 . 3  J A 2 . 2  J A 3 . 1  S U 2 . 6  M R 2 . 1  M R 2 . 4   
Q 組  J A 1 . 4  S U 4   S R 2 . 3  

S R 3 . 3  
R 組  J A 1 . 3  J A 2 . 2  S U 1  M R 2 . 4   
S 組  J A 1 . 4  J A 3 . 1  J A 5 . 2  S U 4 . 6  M R 3 . 1  S R 3 . 2  

T a b l e 3 - 1 0  各 ク ラ ス が 重 視 し た 交 流 型 支 援  

 対 人 間 支 援  学 習 支 援  
P 組  I S 1 . 2   I S 1 . 3  L S 2 . 1  L S 4 . 2  L S 4 . 7  
Q 組  I S 1 . 2   I S 1 . 3  L S 4 . 1  L S 4 . 7  
R 組  I S 1 . 2   I S 2 . 2  L S 1 . 2  L S 2 . 1  
S 組  I S 2 . 2   I S 5 . 4   I S 7  L S 3 . 2  L S 3 . 6  L S 4 . 7  
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相補 的 な 相互 作

用を 行 う」「 JA3

情 動を 共 有 する 」

「 JA 7 コ ミ ュニ

ケー シ ョ ンが 破 綻 し たこ と を 主張 し 修 復 する 」と 、相 互調 整 の「 MR2 パ

ート ナ ー が与 え る 援 助に 応 答 する 」「 MR 3 状態 を 調 整す る た めに パ ー ト

ナー の 援 助を 要 求 す る」が 共通 し て 伸び てい る と いう こ と で ある 。一方 、

シン ボ ル 使用 と 自 己 調整 の 要 素で 伸 び た とこ ろ は あま り 共 通 して い なか

った 。  

 一 方 、社 会・情 動 成長 指 標 の変 化 を 見 ると (Tab le3 -12 )、幸 福感 、他者

感、 協 調 と行 動 の 適 切さ が 共 通し て 変 化 した と 言 える が 児 童 によ っ て違

いは 大 き い。 教 員 の 実感 と し ては 、 こ の 違い は 児 童の 様 子 や 変化 を よく

反映 し て いる よ う に 受け 止 め られ て い る 。共 通 した 部 分 を取 り上 げ る と、

この 間 の 実践 は 児 童 にと っ て「 幸福 感 」や「他 者 へ の意 識」「 他者 と 協 調

して 適 切 に行 動 す る 力」 を 育 てた の だ と 言え る 。  

グル ー プ 研究 会 で の 検討 は 1 場面 の 1 つ の活 動 に 限ら れ て い たが 、実

際に は 同 じよ う な 姿 勢で 様 々 な場 面 で の 実践 が 行 われ 、 児 童 たち の 育ち

も様 々 な 場面 に 見 ら れた 。そ れ が 、SAP-O の 変 化と し て 現れ たの だ と 考

えら れ る 。  

第 7 節  考察  

SAP を 使っ た こ とで 、全て の ク ラス に お いて 、児 童 たち の 社 会情 動 的

な側 面 に も注 目 す る こと が で きた 。 全 て のク ラ ス で相 補 的 相 互作 用 や注

T a b l e 3 - 1 1  S A P - O の 成 績 で 大 き く 改 善 し た と こ ろ  

（ 各 要 素 の 中 の 改 善 し た 目 標 の 番 号 ）  
児 童 名  共 同 注 意  シ ン ボ ル 使 用  相 互 調 整  自 己 調 整  

E 児  1 , 3 , 5 , 7  2 , 4  1 , 2 , 3 , 4 ,  1  
F 児  3 , 4 , 5 , 7 ,  3  2 , 3 ,  2 , 3 , 4 ,  
G 児  1 , 2 , 3 ,  1 , 2 , 5 ,  2 , 3 ,   
H 児  1 , 3 , 6 , 7 ,  2 , 4 ,  2 , 3 ,  1  

T a b l e 3 - 1 2  社 会 情 動 成 長 指 標 で の 変 化 ・ 2 点 以 上 上 昇 し た も の  

E 児  幸 福 感 ・ 他 者 感 ・ 柔 軟 性 弾 力 性 ・ 行 動 の 適 切 さ ・ 友 人 関 係  
F 児  幸 福 感 ・ 自 己 感 ・ 他 者 感 ・ 柔 軟 性 弾 力 性 ・ 適 切 さ ・ 自 立  
G 児  幸 福 感 ・ 他 者 感 ・ 自 己 感  
H 児  幸 福 感 ・ 他 者 感 ・ 適 切 さ ・ 社 会 的 成 員 性 と 友 人 関 係  
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意・ 情 動 の共 有 に つ いて の 目 標が 重 視 さ れた 。 そ して 、 交 流 型支 援 や教

育実 践 へ のガ イ ド な どを 活 用 する こ と で 、ど の ク ラス に お い ても 、 児童

のペ ー ス への 同 調 や 自発 を 待 つな ど 、 支 援方 法 が 以前 よ り も 児童 の 実態

に即 し て 柔軟 に な り 、実 態 に適 合 さ せる こと が 意 識的 に 行 わ れた 。また 、

SAP-O を 継 続し て 実施 す る こと で 児 童 の成 長 や 変化 が 明 確 に意 識 さ れ、

それ に 合 わせ て 支 援 方法 も 変 更さ れ る よ うに な っ てき た 。 加 えて 、 細か

い児 童 の 変化 を 大 き な発 達 の 流れ の 中 で 位置 づ け て捉 え る こ とが で きは

じめ て き た。 児 童 は 、相 補 的 相互 作 用 、 情動 共 有 、情 動 の 相 互調 整 など

の部 分 で 特に 変 化 し た。 ま た 、幸 福 感 、 他者 感 な どが 伸 び た 。こ れ らの

多く の 部 分 は 人 と の 関わ り に 関す る こ と であ る 。  

教員 は 多 様な 経 験 、 個性 、 得 意分 野 を 持 ち、 そ れ らを 生 か し なが らチ

ーム を 組 んで 教 育 実 践に 当 た って い る 。 特に 特 別 支援 学 校 で はチ ー ムテ

ィー チ ン グが 日 常 的 な実 践 形 態で あ る。SAP を 実施 し 、SCE RTS モ デル

の枠 組 み で実 践 す る 中で 、 教 員間 で 児 童 の発 達 を 促す た め に 焦点 と なる

部分 は ど こか と い う こと の 共 通理 解 が 進 み、 効 果 的に 発 達 を 促す 実 践が

展開 し 得 た。  

すな わ ち 、特 別 支援 学校 に お いて 、 SCERTS モ デル の 枠 組み は、 A SD

のあ る 個 々の 児 童 の 持つ 特 別 なニ ー ズ に 応え る 個 別化 し た 指 導・ 支 援を

行う 上 で も、 チ ー ム によ る 統 一し た 実 践 を行 う 上 でも 、 有 効 に機 能 しう

るも の で ある と い う こと が 示 され た と い える 。  

本章 の 各 実践 事 例 で も明 ら か なよ う に 、 教育 実 践 で大 き な 役 割を 果た

すの は や はり 教 員 で ある 。 次 章に お い て は、 こ の 実践 の 中 で の教 員 の意

識や 実 践 スタ イ ル の 変容 に つ いて 検 討 す る。  
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第 4 章  SCERTS モデルの特別支援学校教師に対する効果  

 

第 1 節  問題 と 目 的   

SCERTS モ デ ル（ Pr izant  e t  a l .長 崎 ほ か 訳  2010 ,  2012）は、ASD（ 自

閉症 ス ペ クト ラ ム 障 害）の ある 子 ど もた ちへ の 包 括的 支 援 モ デル で あ り、

発達 論 を 基盤 に お い て、 子 ど もた ち 自 身 の社 会 コ ミュ ニ ケ ー ショ ン と情

動調 整 の 力 へ の 発 達 支援 と 、支 援 者 や環 境へ の 支 援を 中 心 に おい て い る。

2010 年の 日 本語 版 1 巻出 版 以 来、日 本 にお い て もワ ー ク シ ョッ プ が 開催

され 、 各 地で 実 践 が 始ま っ て はい る が 、 全体 と し て難 解 だ と 思わ れ てお

り、 現 場 への 導 入 が スム ー ズ には 行 わ れ てい な い 。と り わ け 学校 へ の導

入に は 「 日々 の 業 務 が多 忙 で ある こ と 」 など か ら ハー ド ル が 高い こ とが

指摘 さ れ てい る (板 倉ほ か 2012 )。本 章 では 、筆 者を コ ー デ ィネ ー タ ーと

して SCERTS モ デ ルを 適 用 した 実 践 を 行っ た 教 員に 対 す る 質問 紙 調 査

(研 究 4 )と半 構 造 化 面接 (研究 5)の 分 析 から 、実践 の 継 続に よる SCERTS

モデ ル に 対す る 教 員 の意 識 の 変化 に つ い て検 討 す るこ と を 目 的と す る。  

第 2 節  実践 の 概 要   

X 県 Y 特 別支 援 学 校 小学 部 の ASD の あ る子 ど も たち が 在 籍 する 4 ク

ラス （ 16 名 ）で 201X+1 年 4 月 から 201X+2 年 3 月 まで SC ERTS モデ

ルを 適 用 した 実 践 を 行っ た 。具 体 的 には 、SCERTS に つい て の研 修 と ア

セス メ ン ト（ SAP） を行 い 、 子ど も ご と に優 先 目 標を 決 定 し て支 援 計 画

を立 て 、 目標 達 成 に むけ た 実 践を 行 う と いう も の であ っ た 。 その 大 まか

な経 緯 は 付表 3 の 通 りで あ る 。   

第 3 節  (研究 4)  SCERTS モ デル 適 用 によ る 教 員の 意 識 の 変化  

         (1)質 問紙 調 査 によ る検 討   
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1.目 的  

 SCERT S モデ ル を 適用 し た 実践 の 進 行 に伴 う 教 員の 意 識 の 変化 に つい

て、 質 問 紙調 査 に よ る検 討 を 行う 。  

2.方 法  

支援 に 参 加し た 教 員 12 名 に 対 して 質 問紙 調 査 を実 施 し た 。質 問 項 目

は次 の 通 りで あ る 。  

 (1)理 解・実践 の 程 度  SAP -O の 目標 のう ち「 対 人間 支 援 」と「 学 習

支援 」 の 目標 11 項 目小 目 標 58 項目 の それ ぞ れ につ い て の 理解 ･実践 の

程度 を 6 件法 で 質 問 し 、得 点 化 した 。調 査は 9 月と 3 月 に行 い 、前 者 に

おい て は 4 月 時 点 で の理 解 ･実 践 の 程度 につ い て 質問 し た。「理 解・実 践

の程 度 」に 関す る 質 問 は 、1 .そ の 観点 に つい て は 知ら な い (1 点 )、2 .そ の

観点 は 知 って い る が さほ ど 重 要だ と は 思 わな い (2 点 )、3 .そ の 観点 の 重要

さは わ か るが 実 践 に は踏 み 出 せて い な い (3 点 )、4 .そ の観 点 の 重要 さ はわ

かる し 実 践し よ う と して い る がう ま く い って い る とは い え な い (4 点 )、

5 .そ の観 点 の 重要 さ はわ か る し実 践 も あ る程 度 で きて い る (5 点 )、6 .その

観点 は 重 要で あ り 実 践で も ま ずま ず の 成 果を 見 て いる (6 点 )の 6 件 法 で

回答 を 求 めた 。  

 (2)効 果 的な 研 修 に つい て  同時 に 、 SCERTS に関 わ る研 修活 動 を 10

項目 あ げ 、SCERTS モデ ル

を理 解 す る上 で 役 に 立っ た

研修 活 動 につ い て 回 答を 求

めた 。項目 は Table4-1 の通

りで 、 そ れぞ れ 役 に 立っ た

かを 「 は い・ い い え 」で 回

答を 求 め た 。  

T a b l e 4 - 1  効 果 的 な 研 修 だ と 感 じ た も の  

・ 昨 年 度 ま で の 研 修 会  
・ 4 月 の S C E R T S モ デ ル の 概 要 に つ い て の グ ル

ー プ 研 修 会  
・ 5 月 7 月 の S A P - O の 基 準 に つ い て の 研 修 会  
・ S A P - O を 実 施 し て そ の 結 果 に つ い て 話 し 合 っ

た こ と  
・ 実 践 計 画 に つ い て 話 し 合 っ た こ と  
・ S C E R T S の 本  
・ K O C H I N I S H I な ど の プ リ ン ト  
3 月 の 調 査 で は 以 下 を 追 加  
・ 計 画 に 沿 っ て 実 践 し た こ と  
・ 中 間 ま と め や 最 終 ま と め で の グ ル ー プ 研 究 会  
・ 1 2 月 の 「 実 践 へ の ガ イ ド 」 の 研 修 会  
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 (3)自 由 記述  3 月 の調 査 で は自 由 記 述 の欄 も 設 け、 実 践 に つい て の

感想 の 記 入を 求 め た 。  

3.結 果  

 (1)理 解 ・実 践 の 程 度  

回答 に つ いて 得 点 化 し、 各 時 期の 平 均 値 を t 検定 に より 比 較 した 。 そ

の結 果 を Table4-2 に 示 す 。4 月 時点 と 、翌年 3 月 時点 と の 回答 を 比 較す

ると 、「子 ど も によ く反 応 す る」「 子ど もの 自 立 を尊 重 す る 」と い う 項目

にお い て 3 月時 点 の 得点 が 有 意に 高 か っ た。小 項目 に つ いて 見て み る と、

「子 ど も によ く 反 応 する 」 の 中の 小 目 標 「子 ど も の情 動 や ペ ース に 同調

する ( t (17 )=2 .960 ,p<0 .01 )」、「覚 醒 水 準を 調整 す る ため の 子 ど もの 行 動 方

略を 認 識 し支 え る ( t (17 )=2 .283 ,p<0 .05 )」、「 子 ども を 模 倣す る

( t (17 )=2 .590 ,p <0 .05 )」、「 必要 な とき に 相 互作 用 や 活動 か ら の 休憩 を 与 え

る ( t (17 )=3 .303 ,p<0 .01)」、「 休 憩 の後 に 相 互作 用 や 活動 に 再 び 関わ る こと

を促 す ( t=2 .821 ,p <0 .05)」 の 各項 目 で、 それ ぞ れ 3 月 時 点 の 得点 が 有 意

に高 か っ た 。ま た 、「 子ど も の 自立 を 尊 重す る 」の 中の「 自 分の ペ ー スで

問題 解 決 した り 、 活 動を 達 成 する た め の 時間 を 子 ども に 与 え る  

( t (17 )=2 .115 ,p <0 .05 )」、「 適 切な と き に 抗議 や 拒 否、 拒 絶 を 受容 す る

( t (17 )=3 .034 ,p <0 .01 )」、「 発 達 的支 援 を 与 える 」の 中 の「ピ ア との 相 互 交

T a b l e 4 - 2  理 解 ・ 実 践 の 変 化  

 4 月  翌 年 3 月  t  
I S 1  子 ど も に よ く 反 応 す る  4 . 11 (  . 6 5 )  4 . 9 9 (  . 5 6 )  3 . 1 6 2 * *  
I S 2  始 発 を 促 す  4 . 0 8 (  . 8 5 )  4 . 6 0 (  . 7 3 )  1 . 4 2 9   
I S 3  子 ど も の 自 立 を 尊 重 す る  4 . 1 7 (  . 8 0 )  4 . 9 0 (  . 6 1 )  2 . 2 5 4 *  
I S 4  か か わ り の 準 備 を す る  4 . 4 2 (  . 8 2 )  4 . 8 5 (  . 9 9 )  1 . 0 2 9   
I S 5  発 達 的 な 支 援 を 与 え る  4 . 3 3 (  . 6 3 )  4 . 8 5 (  . 6 8 )  1 . 7 1 9   
I S 6  言 語 情 報 を 調 節 す る  4 . 5 6 ( 1 . 2 4 )  4 . 8 7 (  . 7 2 )  . 6 7 8   
I S 7  適 切 な モ デ ル を 示 す  4 . 3 1 (  . 6 3 )  4 . 5 1 (  . 7 8 )  . 6 3 4   
L S 1  能 動 的 な 参 加 を 目 的 と し て 活 動 を 構 造 化 す る  4 . 7 0 (  . 5 5 )  5 . 0 2 (  . 7 0 )  . 9 9 0   
L S 2  発 達 を 促 す た め に 、 補 助 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 支 援 を 用 い る  
4 . 0 0 (  . 8 8 )  4 . 5 0 (  . 8 2 )  1 . 2 5 1   

L S 3  視 覚 的 援 助 や 体 制 化 援 助 を 用 い る  4 . 6 0 (  . 4 5 )  4 . 8 0 (  . 7 6 )  . 6 3 2   
L S 4  目 標 、 活 動 、 学 習 環 境 を 修 正 す る  4 . 3 0 (  . 3 9 )  4 . 6 0 (  . 9 4 )  . 8 5 1   
数 字 は 平 均 点 、（  ） 内 は 標 準 偏 差 で あ る 。  
t 値 は 4 月 と 翌 3 月 の 比 較 を 示 す 。  * *  p < . 0 1   *  p < . 0 5  
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渉を 許 す ( t (17 )=3 .282 ,p <0 .01 )」 の各 項 目に お い ても 、 そ れ ぞれ 3 月 時

点の 得 点 が有 意 に 高 かっ た 。「 子ど も に よく 反 応 する 」の 中 の「 コ ミュ ニ

ケー シ ョ ンの 有 能 感 を高 め る ため に 、子 ども の シ グナ ル に 適 切に 応 じ る」、

「情 動 不 全の 兆 候 を 認識 し 、 支援 を 与 え る」、「 始 発を 促 す 」 の中 の 「子

ども が 活 動を 始 発 し たり 終 結 させ た り す るの を 認 める 」、「 子 ども の 自立

を尊 重 す る」 の 中 の 「必 要 に 応じ て 、 子 ども が 活 動を 変 え て 、休 憩 する

のを 認 め る」、「 学 習 支援 」 の 要素 の 「 能 動的 な 参 加を 目 標 と して 活 動を

構造 化 す る 」の 中 の「 繰 り返 し て学 習 す る機 会 を 与え る 」、「 目標 、活 動 、

学習 環 境 を修 正 す る 」の 中 の 「適 切 に “ 要求 を 高 めた り ” 期 待を 強 めた

りす る 」が 、そ れぞ れ 3 月 時 点の 得 点 が 高い 傾 向 があ っ た 。それ 以 外 の

項目 に つ いて は 、 有 意な も の はな か っ た 。  

特徴 的 な 小項 目 の 得 点の 推 移 につ い て 検 討す る 。「 子 ど もの 情動 や ペ

ース に 同 調す る 」 と いう 小 項 目の 平 均 点 は、 4 月 では 4 .1 点 であ っ た が

翌 3 月 には 5 .2 点 に なっ て い る。 回 答 者 数と 調 査 時期 で 回 答 のク ロ ス 表

を作 る と (Table4-3 )、 4 月 に は 4 点 以 下 と 5 点 と 答え た 回 答 者数 が あ い

半ば し て おり 、 ま だ まだ 実 践 がう ま く い って い な いと い う 教 員が 多 かっ

たの に 対 し 、翌 3 月 では ほ と んど の 教

員が あ る 程度 実 践 を 行い 、 半 数近 く が

まず ま ず の成 果 を 感 じて い る とい う こ

とが わ か る 。  

同じ よ う に「 覚 醒 水 準を 調 整

する た め の子 ど も の 行動 方 略 を

認識 し 支 える（ Tabl e4-4）」で は、

4 月時 点 で は実 践 に 踏み 出 せ てい な い 教 員が い た のに 対 し て 、翌 3 月 で

はそ れ が なく な り 、 ある 程 度 実践 が 進 ん でき て い ると 答 え て いる こ とが  

T a b l e 4 - 4  「 覚 醒 水 準 を 調 整 す る た め の 子
ど も の 行 動 方 略 を 認 識 し 支 え る 」
に 対 す る 回 答 者 数 の 変 化 （ 人 ）  

回 答  3  4  5  6  
4 月  3  5  1  0  

翌 3 月  0  6  3  1  

T a b l e 4 - 3   「 子 ど も の 情 動 や ペ ー

ス に 同 調 す る 」 に 対 す

る 回 答 者 数 の 変 化（ 人 ） 

回 答  2  3  4  5  6  
4 月  1  1  3  4  0  

翌 3 月  0  0  1  5  4  
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わか る 。この よ うに 、研 修 と 実践 の 進展 の中 で 、 SCERTS モ デル の 交 流

型支 援 の いく つ か の 項目 に つ いて 、 教 員 の理 解 や 実践 が 変 化 して い った

とい う こ とが 明 ら か にな っ た 。  

また 、 1 年 間で あ ま り変

化し て い ない 「 学 習 支援 」

の領 域 に つい て 見 て みる と 、

ほと ん ど の小 項 目 で 多く の 教 員が す で に 実践 に 足 を踏 み 出 し てい た とい

うこ と が でき る (た とえ ば Tabl e4 -5 )。 ただ し 、 学習 支 援 の 要素 の 中 でも

「発 達 を 促す た め に 、補 助 的 なコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン支 援 を 使 う」 い う項

目は 4 点 であ り 、小 項目 を 見 ると た と え ば「 情 動の 表 出や 理 解を 高 め る

ため に 補 助的 コ ミ ュ ニケ ー シ ョン を 用 い る (Table4 -6 )」 のよ うに 、 ４ 月

当初 理 解 も 実 践 も 十 分で き て おら ず 、翌 3 月で も 実 践に 踏 み 出せ て い な

いと 答 え る 教 員 が あ る項 目 も あっ た 。 こ れま で の コミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン指

導が 、 主 とし て 要 求 表

現に と ど まっ て い た こ

とが 原 因 であ る と 考 え

られ る 。  

 (2)効 果 的な 研 修 に つい て  教員 が SCERTS モ デル を 理 解す る上 で

役に 立 っ た研 修 は

何か と い う質 問 を

行っ た 。 その 結 果

を Table4 -7 に 示

す。 こ れ は 、 役 に

たっ た と 回答 し た

人の 割 合 であ る 。  

T a b l e 4 - 6  「 情 動 の 表 出 と 理 解 と を 高 め る た め に 、補

助 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 を 用 い る 」に

対 す る 回 答 者 数 の 変 化 （ 人 ）  

回 答  2  3  4  5  
4 月  2  1  4  2  

翌 3 月  0  2  4  3  

T a b l e 4 - 5   「 活 動 に 予 測 で き る 流 れ を 与 え る 」

に 対 す る 回 答 者 数 の 変 化 （ 人 ）  

回 答  4  5  6  
4 月  0  8  1  

翌 3 月  1  7  2  

T a b l e 4 - 7  S C E R T S モ デ ル を 理 解 す る 上 で 役 に 立 っ た 研 修 (% )  

研 修 名  9 月  翌 3

月  

昨 年 の 自 主 研 修 会  9 . 1  1 6 . 7  
4 月 の グ ル ー プ 研 修 会 ( S C E R T S の 概 要 )  3 6 . 4  5 8 . 3  
5 月 7 月 の S A P 基 準 の 研 修 会  5 4 . 5  9 1 . 7  
7 月 の グ ル ー プ 研 （ S A P 結 果 の 検 討 ）  1 0 0 . 0  9 1 . 7  
8 月 の グ ル ー プ 研 (実 践 研 究 計 画 の 討 議 )  4 5 . 5  8 3 . 3  
S C E R T S の 本  9 . 1  1 6 . 7  
K O C H I N I S H I な ど の プ リ ン ト  2 7 . 3  7 5 . 0  
計 画 に 沿 っ て 実 践 し た こ と  －  9 1 . 7  
中 間 と ま と め の グ ル ー プ 研  －  1 0 0 . 0  
1 2 月 の 「 実 践 へ の ガ イ ド 」 の 研 修 会  －  7 5 . 0  
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9 月の 回 答 では 、 研 修会 の よ うな 座 学 や 自分 で 本 を読 ん で 学 習す る と

いう こ と より も 、実 際に SAP を 実 施し それ ら に 基づ い て 話 し合 っ た こと

がよ り 効 果の あ る 研 修で あ っ たと 回 答 さ れて い る 。と こ ろ が 、一 連 の実

践を 終 えた 3 月 の 調 査で は 、「 SAP 基 準 の学 習 会」「 実践 研 究に つ い て話

し合 っ た こと 」「 KOCHINISHI など の プ リン ト 類」が 役 に立 った と い う

回答 が 増 えて い る 。 実践 す る 中で 研 修 の 意味 の 捉 え直 し が 起 こっ た のだ

と考 え ら れる 。その 後 SCERTS モデ ル のマ ニ ュ アル を 自 ら 読み 出 す 教員

も現 れ て きた 。  

(3)自 由記 述  3 月 調査 で の 自由 記 述 に おけ る 特 徴的 記 述 は 以下 の と

おり で あ った 。  

「自 閉 症 があ る こ と で人 か ら 情報 を と る こと が 苦 手な の で 、 スケ ジュ

ール や 視 覚支 援 、 構 造化 に よ る支 援 が 大 切だ と い うこ と は わ かっ て いた

がそ こ で 止ま っ て い た。 人 か ら情 報 を と るた め に 情動 共 有 や 共同 注 意の

取り 組 み を意 識 的 に 入れ て い くこ と で 苦 手な 部 分 も変 わ っ て いく こ とが

わか り 、 関わ り 方 の 認識 が 変 わっ て き た よう に 思 う」  

「自 閉 症 の子 ど も に はこ の よ うに 接 し な けれ ば な らな い と い う固 定

観念 が あ った の で す が、 そ う では な い こ とも あ る とい う 理 解 にな り まし

た」  

「ク ラ ス の児 童 が 現 在ど の く らい の 力 を 持っ て い るの か 、 思 って いる

以上 の 力 を持 っ て い るこ と が わか っ た 。 直感 で は なく 、 き ち んと 分 析し

なけ れ ば なら な い と 思う よ う にな っ た 」  

「子 ど も の心 の 動 き を細 や か な情 報 か ら 読み 取 っ て、 子 ど も の心 を安

定さ せ つ つ指 導 に 当 たろ う と した 。 結 果 、友 達 や 先生 の こ と を見 る 子ど

もが 増 え たよ う な 気 がす る 」  

以上 か ら 、回 答 し た 教員 は 、 自閉 症 児 と の関 わ り 方に つ い て の自 身の
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認識 が 変 わっ た り 、 子ど も 自 身が 他 者 と 関わ る 力 をつ け て い るこ と に気

づい て お り 、 子 ど も を捉 え る とき に 、 思 い込 み や 直感 だ け で はな く 分析

的に 捉 え なけ れ ば な らな い と いう 認 識 を 深め た こ とが 窺 わ れ る。  

4.考 察  

実践 の 進 行に 伴 っ て 、 特 に 「 対人 間 支 援 」の 部 分 で理 解 が 深 まっ たと

か、 実 際 に実 践 し て みて 手 応 えを 感 じ た とい う 回 答が 増 え て いっ た 。一

方、 主 に 「学 習 支 援 」の 部 分 では 、「構 造化 」 や 「視 覚 支 援 」「 発 達段 階

に見 合 っ た課 題 の 設 定や 修 正 」な ど は 以 前か ら 意 識さ れ て い たこ と もあ

って 、 回 答と し て は 大き な 変 化は な か っ た。  

コミ ュ ニ ケー シ ョ ン に関 す る 部分 で は、それ ま で から PECS など の 代

替コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンを 使 っ ては い た が 、「要 求」が 中 心で 、情動 表 出や

情動 調 整 にま で 使 い 切れ て い なか っ た こ とが 回 答 に現 れ て い る。  

また 、 実 践の 進 行 に つれ て 「 効果 的 な 研 修」 に つ いて の 意 識 が変 化し

てい る 。 特に 「 4 月 のグ ル ー プ研 修 会」「 SAP の基 準 に つい ての 研 修 会」

「実 践 計 画に つ い て 話し 合 っ たこ と 」の 回答 が 9 月の 時 の 調 査と 3 月の

調査 で 変 化し て い る こと が 注 目さ れ る 。 研修 し た 当座 は あ ま り役 に 立つ

と思 っ て いな か っ た とし て も、実 際 に実 践し て み て改 め て 振 り返 る と「 や

はり 、 あ のと き の 研 修は 役 に 立っ て い た のだ 」 と 感じ た 教 員 が少 な から

ずい た の であ る 。「 理論 的 な 話」は、第 一印 象 は 難し い が と りあ え ず それ

に沿 っ て やっ て み る こと で そ の意 味 が 分 かり 、 理 解が 深 ま っ てい っ たの

だと 考 え られ る 。  

第 4 節  (研究 5)  SCERTS モ デル 適 用 によ る 教 員の 意 識 の 変化  

         (2)半 構造 化 面 接に よる 検 討   

1.目 的  

 SCERTS モ デル を 適用 し た 実践 を 行 っ た後 、各 教 員 自ら の 意識 の 変 化
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につ い て 半構 造 化 面 接に よ っ て検 討 す る 。  

2.方 法  

研究 1 に おけ る 質 問 紙調 査 の 結果 を 踏 ま え 、SCERTS モ デ ル を適 用し

たと き の 教員 の 意 識 の変 化 を より 具 体 的 に調 査 す るた め 、 半 構造 化 面接

を行 っ た 。対 象 者 は この 実 践 を行 っ た 201X+1 年 度 とそ の 翌 年度 に 連 続

して そ の グル ー プ を 担当 し た 6 名 の 教 員 であ る 。  

面接 は 、201X+2 年 7 月 31 日 と 8 月 1 日の 2 日 にわ た っ て 、Y 特 別支

援学 校 内 で 、 1 人 に つき お よそ 30 分 間 で行 っ た 。約 1 週 間 前に 付 表 4

にあ げ た 質問 事 項 を 提示 し 、 面接 時 に は 自由 に 話 して も ら っ た。 な お、

面接 に 先 立っ て 、 研 究の 目 的 を説 明 し て 結果 を 研 究に 利 用 さ せて い ただ

くこ と の 了解 を 取 り 、同 時 に 、中 断 し た くな っ た とき に は い つで も 中断

がで き る こと を 伝 え た。 面 接 の内 容 は す べて Ｉ Ｃ レコ ー ダ ー で録 音 し、

すべ て の 発話 プ ロ ト コル を 書 き起 こ し た 後、 類 似 する 内 容 を カテ ゴ リに

分類 し た 。  

3.結 果  

発言 は 、 大き く 、 (1 )SCERTS モ デ ルの こと 、 (2 )自身 の 子 ども の 見 方

や実 践 ス タイ ル の 変 化な ど の こと 、(3 )子 ども の 育 ちに 関 わ る こと に 分類

され た 。  

(1)SCERTS モ デ ルの こと  全 員が 異 口 同 音に 発 言 した こ と は 、SCERTS

モデ ル を 適用 す る 際 の用 語 の 難し さ に つ いて で あ った 。 教 員 は教 員 免許

を取 得 す る際 に 一 応 「教 育 心 理学 」 は 履 修し て い る。 し か し 、す べ ての

教員 が そ の後 心 理 学 や発 達 心 理学 に つ い て研 鑽 を 積ん で い る わけ で はな

いこ と か ら 、 こ の 意 見は も っ とも な も の であ る と 言う こ と が でき る 。そ

のた め 、こ れ をダ イ レク ト に 適用 し た 実 践は「 正直 大 変だ っ た」「 素 人 な

ので 心 理 的負 担 が 大 きか っ た」「 難 し く 邪魔 く さ かっ た 」な どと 発 言 され
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てい た 。  

また 、 用 語の 説 明 が あっ た と して も 、 そ の言 葉 が 意味 す る も のが 「実

際に は 何 なの か わ か りに く い」「 正 し く とれ て い るの か が わ から な い 」な

どの 発 言 にな っ た 。 その 際 、 筆者 が 行 っ た解 説 や 用語 の リ ラ イト 、 ある

いは 学 習 会な ど が 、 やは り 支 えに な っ た とい う 発 言も あ っ た 。  

その 一 方 、取 り 組 ん でい く な かで 「 や り 始め る と おも し ろ い 」「 自 分

の振 り 返 りに も な っ た」「 今の A SD の子 ども へ の 取組 は こ う なっ て い る

んだ と 思 って 取 り 組 んだ 」など の 発 言も 聞か れ 、SCERTS モ デル を 適 用

した 実 践 に取 り 組 む こと が 全 く拒 否 的 な もの で は なか っ た こ とが 窺 われ

た。  

SAP に つい て は 、3 名が「別 に SAP を とら な く ても 、今 ま でか ら 感 覚

的に 捉 え てい た こ と と同 じ だ った 」と 話 して い た 。そし て 2 名が 、「 SAP

をと っ た 結果 自 分 た ちの 実 践 が変 化 し た とい う こ とは な い 」 と述 べ てい

る。 一 方 4 人 が 「 こ れま で 漠 然と 捉 え て いた こ と が明 確 に 整 理さ れ た」

「正 確 な アセ ス メ ン トが 欲 し かっ た の で とて も 役 に立 っ た」「 以前 と 比べ

て目 の 付 け所 が 変 わ った 」と述 べ てい る 。「項 目 が 細か い の がい い 。す ご

くわ か り やす く て 、 どこ が 弱 いと い う こ とが は っ きり 出 て く る」「 SAP

を取 っ て 行動 し て 、その 子 の 変化 が 見 え るの が い い 。SAP を 取っ て いる

段階 で 課 題が 見 え て くる 」 と いう 発 言 も あり 、 ア セス メ ン ト とし て 効果

的に 働 い たと 認 識 し てい る こ とが 窺 わ れ た 。また 、「 こう い う 風に 突 きつ

けら れ な いと 明 確 に 意識 さ れ にく い 」「 こ れま で あ まり 見 ら れ てい な いと

ころ に も 意識 が 向 く よう に な った 」 と い う発 言 も あり 、 見 落 とし が ちな

とこ ろ も SAP を実 施す る こ とで 克 服 で きる の で はな い か と いう 認 識 が

窺わ れ た 。以上 の こ とか ら 、SAP の 観 点 は自 分 た ちが こ れ ま で取 り 組ん

でい た こ とと さ ほ ど 違い は し ない が 、 よ り詳 細 ・ 包括 的 で 有 効な ア セス
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メン ト ツ ール で あ る とい う 認 識が 示 さ れ た。  

また 、「 SAP をと っ ても あ ま り変 わ ら な かっ た 」 と発 言 し た 教員 も 含

めて「 誰 が 見 ても わ かる 数 値 で表 さ れ る こと は 大 切な こ と」「 子 ども の 見

方が 違 っ て意 見 が 合 わな い と きな ど 、 SAP が物 差し と し て の役 に 立 つ」

「 1 つ 1 つ の基 準 に つい て み んな が 話 し 合う こ と が大 切 」「 子ど も 1 人 1

人を み ん なが 同 じ 視 点で 見 て いけ る 」「 他 の専 門 家 と連 携 す る とき に も役

に立 つ 」な どの 発 言 があ っ た 。すな わ ち 、 SAP が チー ム で実 践す る 教 員

同士 の 共 通言 語 と し て有 効 で あり 、 加 え て、 他 職 種も 含 め た その 子 ども

に関 わ る 多く の 支 援 者の 共 通 言語 に な り 得る も の だと い う こ とが 実 感さ

れて い る こと が 窺 わ れた 。  

とは い う もの の 、 よ り多 く の 実践 を 進 め てい く た めに は 「 も う少 しわ

かり や す い文 章 で 書 いて 欲 し い」「 解 説 書が 欲 し い」「“た と えば ”と書 い

てあ る と ころ は ま だ イメ ー ジ が持 て た 。 例示 や 実 例を た く さ ん載 せ て欲

しい 」「 全部 で き な くて も と りあ え ず こ れだ け は 、と いう 簡 易版 や 入 門編

があ れ ば とっ つ き や すい か も 」な ど と 発 言さ れ て おり 、 実 践 が広 が るに

はさ ら な る工 夫 が 必 要だ と い う認 識 で あ るこ と が 窺わ れ た 。  

また 、 SAP を 実 施す る メ ン バ ーに つ い て も「担 任 では な く 、もっ と 広

い立 場 の 人が と っ た 方が い い ので は 」「 自 分が 関 わ って い る 子 ども の こと

を第 三 者 に 客 観 的 に 評価 し て 欲し い 」と いう 発 言 の一 方 、「 自分 で と った

から 深 く 子ど も を 理 解で き た とい う 面 も ある 」 と いう 発 言 も あっ た 。担

任を 含 ん だ立 場 の 違 う複 数 の メン バ ー が チー ム を 作っ て ア セ スメ ン トす

るこ と が 最も 妥 当 な ので は な いか と 認 識 され て い ると 考 え ら れる 。  

(2)自 身の 子 ど もの 見方 や 実 践ス タ イ ル の変 化 な どの こ と  2 名の 教

員が 、「 SCERTS モ デル を 適 用し た か ら とい っ て 、変 わ っ た とい う こ と

はな い 」「 子 ど もが 楽に 暮 ら せる に は ど うす れ ば いい か を 考 えて 来 た し、
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今回 も そ う考 え た 」など と 答 えて い る 。一方 、別の 3 名 の 教 員は 、「 ASD

のあ る 子 ども の 見 方 が変 わ っ た」「 ASD のあ る 子 ども は 情 緒 的な 関 わ り

が苦 手 だ から 、 そ れ には 触 れ ない で 、 淡 々と 、 あ んま り 関 わ らず 、 でき

るこ と で 取り 組 め ば いい と 思 って い た （ が変 わ っ た）」「 そ こ が育 つ のだ

とは 思 わ なか っ た 。 小さ い と きに 人 へ の 興味 を 育 てら れ た ら 予後 が 良い

とい う こ とを 知 っ た 。そ れ っ て未 来 が 明 るい こ と じゃ な い で すか 」 など

の発 言 が 見ら れ た 。これ ら は 、教 員 に よ って SCERTS モ デ ルの 導 入 効果

が異 な っ て捉 え ら れ てい る こ とを 示 し て いる 。  

関連 し て 、「 情 動 」や「情 緒 的 な取 組 」をど う 捉 える の か に つい て も、

様々 な 発 言が あ っ た 。ASD に つ いて の 見 方が 変 わ った と い う 教員 を 中心

に「 す ごく 大 きい の はそ こ（情 動 に関 わ るこ と ）。気持 ち を 受け 止 め てあ

げな が ら 、そ の 後 の こと を 考 えて い く こ とが 大 切 。子 ど も が 楽し め るよ

うな 環 境 をま ず 作 ろ う 。そし て 意 図的 に 取り 組 む とい う 意 識 」「 や れ たら

嬉し い し 、そ こに 持 って い く よう に 様 子 を見 な が ら関 わ っ て いく 。『 しよ

う 』と思 う 気 持ち を 損な わ な いよ う に 準 備を す る」「 子 ど も のや っ て いる

こと を 一 旦認 め 、 そ こか ら ど う伸 ば そ う とす る か とい う 観 点 」な ど と発

言さ れ て いる 。ま た 、「 PECS の コ ミ ュニ ケー シ ョ ンカ ー ド を 渡す と き も

目を 見 て とか 、 そ れ が大 事 と いう こ と も 思わ な か った か も し れな い 。荷

物運 び で 相手 に 合 わ せて 高 さ をそ ろ え る とい う の を見 る 観 点 、今 ま では

この レ ベ ルの 子 に 対 して は な かっ た 」「 情 動調 整 と いう 観 点。大き か っ た。

『い や や った ね ぇ 、 よし よ し 』と す る 。 自分 で ク ール ダ ウ ン する に して

も、 そ の こと が 基 盤 にあ る の とな い の と では 違 う 」等 の 発 言 もあ っ た。

「見 方 が 変わ っ た 」 とい う 教 員を 中 心 に 、情 動 や 情緒 的 な 取 組の 重 要性

を SCERTS モデ ル の導 入 の 中で 意 識 し たの だ と 考え ら れ る 。  

SCERTS モデ ル に よ って 子 ど もの 見 方 が 変わ っ た 教員 と 変 わ らな かっ
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た教 員 の 2 つ の グ ル ープ に 分 かれ た が 、変化 し な かっ た と い う教 員 は実

践研 究 以 前か ら 中 心 的な 課 題 が「 情 動 調 整」 で あ った 児 童 の 指導 に 当た

って お り 、そ の 観 点 をす で に 持っ て 実 践 して い た 。一 方 、 別 のク ラ スの

児童 は 共 同注 意 や 情 動の 共 有 など の 力 を 獲得 す る こと が 課 題 の児 童 たち

であ っ た 。SCERTS モデ ル を 適用 し た 実 践に 取 り 組ん で 大 き く変 化 した

とい う 背 景に は 、 取 り組 ん で いた 児 童 の 課題 の 違 いが あ っ た のだ と 考え

られ る 。  

いず れ し ても 、 そ れ 以前 か ら 取り 組 ん で いた 、 認 知的 に 正 確 に世 界を

把握 さ せ 児童 自 ら が 適切 な 行 動を と れ る よう に す ると い う こ とと と も に、

児童 の 周 りに い る 他 者と の 関 係や 自 分 自 身の 情 動 の調 整 が 大 切な 要 素で

あり 、 そ れに 対 し て 支援 ・ 指 導す る こ と が大 切 で ある と い う こと が 、多

くの 教 員 に理 解 さ れ てい っ た こと が 考 え られ る 。  

そし て 、 実践 が 前 進 する 契 機 とし て 何 人 もの 教 員 が「 た ぶ ん 信頼 関係

が一 番 や と」「 そ れ も 、ま ず 信頼 関 係 から かな 」など と 発 言し てい た の が、

人の 発 達 が人 と 人 と の関 係 で 成し 遂 げ ら れる と い う認 識 を 示 して お り、

印象 的 で あ っ た 。  

(3)子 ども の 育 ちに 関わ る こ と  子 ど も の育 ち に 関わ る こ と につ い て

は、 各 ク ラス の 児 童 につ い て の発 言 で あ るた め 、 クラ ス ご と に特 徴 的な

発言 が さ れた 。  

ある ク ラ スの 児 童 に つい て は、「 カ ード を渡 す と き目 線 が 合 わな い か

ら、 こ っ ちが し ゃ が んで 目 線 をあ わ す よ うに し た ら向 こ う か らの ぞ き込

んで き た」「 最 適経 験。『 から だ 』 の授 業の と き 『デ キ タ ー 』と 言 っ て笑

った こ と が一 番 印 象 に残 っ て いる 」「 2 学 期ぐ ら い から お 友 達 を見 る よう

にな っ て お友 達 の ま ねも す る よう に な っ て、 も の すご く び っ くり し た」

「見 る っ て大 事。そ れで E ち ゃ ん は変 化 しま し た ね」など 、他者 を 意 識
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する こ と が少 な く 興 味の 幅 も 感情 の 表 出 も少 な か った 児 童 が 、教 員 の働

きか け の 変化 に よ っ て外 界 や 他者 と 関 係 を結 ぶ よ うに な っ た 様子 が 語ら

れた 。  

他の 児 童 につ い て 、「確 か に 変化 は 見 ら れた 。 ば ぁっ と 怒 っ てい た の

がう ま く 調整 で き る よう に な った 。 取 組 の成 果 な のか は 微 妙 な気 が する

が」「 薬 を飲 ん だ こ とも 良 か った し 、そ して 落 ち 着い た と き にち ょ っ とず

つ指 導 を 入れ た こ と もよ か っ た」「ち ょ っ とず つ 良 くな っ た よ うに 思 って

いた け ど 、今 年 の こ とを 考 え たら （ ま た 前年 の よ うな 困 難 さ が出 て いる

ので ） ど うや っ た ん かな と 思 う」 な ど 、 気持 ち の 調整 が 難 し かっ た 児童

が取 組 に よっ て 確 か に前 進 し たの だ が 、 依然 と し てた く さ ん の課 題 が残

って い る 様子 が 語 ら れた 。  

また 、 他 の児 童 で は 「最 初 か らゲ ー ム は 難し い 。 やっ ぱ り 他 の場 面で

取り 組 ん で 育 て て あ げな い と 、そ れ な り にや っ て いる よ う に 見え て も楽

しめ な い」「去 年 す ごく 伸 び たん で す よ 。そ う する と、表 情 が豊 か に なっ

てき た な ぁと 思 う」「 カー ド を 使わ な か っ たと し て も何 か を 伝 えよ う とす

る姿 勢 が いろ い ろ と 出て き た よう に 思 う 」な ど 、 取り 組 む 中 で自 分 から

他者 と 関 わっ て い く 様子 や そ のた め の 慎 重な 手 立 てに つ い て 語ら れ た。  

もう 一 人 の児 童 に つ いて は 「 大人 と の 関 係を 築 く のが 重 点 だ った 人が

友達 と の 関係 を 広 げ られ る よ うに な っ た 」「 自分 の 思 いが 通 ら なけ れ ば暴

力に 出 て いた 。（ 信 頼関 係 が でき た の で ）だ めな も の はだ め とい う 対 応も

でき る よ うに な り 、（自 分 で）「 イ ヤ」 と言 っ て 自分 の コ ー ナー に 避 難す

るこ と で 納め ら れ る よう に も なっ た 」「 すり 寄 っ ても 大 丈 夫 だと 思 い 、甘

える と い うこ と が で きる よ う にな っ た」「 叩 くと か 蹴 ると か では な く 、し

くし く 泣 くな ど の 表 出の 仕 方 にな っ た 」 など 、 人 との 関 係 が 豊か に なる

中で 自 身 の感 情 が 次 第に 上 手 く調 整 で き るよ う に なっ た こ と が語 ら れ た。 
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これ ら の 発言 か ら 、SCERTS モ デ ルの 枠 組み で の 実践 が 様 々 な子 ど も

の様 々 な 実態 に 合 わ せて 行 わ れた と き に 子ど も た ちの 成 長 が あり 、 それ

が教 員 に よっ て 実 感 され て い ると い う こ とが 窺 わ れた 。  

4.考 察  

SCERTS モ デ ルに つ いて は 「 (1 )SCERT S モ デ ルの こ と 」で 語ら れ た

よう に 、 教員 に と っ て第 一 印 象は 難 し い が実 践 の 中で そ の 意 義や 有 効性

が認 識 さ れた こ と が 示さ れ た 。と り わ け 、様 々 な 立場 や 分 野 の実 践 者の

共通 言 語 とし て の 役 割が 大 き いこ と が 強 調さ れ た 。一 方 で 、 より 普 及し

てい く た めに は 、 も っと わ か りや す い 研 修資 料 や 、取 り 組 む チー ム 作り

が重 要 で ある こ と が 示唆 さ れ た。  

Y 特別 支 援 学校 に お いて は 以 前よ り 「 構 造化 」 や 「視 覚 支 援 」の 実 践

が行 わ れ てい た た め 、「 (2 )自身 の 子 ども の見 方 や 実践 ス タ イ ルの 変 化 な

どの こ と 」 で 語 ら れ たよ う に 「情 動 共 有 」や 「 情 動調 整 」 の 側面 に 関心

が向 け ら れ た 。 そ の こと に つ いて す で に 取り 組 ん でい た 教 員 にと っ ては

SCERTS モ デル を 適 用し た こ とで の 大 き な変 化 な どは 意 識 さ れな か っ た。

他方 、 そ の面 に つ い てあ ま り 取り 組 ん で いな か っ た教 員 に と って は 、大

変大 き な 変化 、A SD の子 ど も の捉 え か た の変 化 、取 り組 み 方 の変 化 と し

て意 識 さ れた 。  

しか し 、「 (3 )子 ども の育 ち に 関わ る こ と 」で 語 ら れた よ う に 、ど の 教

員か ら も 「子 ど も の 変化 ・ 成 長」 に つ い て前 向 き の発 言 が 続 いた 。 その

とき 、「 子 ども の 意 欲を 育 て るこ と 」「 最適 経 験 を保 障 す る こと 」「 情 動の

共有 が 信 頼と 実 践 の 基盤 に な るこ と 」 な どの 重 要 性が 語 ら れ 、人 と の関

わり の 育 ちが 、 自 ら を成 長 発 達さ せ る 大 きな 原 動 力に な り 得 るこ と が示

唆さ れ た 。 但 し 、 そ の結 果 が 「取 組 の 成 果と い え るか は 微 妙 」と い う意

見も あ っ た。 ま た 、 次年 度 に 成長 が つ な がっ て い ない 点 を ど う考 え るか



65 
 

とい う 問 題提 起 も あ った 。  

第 5 節  研究 4・ 5 のま と め  

Y 特別 支 援 学校 に お いて は 、 SCERTS モ デル が 期 待を し て い る実 践 内

容の う ち 多く の 部 分 がそ れ 以 前か ら 取 り 組ま れ て いた 内 容 で あっ た 。し

かし 、SCERTS の 枠 組み に 沿 って 整 理 し 直し 、SAP の 結果 を 踏ま え て 児

童の 強 み やニ ー ズ に 合わ せ た 実践 と し て 展開 し た とき 、 と り わけ 今 回に

つい て は 「対 人 間 支 援」 の 部 分を 意 識 的 に強 化 し た結 果 、 児 童の 社 会コ

ミュ ニ ケ ーシ ョ ン の 力や 情 動 調整 の 力 が 伸び 、 そ の結 果 、 児 童が 他 者と

共に 「 自 ら学 び 発 達 する 力 」 を伸 ば し て いっ た 。  

その 中 で 、教 員 の 児 童に 対 す る見 方 が 豊 かで 柔 軟 にな り 、 よ り一 人一

人の 児 童 を見 つ め 、 フィ ッ ト した 実 践 を 展開 で き るよ う に 変 化し た 。そ

して 、 実 践と 理 論 を 結び つ け よう と し だ し始 め た 。 3 年 目 に なっ て 、

SC E R T S の 本 を 自 ら 開 き 、 読 み 始 め て い る 教 員 が 現 れ て き た の で あ る 。

SCERTS モ デ ルは 難 解そ う に 見え る が 、学校 教 育 の中 で こ れ まで 取 り 組

まれ て き た 実 践 と 相 性の よ い モデ ル で あ り、 発 達 心理 学 の 知 見を 活 用し

なが ら 実 践す る な か で、 教 員 の理 論 的 な 理解 も 深 まっ て い く とい う こと

が明 ら か にな っ た 。   
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第 5 章  (研究 6)支援の前後における社会的認知の発達の変化  

 

1.目 的   

 本 実 践 研究 の 最 初 の調 査 か らひ と ま と まり の 支 援を 終 え る まで に 1 年

9 ヶ月 が 経 過し た 。 1 人 1 人 の 児童 を 見 ると 、 児 童に よ っ て 程度 は 様 々

では あ る が、 以 前 と は違 う 姿 を見 せ て い た。 教 員 の見 本 に 注 目す る 児童

が増 え 、 友達 と 遊 ぶ 児童 が 増 えた 。 1 人 1 人の 変 容 は明 ら か のよ う に 見

える が 、そ れは 1 人 1 人 の 児童 の 特 異 性に 過 ぎ ない の だ ろ うか 。本 章で

は 、こ の 1 年 9 ヶ 月 の間 で 、児 童た ち に 共通 す る 社会 的 認 知 の力 は どの

よう に 変 化し た の か を検 討 す るこ と を 目 的と す る 。  

2.方 法   

本実 践 研 究を 始 め た 201X 年 6 月 に Y 特別 支 援 学校 小 学 部 の自 閉 症の

ある 児 童 17 名に つ いて 行 っ た初 期 社 会 性と 情 動 調整 に 関 す る質 問 紙 調

査（ 研 究 1・事 前 調 査） と 同 じ調 査 を 、 ひと ま と まり の 支 援 が終 わ っ た

201X+2 年 2 月 、こ の実 践 研 究の 対 象 と して き た 4 ク ラ ス の 児童 15 名に

つい て 行 った （ 事 後 調査 ）。  

3.結 果  

(1)初 期 社 会 性 や 情 動 調 整 の 力 の 比 較  事 前 調 査 と 事 後 調 査 の 結 果 を 、

発達 段 階 別に 項 目 ご とに 比 較 した 。 統 計 的に 有 意 であ っ た の は、 2 歳 以

上の 段 階 の 3 つ の 項

目で あ っ た。 す な わ

ち、 2 歳 以 上の 相 互

作用 ( t (10 )=5 .31 ,  

p<0 .001)、相互 調 整

T a b l e 5 - 1   自 閉 症 児 童 の 2 0 1 X + 2 年 2 月 の 相 関 関 係 ( N = 1 5 )  

 2  3  4  5  6  7  
1 . 模 倣  . 6 9 6 * *  . 6 1 5 *  . 4 9 2  . 7 8 1 * *  - . 1 4 6  . 6 4 8 * *  

2 . 協 同 注 意  －  . 4 9 6  . 5 4 5 *  . 7 1 2 * *  - . 1 4 3  . 4 5 6  
3 . 情 動 共 有   －  . 6 2 5 * *  . 6 9 9 * *  - . 0 3 5  . 5 0 6 *  

4 . 相 互 作 用    －  . 6 9 7 * *  - . 2 0 9  . 2 8 5  
5 . 相 互 調 整     －  - . 0 0 1  . 5 3 6 *  

6 . 自 己 調 整      －  . 2 2 1  
7 . や り と り       －  

* *  p < ． ０ １  *  p < ． ０ ５  



67 
 

( t (10 )=2 .55 ,  p<0 .05 )、自 己 調 整 ( t (10 )=2 .28 ,p <0 .05 )で 、いず れも 事 後 調

査時 点 の 値が 有 意 に 高か っ た 。他 の 項 目 では 有 意 差は な か っ た。 初 期社

会性 と 情 動調 整 に つ いて の 力 は、 2 年 前 と有 意 な 変化 は み ら れな か っ た

とい う こ とが で き る 。  

(2)項 目間 の 相 関の 比較  とこ ろ が 、各 項目 間 の 相関 係 数 を 計算 す る と、

約半 数 の 項目 間 で 有 意に 強 い 相関 が 示 さ れた (Tab le5 -1 )。定 型発 達 の 保

育園 児 ほ どの 強 い 相 関 (Table2 -3 )で はな いが 、事前 調 査 時の 値 (Table2 -4 )

より 相 関 係数 が 高 い 項目 が 増 えた 。  

 (3)事 後 調査 の 因 子 分析  そ こで 、事前 調査

と同 じ く 主因 子 法 、 バリ マ ッ クス 回 転 法 によ

る因 子 分 析 を 行 っ た 。固有 値 が 1 以 上 の もの

を因 子 と して 抽 出 し たと こ ろ 、 2 つ の 因 子が

抽出 さ れ た (Table5 -2 )。第 1 因 子の 因 子 負荷

量を 見 る と、自己 調 整以 外 の すべ て の 項 目で 負 荷 量が 高 か っ た。第 2 因

子は 主 に やり と り に 関わ る 因 子で あ っ た 。  

4 考 察  

 事 前 調 査と 事 後 調 査の 得 点 の比 較 に お いて は 、 得点 が 有 意 に上 昇 した

項目 は 少 なく 、 社 会 的認 知 能 力の 向 上 に つい て は 明確 で は な かっ た 。し

かし 、 そ れぞ れ の 評 定項 目 の 間で 相 関 が 見ら れ る 項目 が 増 え たこ と や、

因子 が 1 つに 収 束 す る傾 向 を 見せ て い る こと か ら 、社会 的 認 知に か かわ

る発 達 連 関が 成 立 し かけ て い るこ と が 窺 われ る 。 すな わ ち 、 児童 の ある

側面 の 発 達が 他 の 側 面に 影 響 を与 え 、 連 関し な が ら発 達 し あ いか け てい

るこ と が 窺わ れ る の であ る 。 これ は 、「 教え ら れ たも の だ け を習 得 す る」

ので は な く、 自 ら 発 達し よ う とす る 力 が 芽生 え 始 めて い る こ とを 示 すと

考え ら れ る。  

T a b l e 5 - 2  回 転 後 の 因 子 行 列  

 因 子  

1  2  
模 倣  . 8 4 6  . 1 0 4  

共 同 注 意  . 7 5 8  . 0 0 0  
情 動 共 有  . 7 5 1  . 0 0 0  
相 互 作 用  . 7 2 7  - . 3 0 5  
相 互 調 整  . 9 1 8  . 0 0 0  
自 己 調 整  - . 1 0 1  . 4 1 5  
や り と り  . 6 5 0  . 6 7 0  
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第 6 章  総合考察  

 

第 1 節  本研 究 の 総 括と 意 義  

本研 究 の 目的 は 、 知 的障 害 と 自閉 症 ス ペ クト ラ ム （以 下 ASD と 言 う）

のあ る 児 童の 発 達 を 目指 し た 包括 的 な 支 援を 開 発 ・実 践 す る こと と 、そ

の結 果 、児 童 が 自ら 発達 す る 力を 獲 得 で きた か を 検討 す る こ とで あ っ た。 

第 2 章 で 検討 し た 研 究 1 で は、A SD の あ る児 童 が 定型 発 達 の 幼児 と比

べて 異 な った 発 達 の 形を 示 す こと を 明 ら かに し た 。す な わ ち 、模 倣 や共

同注 意 、 情動 共 有 と いう 、 後 に心 の 理 論 につ な が って い く と 考え ら れる

初期 社 会 性の 力 が 、 発達 年 齢 が上 が る ほ ど遅 れ て いく こ と が 示さ れ た。

また 、A SD の あ る児 童は 、各 項 目の 発 達 にほ と ん ど相 関 が 見 られ な い こ

と、 す な わち 初 期 社 会性 や 情 動調 整 に 関 わっ て の 発達 連 関 が 見ら れ ない

こと が 明 らか に な っ た。 そ れ は、 定 型 発 達幼 児 が 強い 相 関 を 示し て いる

こと と 対 照的 で あ っ た 。第 1 章 で示 し た よう に 、社 会 的認 知 とは 、人 間

が学 習 し てい く 上 で 基本 的 な 力と な る も ので あ る 。そ の 社 会 的認 知 に発

達連 関 が ない と い う こと は 、 自ら 学 習 し 発達 し て いく 上 で 困 難が 生 じて

いる と い うこ と に 他 なら な い 。加 え て 、 Y 特別 支 援 学校 に お ける そ れ ま

での A SD の ある 児 童に 対 す る支 援 や 教 育指 導 は 、大 き な 成 果を 上 げ つつ

も、 社 会 的認 知 の 発 達を 促 す こと に は ま だ不 十 分 であ っ た と いう こ とも

示さ れ た 。  

 研 究 2 では  SCERTS モ デル 導 入 の条 件に つ い て検 討 し た 。そ の 条件

とは 、導入 の 必 要性 を示 す た めの 児 童 の 実態 や 現 行実 践 の 分 析と と も に、

様々 な 教 員の 共 通 理 解を 図 る ため の 丁 寧 な研 修 、そ し て SCE RTS モ デル

導入 の 具 体的 な 姿 を 示す 先 行 実践 の 存 在 であ っ た 。先行 実 践 は 1 ク ラス
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の実 践 と して 行 わ れ たが 、 そ の結 果 、 初 期社 会 性 のい く つ か の力 を 伸ば

すこ と が でき た 。そ して そ の 成果 は 周 囲 の教 員 に 影響 を 及 ぼ し 、SCERTS

モデ ル の 導入 へ の 弾 みと な り、2 年 目の グル ー プ 全体 で の 実 践を 導 い た。 

 第 3 章 の研 究 3 で は 、グ ル ー プ全 体 で 足並 み を そろ え た 実 践に つ い て

検討 し た 。そ こ で は 、実 践 し つつ 研 修 を 重ね る こ とで 、 足 並 みを そ ろえ

た実 践 が 可能 に な っ たこ と が 明ら か に さ れた 。 ま た、 児 童 の 変化 と して

は、 児 童 によ っ て 課 題は い ろ いろ で は あ った と し ても 、 一 様 に初 期 社会

性の 発 達 が認 め ら れ 、そ れ が 他の 発 達 に も影 響 を 与え て い た こと が 示さ

れた 。 ま た、 そ の 実 践ス タ イ ルで は 、 ど のク ラ ス にも 共 通 し て児 童 が他

者と や り とり す る こ とに 1 つ の焦 点 が 置 かれ 、教 員 が児 童 の パー ト ナー

とし て 効 果的 に 機 能 した こ と 、そし て そ れが 1 つ の大 切 な 鍵 であ っ たこ

とが 示 さ れた 。教員 の個 性 や 得意 分 野 は 違っ て い ても 、 SCERTS モ デル

の枠 組 み を 共 通 理 解 する こ と で、 基 本 的 には 同 様 の成 果 が 見 られ た 。特

別支 援 学 校に お け る SCERTS モデ ル を適 用 し た実 践 の 妥 当性 が 示 唆さ

れた 。  

 第 4 章 の研 究 4 と 研究 5 で は 、教 員 の 意識 と 実 践ス タ イ ル が検 討 さ れ

た。 研 究 4 の 質 問 紙 調査 か ら は、「 学習 支援 」 は それ ま で と 同様 に 重 視

され 、 加 えて 「 対 人 間支 援 」 の内 容 が 意 識さ れ 、「 対 人 間支 援」 に あ る、

初期 社 会 性を 育 て る 実践 を 行 う教 員 が 実 践と 研 修 の深 ま り の 中で 増 えた

こと が 明 らか に さ れ た。ま た、「 研 修」す るこ と の 意味 も 実 践 の中 で 深ま

って い っ たこ と が 窺 われ た 。  

 研 究 5 の半 構 造 化 面接 か ら は 、教 員 の 実践 ス タ イル や 重 点 が変 化 して

いく 様 子 と 児 童 が 変 化し て い く様 子 が 重 なり 合 っ て浮 き 彫 り にさ れ た。  

そし て 第 5 章 の 研 究 6 で は 、こ の 実 践 研究 を 通 して 起 こ っ た変 化 が

個々 の 児 童 の 個 人 的 な変 容 に とど ま ら ず 、集 団 全 体の 傾 向 と して 発 達連
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関が 成 立 しつ つ あ る とい う 大 きな 変 化 を 生み 出 し たこ と を 示 した 。  

 SC E R T S モ デ ル は 現 場 の 教 員 に と っ て は 一 見 難 解 に 見 え る 。 し か し 、

その 理 念 を正 確 に つ かむ と 、SCERTS モ デル に 基 づく 実 践 は 困難 で はな

い 。SAP とい う 優 れ たア セ ス メン ト ツ ー ルが あ り 、その 結 果 から 見 える

目標 を 「 交流 型 支 援 」や 「 実 践へ の ガ イ ド」 に 沿 って 達 成 し よう と 努力

する と 、自 ずと 道 は 開け て く る 。本 実 践 研究 で は 、その こ と が示 さ れ た。

そし て 、 教員 の 変 容 が児 童 の 変容 を 導 き 、児 童 の 変容 の 中 で 教員 が また

変容 す る とい う 姿 が 、現 実 の もの と し て 目の 前 に 現れ て い た 。  

 本 実 践 研究 で は 、 関心 相 関 的選 択 (西 條 ,  2005)に 基 づ い て様 々 な 研究

手法 を 使 うこ と で 、 児童 と 教 員が と も に 変わ っ て いく 仕 組 み をわ ず かで

も「 構 造 化」 し 得 た ので は な いか と 考 え てい る 。 次節 で は 、 それ を 「仮

説モ デ ル 」と し て 提 出す る 。  

第 2 節  ASD の あ る 児童 の 発 達と そ の 支 援に 関 す る仮 説 モ デ ル  

 Samero f f (2009)は 、発 達の 相 互 作用 説 と交 流 型 モデ ル と の 違い に つ い

て、 相 互 作用 説 は 静 的で あ り 交流 型 モ デ ルは 動 的 であ る こ と 、ま た 、相

互作 用 説 では 「 調 整 」に つ い て説 明 で き ない が 交 流型 モ デ ル では 可 能で

ある な ど と述 べ て い る。 相 互 作用 す な わ ち interac t ion と交 流す な わ ち

transac t i on を 比較 する と 、 in te rac t i on とは 児 童と 環 境 と の「 間 」 で作

用が 成 立 して い る と 考え て い るよ う に 思 える 。 つ まり 、 そ れ ぞれ の 本体

には あ ま り影 響 が 浸 透せ ず 、 相互 の 影 響 が出 会 う とこ ろ で 作 用が 起 こる

と考 え て いる の で あ る。 と こ ろが trans act ion の 方 は 「横 断 する 」 と い

う意 味 を 含み 、 作 用 がそ れ ぞ れの 本 体 に まで 浸 透 し、 自 分 を 変え つ つ相

手に 影 響 を与 え る と いう 概 念 であ る と 考 える 。そ う考 え る と 、Samero f f

のい う 「 静的 」「動 的」 と い う評 価 が 理 解で き る 。  

 Samero f f の trans act ional  model を踏 まえ て 本 研究 を 見 直 すと 、ASD
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のあ る 児 童 の 発 達 に つい て Fi gure6 -1 に 示す よ う な仮 説 モ デ ルを 考 える

こと が で きる 。す な わち 、A SD の あ る児 童た ち の 発達 連 関 が 成立 す る 兆

しが 見 え てき た の は 、次 の よ うな メ カ ニ ズム が 働 いた と 考 え られ る 。な

お、 図 中 の矢 印 は 影 響の 方 向 、四 角 で 囲 んだ 数 字 は対 象 児 と 指導 の 教員

との 関 係 の順 序 、 丸 で囲 ん だ 数字 は 対 象 児と 指 導 の教 員 以 外 との 関 係の

順序 、 ロ ーマ 数 字 は 対象 児 の 対人 関 係 の 質の 深 ま り、 色 の 変 化は 時 間の

経過 を 示 す 。 各 数 字 は以 下 の 説明 と 対 応 する 。  

 ま ず 教 員は 、児 童 の実 態 を 丁寧 に ア セ スメ ン ト し 、児 童 の 発達 や ASD

の程 度 に 合わ せ て 、 児童 が 不 安な く 自 立 的に 活 動 でき る よ う に、 自 閉症

の特 性 を 考慮 し た 環 境の「 構 造化 」を図 る。そ れ は「 物 理的 構造 化 」、「視

覚的 構 造 化 」、「 ス ケ ジュ ー ル」、「 ワ ー ク シス テ ム」、「 ル ー チ ンの 利 用」

など で あ る (① ・ 括 弧内 の 番 号は Fi gure6-1 に 対 応す る 。 以 下同 じ )。ま

た、 PECS な ど 自発 的で 機 能 的な コ ミ ュ ニケ ー シ ョン ス キ ル を児 童 に 身

につ け さ せる 。 同 時 に教 員 は 、児 童 に 対 して 初 期 社会 性 の 基 盤を 育 てる

ため に 取 り組 み を 行 う 。すな わ ち、「 児 童 主体 の 遊 びに 寄 り 添 い寄 せ ても

らう 」、「 支え ら れ た 共同 注 意」、「 支 え ら れた 情 動 共有 」、「 逆 模倣 」 など

であ る ( 1 )。  

 児 童 は、「 構 造 化 」を 活用 し て (② )自 立的 自 発 的に 活 動 し 、そ の中 で自

己肯 定 感 を高 め て い く (③ )。ま た 、 初期 社会 性 の 基盤 を 育 て る教 員 の 働

きか け に 呼応 し て 徐 々に 関 わ る教 員 に 関 心を 持 ち 、意 識 を 向 け、 次 第に

共同 注 意 や情 動 共 有 が成 立 し 、模 倣 を す るよ う に なる ( 2 )。次 いで 、教員

だけ で は なく 周 囲 の 他の 児 童 にも 注 目 し 、そ の 行 動に 興 味 を 持っ た りま

ねを し た りす る よ う にな る 。そ こで 、「 自分 と 似 てい る 他 者 」や「意 図を

持つ 他 者 」に 気 づ い てい く (Ⅰ )。  

そう な る と教 員 は 、 児童 と 一 緒に 活 動 し たり 役 割 反転 模 倣 や 役割 分担
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を し た 当 番 活 動 を さ せ る よ う に な り ( 3 )、 児 童 は そ の 活 動 ( 4 )を す る 中 で

「他 者 の意 図 」 や「 自己 と 他 者の 違 い」「自 己 と 違う 他 者 と 調整 し 合 うこ

と 」に気 づ い てい く (Ⅱ )。す る と、「 構 造 化 」の中 に 意 味を 見 いだ す 力 が

伸び て く る。  

 児 童 が 変化 し て き たこ と に 気づ い た 教 員は 、「 再構 造 化 」し て環 境 を漸

進的 に 変 化さ せ る (④ )。児 童は 変 化す る 環境 (⑤ )か ら 変 化し た意 味 を 捉え

よう と す る (⑥ )。ま た 、変化 す る環 境 で ある 他 者 を理 解 す る 力も 高 ま り、

その 変 化 を受 け 止 め られ る よ うに な る (Ⅲ )。 そ こで 教 員 も 児童 同 士 の活

動を 仕 組 むよ う に な る ( 5、 6 )。 そ して 児 童は 友 達 と相 互 作 用 をし な が ら

遊び 、 そ れを 楽 し め るよ う に なる (⑦ )。  

 こ う い う様 々 な 変 化を 理 解 し、 受 け 止 め、 そ れ に挑 戦 す る ため に は、

頼り に な る「 安 全 基 地」 は 必 要で あ る 。 いつ も 寄 り添 い 注 目 し て く れ て

いる 教 員 は、 十 分 そ の安 全 基 地と な り 得 る。 そ の 関係 の 中 で こそ 、 様々
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な情 動 調 整の 方 略 も 役に 立 つ もの と し て 身に つ け るこ と が で きる 。  

 そ う い う関 係 の 中 で児 童 は、「自 己 に 似た 他 者」、「 変化 す る他 者 」を 認

識し 、 同 時に 「 他 者 に似 た 自 己」 を も 認 識で き る よう に な る 。す る と、

他者 か ら 学ぶ よ う に 自己 か ら 学ぶ 、 す な わち 自 己 がす で に 獲 得し て いる

力を 利 用 して 新 た な 力を 獲 得 する 方 法 を 獲得 す る 。そ の よ う にし て 、学

校に お い ては 、 児 童 と教 員 、 そし て 教 員 が設 定 す る様 々 な 教 育環 境 とが

互い に 影 響を 与 え つ つ変 化 す る中 で 、 児 童の 発 達 連関 が 次 第 に成 立 して

いく の だ と考 え ら れ る。 も ち ろん 、 家 庭 を始 め 児 童を 取 り 巻 くす べ ての

人と 環 境 がこ の ネ ッ トワ ー ク に加 わ る こ とが で き る。 そ し て その 環 境と

のや り と りの 中 で 培 われ た 力 、つ ま り 他 者と 自 己 から 学 ぶ 力 が、 自 らを

発達 さ せ る力 で あ る と考 え ら れる 。 そ の 力を 身 に つけ さ せ る こと が でき

たと き に 、教 員 は 「 その 子 の 人生 の 役 に たっ た 」 と言 え る の であ る 。  

第 3 節  今後 の 課 題  

 本 研 究 では 、SCE RTS モ デル に 基 づく 実践 を 特 別支 援 学 校 に組 織 的 に

導入 す る 際の プ ロ セ スと そ の 効果 、 お よ びそ の 実 践が 「 発 達 凸凹 」 と言

われ る ASD のあ る 児童 た ち に発 達 連 関 を形 成 す るの に 効 果 的で あ る こ

とを 明 ら かに し た。また 、同時 に そ のと きの メ カ ニズ ム を 明 らか に し た。

これ は 「 教員 が 重 度 の MR と ASD を 持 つ児 童 た ちの 人 生 の 役に 立 て る

のか 」 と いう 問 い に 答え る こ とに な っ た 。  

 し か し、こ れは わ ずか に 16 名 の児 童 に対 す る 12 名の 教 員の 2 年 足ら

ずの 実 践 の研 究 で あ る。 そ し て、 見 ら れ た発 達 的 変化 は 端 緒 的な も ので

ある 。 従 って 、 残 さ れた 課 題 は山 積 し て いる 。  

まず 、こ の 結果 が Y 支援 学 校 に特 有 の も のな の か ある 程 度 普 遍性 を持

つも の な のか の 検 討 が必 要 で ある 。 そ れ には 、 数 多く の 実 践 事例 と その

効果 検 証 が必 要 で あ る。 フ ロ リダ と カ リ フォ ル ニ アで 現 在 進 行中 の



74 
 

C lassroom SCERTS In tervent ion の よ うな 実 践 研究 が 日 本 でも 求 め ら

れる 。  

2 つ目 に は、「 学習 支援 」「対 人 間 支援 」の 支 援 技法 の 研 究 を進 め る 必

要性 が あ る。 SCERTS モ デ ルは 様 々 な支 援技 法 を 連続 体 法 で 捉え 、様々

な技 法 に 対し て 排 他 的で は な い。し かし 他方 で は、 SCERTS モデ ル を 適

用す る と いっ て も「 実際 に ど うし て い い のか わ か らな い 」「 漠然 と し すぎ

てい る 」 とい う 声 も 聴か れ る 。ど ん な 対 象者 の ど の場 面 で は どの 技 法を

どの よ う に使 う の が 効果 的 か とい う 研 究 や様 々 な 技法 の リ ス トア ッ プも

求め ら れ る。  

3 つ目 に は 研修 シ ス テム の 研 究で あ る 。 SCERTS モ デ ルの 豊 かな 内 容

をで き る だけ 多 く の 支援 者 に 正確 に 届 け るこ と は 、多 く の ASD の あ る人

を支 援 す る上 か ら も 、効 果 検 証研 究 を 進 める 上 か らも 重 要 で ある 。 現状

では 確 か に現 場 の 支 援者 に と って ハ ー ド ルは 高 い と思 わ れ る 。正 確 で平

易な 教 材 や研 修 シ ス テム の 構 築が 不 可 欠 であ り 、 その た め の 研究 が 必要

であ る 。  

今後 の 研 究と 実 践 の 広が り が 期待 さ れ る 。  

 

 ※  本 研究 に あ た って は 、 対象 に な っ た児 童 の 保護 者 、 関 係の 教 員、

並び に 学 校長 の 書 面 によ る 承 諾を 得 て い ます 。  
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要約  

 

本研 究 の 目的 は 、 知 的障 害 と 自閉 症 ス ペ クト ラ ム のあ る 児 童 の発 達を

目指 し た 包括 的 な 支 援を 開 発 ・実 践 す る こと と 、 その 結 果 、 児童 が 自ら

発達 す る 力を 獲 得 で きた か を 検討 す る こ とで あ る 。  

実践 前 の 初期 社 会 性 と情 動 調 整に つ い て 、知 的 障 害と 自 閉 症 スペ クト

ラム の あ る特 別 支 援 学校 児 童 の担 当 教 員 に対 す る 質問 紙 調 査 を行 い 、同

等の 発 達 年齢 の 幼 児 と比 較 を 行っ た (研 究 1)。その 結 果、発 達年 齢 が 上が

るに 従 っ て初 期 社 会 性の 能 力 に差 が 出 て くる こ と と、 特 別 支 援学 校 児童

には 各 評 定 項 目 間 に おい て 「 発達 連 関 」 があ ま り 見ら れ な い こと が わか

った 。次い で SCERTS モ デ ルの ス ム ーズ な導 入 を 行う た め の 条件 を 明 ら

かに す る ため に 、 導 入ま で の 経緯 と 先 行 した 実 践 の成 果 、 そ れが 教 員に

与 え た 影 響 に つ い て 検 討 し た (研 究 2)。 児 童 の 課 題 を 正 確 に 分 析 す る こ

とと 丁 寧 な研 修 お よ び実 際 の 児童 の 変 化 の体 験 が 、SCERTS モデ ル の普

及の た め に必 要 で あ るこ と が 明ら か に な った 。研究 3 では 、複数 の クラ

スで の 統 一し た 実 践 の経 過 と その 結 果 と を分 析 し た。 ク ラ ス や担 当 教員

が違 っ て いて も 一 様 に児 童 の 社会 性 の 発 達が 認 め られ 、 同 時 に教 員 の実

践ス タ イ ルも よ り 柔 軟で 児 童 の実 態 に 即 した も の にな っ て い った こ とが

明 ら か に さ れ た 。 特 別 支 援 学 校 に お い て 、 SCERT S モ デ ル の 枠 組 み は 、

ASD のあ る 個 々の 児童 の 持 つ特 別 な ニ ーズ に 応 える 個 別 化 した 指 導・支

援を 行 う 上で も 、 チ ーム に よ る統 一 し た 実践 を 行 う上 で も 、 有効 に 機能

しう る も ので あ る と いう こ と が示 さ れ た 。次 い で 、実 践 主 体 であ る 教員

の、 SCERTS モデ ル やそ れ を 適用 し た 実 践へ の 意 識の 変 化 に つい て 、質

問紙 調 査 (研 究 4 )と 半構 造 化 面接 (研究 5 )を 用 い て検 討 し た 。実 践の 進行
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につ れ て 研修 の 意 味 が捉 え 直 され 、 認 識 の深 ま り が見 ら れ た 。特 に 「対

人間 支 援」に つ いて の意 識 が 高ま り 、そ の支 援 と 児童 の 変 化 が相 ま っ て、

教員 の 実 践ス タ イ ル が変 化 し 児童 の 見 方 も深 ま っ たこ と が 明 らか に され

た。 実 践 前に 行 っ た 初期 社 会 性と 情 動 調 整に つ い ての 調 査 を 実践 後 再び

行い 、事前 と 事 後の 児童 の 社 会性 の 力 を 比較 し た (研 究 6 )。社会 性 の 能力

自体 の 有 意な 変 化 は なか っ た が各 評 定 項 目間 に 相 関が 見 ら れ るよ う にな

り、「 発達 連 関 」が 成立 し 始 めた こ と が 示唆 さ れ た 。総 合 考 察で は 、従来

から 行 わ れて い た 「 学習 支 援 」と 新 た に 重視 し た 「対 人 間 支 援」 の 相乗

効果 と し て児 童 に「 発達 連 関」が 獲 得さ れた の で はな い か と して 、「 A SD

のあ る 児 童の 発 達 と その 支 援 に関 す る 仮 説モ デ ル 」を 提 案 し た。  
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付論  S 組の実践事例  

 

 本 付 論 は第 3 章 で 検討 し た Y 特 別 支援 学校 の 組 織的 な 実 践 に関 す る

もの で あ る。  

1.対 象 者 のア セ ス メ ント と SAP-O の 結 果  

対象 児 は H 児。小学 部 4 年 生 の女 児 で あ る。9 歳 3 ヶ 月 時の 新版 K 式

発達 検 査 2001（ 以 下 K 式 検 査 とい う ） のス コ ア は、 認 知 － 適応 領 域 40

ヶ月 、 言 語 － 社 会 領 域 31 ヶ 月 であ っ た 。 K 式 検 査の 結 果 か ら見 ら れる

特徴 点 と して 、 数 や 色の 名 称 等、 学 習 場 面で 伸 ば して き た 力 もあ る が、

認知 的 には 3 歳 の 力 を獲 得 し 始め た と 見 るこ と が でき る 。  

 H 児 の SAP -sum は 付図 7 の通 り で ある 。 SAP -O の 結 果か ら見 る と、

シン ボ ル 使用 の 領 域 はほ ぼ 満 点に 近 い 状 況で あ る が、共 同注 意の 領 域 で、

とり わ け 情動 を 介 し て他 者 と 関わ る こ と や、 や り とり を 続 け るこ と 、他

者の 意 図 を汲 ん で 関 わる こ と など に 獲 得 でき て い ない も の が あっ た 。ま

た、 情 動 調整 の 領 域 でも 他 者 との 関 わ り の中 で 調 整す る こ と や新 し い場

面、 変 化 のあ る 場 面 での 調 整 の課 題 が あ るこ と が わか っ た 。 全体 を 通し

て、 他 者 との 適 切 な 関わ り 方 に課 題 が あ ると 思 わ れた 。  

 他 の イ ンフ ォ ー マ ルな 情 報 とし て は 以 下の も の が集 め ら れ た。 す なわ

ち、 本 児 が学 校 生 活 の中 で 困 って い る こ とと し て 、以 前 か ら 見る と 改善

して い る もの の 変 更 の受 け 入 れが 難 し い 、援 助 さ れた り 説 明 され た りす

るこ と が 「命 令 」 さ れて い る と感 じ て 時 には 暴 力 をも っ て 抵 抗を 見 せる

など が 挙 げら れ た 。 家庭 で 困 って い る 点 とし て 、 自分 の 思 い を通 そ うと

する 気 持 ちが 強 く 、 受け 入 れ られ な い と きに 大 声 を出 し た り 暴れ た りす

る こ と が あ げ ら れ て い た 。 担 任 は 、 本 児 に 事 前 に 変 更 を 伝 え る と 「 OK」

と言 っ て 応じ る こ と も増 え て きた が 、そ の許 容 量 がも っ と 増 える こ と や、
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適切 な 関 わり 方 や 感 情表 現 が でき れ ば い いと 考 え てい た 。  

2.優 先 目 標の 決 定  

ク ラス 全 体 に 共 通す る 優先 目 標 が Tabl e7-1 に 掲 げ た よ うに 決 定さ れ

た。  

3.目 標 の 活 動 へ

の埋 め 込 み  

ア セ ス メ ン ト の

結果 を 踏 まえ て 、  

対 象 児 の 目 標

と 、 そ の 目 標 を 達

成 す る た め の 活 動

場 面 が 決 定 さ れ 、

活動 計 画 が立 て ら れ た 。5 つ の 優先 目 標 (Table7 -2 )が 決 定 さ れ 、5 つ の活

動場 面 に 埋め 込 ん で 実践 さ れ るこ と と な った 。  

4.グ ル ー プ研 究 会 で 検討 し た 場面  

グル ー プ 研究 会 で 検 討す る 場 面と し て は 、活 動 計 画の 中 か ら 「こ とば

の授 業 」、活 動内 容 は「 ご っ こ遊 び・お 料理 作 り 」に 絞 り 込 んだ 。そ の中

では 、 絵 本 を 読 み 、 歌を 歌 っ たり 食 べ 物 の分 類 を 学習 し 、 歌 に合 わ せて

カレ ー 作 りを す る と いう 活 動 を行 っ た 。   

 そ こ で 意識 し た 交 流型 支 援 は以 下 の 通 りで あ る。対 人 間支 援と し て は、

次の よ う なも の で あ った 。「 IS2 .2   始 発 を待 ち 、促す (無理 強 いは し な い

で 様 子 を よ く 見 せ る )。」「 IS5 .4、 IS7 発 語 水 準 に ふ さ わ し い モ デ ル を 示

し 、様々 な 経 験を 与 える 。（ 指導 者 や 比 較的 や り 方の よ く わ かっ て い る友

だ ち が 見 本 を 見 せ る こ と で イ メ ー ジ を 持 た せ る ）」。 学 習 支 援 と し て は

「 LS3 .2、L S3 順 番の 工 夫 。見通 し を 持っ て 取 り組 め る 。集団 活 動 に能

T a b l e 7 - 1  S 組 の 優 先 目 標  

J A 1 . 4  長 い 相 補 的 な 相 互 作 用 を 行 う  
J A 3 . 1  表 情 や 声 な ど で ネ ガ テ ィ ブ な 気 持 ち を 共 有 す る  
J A 5 . 2  社 会 的 な ゲ ー ム を 要 求 す る  
S U 4 . 6  距 離 を 伴 っ て「 再 演 的 ジ ェ ス チ ャ ー 」や「 象 徴 的

ジ ェ ス チ ャ ー 」 を 使 う  
M R 3 . 1  安 心 を 求 め て ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 を 共 有 す る  
S R 3 . 2  新 し い 状 況 や 変 化 の あ る 状 況 に 参 加 す る  

T a b l e 7 - 2   H 児 の SAP 活 動 計 画  
H 児の目標 長 い 相

補 的 相

互作用 

社 会 的

ゲ ー ム

を要求 

距離を伴う再

演的・象徴的ジ

ェスチャー 

安心を求め

ネガティブ

情動共有 

覚醒水準調整のため

パートナーのモデル

で行動方略を使用 活動場面 
朝の会 ○  ○ ○ ○ 

遊びの時間 ○ ○ ○   
お昼の課題 ○ ○  ○ ○ 

「せいかつ」授

業 
○   ○ ○ 

「ことば」授業 ○   ○ ○ 
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動 的 に 参 加 す る。」「 IS4 .7 歌 や踊 り を 入 れ て 楽 し い 雰 囲気 の も の に し、

取り 掛 か りや す く す る。」 が計 画 さ れた 。  

5.実 践 の 経過  

 「 こ と ば」 の 授 業 は週 一 回 で、 一 回 あ たり お お むね 40 分 で実 施 され

た 。そ の 大ま か な 流 れを 付 表 5 に 掲 げ る 。この「 こと ば 」の 授業 の 、特

にカ レ ー ライ ス 作 り ごっ こ の 中で 「 変 更 を受 け 入 れる 」 こ と につ い て取

り組 ん だ 。  

 カ レ ー ライ ス 作 り ごっ こ で は鍋 に 入 れ る具 材 を 意図 的 に 変 えて い っ た。 

本児 は 、 最初 の う ち は自 分 の 「つ も り 」 に従 っ て 指示 さ れ た 物以 外 でも

強引 に 全 て入 れ て し まお う と して い た 。 しか し 、 友だ ち や 指 導者 の 見本

を見 た り 、 カ レ ー ラ イス 作 り の歌 で 入 れ る具 材 の 名前 を 歌 わ れる の をよ

く聴 い た りす る こ と で変 化 が 生ま れ て き た。葛 藤し た り 悩ん だと き は「 今

入れ る の はこ れ で い いの ？ 」 とい う よ う な表 情 で 横に い る 指 導者 の 顔を

覗き 込 み 、次 第 に 指 定さ れ た もの だ け を 入れ る こ とが で き る よう に なっ

た。 自 分 のつ も り だ けを 優 先 する の で は なく 、 折 り合 い を つ け、 変 更を

受け 入 れ る練 習 に な った と 考 えて い る 。  

こう い う 「変 更 を 受 け入 れ る 」こ と は 他 の場 面 で も見 ら れ る よう にな

った 。 あ る日 の こ と であ る 。 給食 後 、 歯 ブラ シ を 忘れ た た め に口 を すす

ぐだ け で 終わ る よ う に指 示 さ れる が 、 い つも ど お り磨 く こ と がで き ない

ので 混 乱 して し ま っ た 。そ の と き、絵 と 文字 を 使 って「 歯 ブ ラシ は お 家」

と提 示 さ れる と、今 の事 態 を 理解 す る こ とが で き、「口 を す すぐ だ け」を

受け 入 れ るこ と が で きた 。別の 日、１ 日 のス ケ ジ ュー ル が、「ひ と りで べ

んき ょ う」「せ ん せ いと べ ん きょ う」の 順番 に な って い た が 、そ れ がい つ

もと 違 う ので 、 い つ も通 り に 変え た い と 要求 し て きた 。 そ の とき に 、絵

を描 い て 「今 日 は 予 定通 り で 、明 日 は 順 番を 変 え ます 」 と や りと り する
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と、 不 承 不承 で は あ った が 、 怒る こ と な く応 じ る こと が で き た。 以 前で

あれ ば 大 声を 出 し た り、 相 手 を叩 い た り 、実 力 行 使を す る な どを し なけ

れば 収 ま らな か っ た のだ が 、 落ち 着 い て 変化 に 対 応で き る よ うに な って

きた の で ある 。  

6.結 果  

 2 月 の 研 究会 で 報 告さ れ た それ 以 降 の エピ ソ ー ドに は 、 次 のよ う なも

のが あ っ た。  

①  朝 の 会 の 友 だ ち と 腕 を 組 む ダ ン ス で 、 指 導 者 の 声 か け が な く て も

自 ら 友 だ ち の 腕 を と っ て ダ ン ス を す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 

②  居 住 地 校交 流 で、 あま り な じみ の な い 相手 校 の クラ ス に 抵 抗感 な

く入 っ て いき 、 ペ ア の友 だ ち と一 緒 に 落 ち着 い て 活動 で き た 。  

③   福 祉 事 業所 の 支 援 で宿 泊 し て登 校 し て きた 日 、疲 れ て いる こと も

あっ て 、自 分 の聴 き たい 曲 を 聴く の に 、他児 と の 順番 交 代 が 待て ず

大い に 暴 れて 泣 く 。しか し 、泣き な が ら も最 終 的 には 受 け 入 れ、指

導者 に 甘 え、手 伝い を求 め る など し て、早く 立 ち 直る こ と が でき た 。 

SAP-O（付 図 7） の 変化 を 見 ると 、 共 同 注意 の 要 素で 、「相 補的 な 相

互作 用 」「 情 動 の共 有」「 共同 注 意 のた めに 意 図 を共 有 」「 コミ ュ ニ ケー

ショ ン の 破綻 を 主 張 し修 復 」 など の 項 目 でた く さ んの 目 標 が 達成 で きて

いる 。 ま た、 相 互 調 整の 要 素 の「 パ ー ト ナー が 与 える 援 助 に 応答 」 や

「パ ー ト ナー の 援 助 を要 求 」 など の 項 目 でも 獲 得 でき た も の が多 か っ

た。 社 会 －情 動 成 長 指標 （ 付図 8） で は 、「 幸 福感 」、「 他者 感」、「 社 会

的成 員 性 と友 人 関 係 」が 伸 び た。  

7.ま と め  

 こ の 実 践事 例 の 特 徴は 、 授 業の 中 で 慎 重に 「 葛 藤場 面 」 を 仕組 み 、そ

れを 通 し て他 者 と 折 り合 い を つけ る こ と が難 し か った 対 象 児 に、 そ の力
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を育 て た こと で あ っ た。 そ の 際、 本 児 が これ ま で 以上 に 教 員 との ス キン

シッ プ を 楽し む よ う にす る こ とを 意 識 的 に取 り 組 まれ 、 そ の 結果 、 以前

より 穏 や かに 過 ご す こと が で きた り 、 事 前に 丁 寧 に説 明 さ れ るこ と をと

おし て 教 員 か ら 提 案 され る こ とも ス ム ー ズに 受 け 入れ ら れ る こと も 多く

なっ た 。「 痛 さ」や「 寒さ 」も 感情 を 込 め て表 現 す るよ う に な り、簡 単な

会話 の や りと り が し ばら く の 間成 り 立 つ よう に な った 。この よう に 、様 々

な場 面 で 共感 を 求 め 、共 感 さ れる こ と に 心地 よ さ を感 じ た り 、周 囲 ので

きご と を 受け 止 め よ うと し た りす る よ う にな っ て きた 。  
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付表 1 初期社会性と情動調整に関する調査項目

【模倣・役割理解】 
1．大人の動作を模倣しますか。 
2．イナイイナイバアやくすぐり遊びなどで､自分から大人がやった役割を交代して行いますか。 
【共同注意】 
3．声をかけたり名前を呼んだときに目が合いますか。 
4．大人がおもちゃを指さして「あっ○○だよ」と言ったとき､おもちゃを見ますか。 
5．子どもが興味のあるものを指さして､「○○があるよ」という気持ちを、大人を見て伝えることが

ありますか。 
 【情動共有】 
6．声をかけたりくすぐったりしながら大人がほほえむと､目を合わせてほほえみますか。  
7．子どもが積み木を積み終わったときなどに、大人が「やったね。できたね、」といって笑いかける

と､大人を見て笑いかえしますか。 
8．大人を笑わせようとしてわざと失敗してみせるようなことがありますか。 
 【相互作用】 
9．大人の注意を引くために自分から声を出したり大人の体を触ったりしますか。 
10．ボール遊びで､チョウダイというとボールを返してくれますか。 
11．音楽が鳴れば歩き、止まれば止まるような簡単なルール遊びができますか。 
12．大人が子どもとのやり取りを突然中断したとき､子どもはやり取りを続けようとする何かの反応を

しますか。 
 【情動の相互調整・大人の援助への応答】 
13．何かの原因で気持ちが混乱し､不安になったり、怒ったり、ハイになったり、反対に落ち込んだり

したとき（以下、「情動不全」と言います）、大人になだめられると､安心しますか。 
14．情動不全のとき、子どもにわかりやすい指示をすると､そのことに従えますか。 
15．情動不全のとき、子どもに何かの選択をさせると､それに応じますか。 
16．不安や恐れや怒りの時、大人を見たり近づいたり何かのジェスチャーをしたり触れたりして､その

気持ちを共有しようとしますか。 
17．楽しいときや興奮したときなどに､大人を見たり近づいたり何かのジェスチャーをしたり触れたり

して､その気持ちを共有しようとしますか。 
 【情動調整・自己調整】 
18．一人でいるときに､自分の気持ちを整えるために､指をくわえたり、体を揺すったり､回ったりなど､

身体を刺激するような行動をしますか。 
19．集団活動の時などに､自分の気持ちを整えるために､指をくわえたり、体を揺すったり､回ったりな

ど､身体を刺激するような行動をしますか。 
20．自分の気持ちを整えるために､大人がモデルとして示した身体的な活動（手をぎゅっと握る、ぬい

ぐるみを持つなど）を模倣して行いますか。 
21．自分の気持ちを整えるために､自分で「いらいらするなぁ」「心配ないよ」など言葉を発して落ち

着こうとしますか。 
22．新しい状況や変化のある状況の時に､自分で何らかの身体的行動をすることで気持ちを整えようと

しますか。 
 【やりとり】 
23．他人とのやり取りの場面で､「待って」に応じることができますか。 
24．他人とのやり取りの場面で､別の物や事に変更するという「交渉」に応じることができますか。 
25．他人とのやり取りの場面で､別の時間や何かの後に実現するという「交渉」に応じることができま

すか。 
26．他人とのやり取りの場面で､「休憩」を要求することができますか。 
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付 表 2    S C E R T S ア セ ス メ ン ト プ ロ セ ス の 10 ス

テ ッ プ  
1  子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 段 階 を 決 定 す る  

2  S A P - R フ ォ ー ム を 用 い て 情 報 を 収 集 す る  
3  ア セ ス メ ン ト チ ー ム の メ ン バ ー を 確 認 し

S A P - O の 計 画 を 立 て る  
4  S A P - O フ ォ ー ム を 記 入 す る  
5  行 動 サ ン プ リ ン グ を 行 う  
6  要 約 フ ォ ー ム を 用 い て 情 報 を 編 集 、 統 合 す る  
7  目 標 と 小 目 標 に 順 位 を つ け る  
8  さ ら な る ア セ ス メ ン ト を 推 奨 す る  
9  S C E R T S 教 育 プ ロ グ ラ ム を デ ザ イ ン す る  

1 0  継 続 的 な 追 跡 を す る  

 

 

 
付 表 3  実 践 の 概 要  

2 0 1 X + 1 年 4 月  S C E R T S モ デ ル の 概 要 に つ い て の グ ル ー プ 研 修  
5・ 7 月  S A P - O の 判 定 基 準 に つ い て の グ ル ー プ 研 修  

7 月  各 ク ラ ス で S A P - O を 使 っ た 児 童 の ア セ ス メ ン ト  
7 月 下 旬  グ ル ー プ 会 で 、 各 ク ラ ス で 行 っ た S A P - O の 結 果 を 検 討  

8 月  S A P - O の 結 果 や そ の 他 の 情 報 か ら ク ラ ス 全 員 へ の 優 先 目 標 と 、

各 ク ラ ス 一 人 ず つ 選 抜 し た 子 ど も の 優 先 目 標 と 指 導 計 画 を 決

定 。 こ れ も ま ず ク ラ ス で 検 討 し た 案 を グ ル ー プ 会 で 討 議 し 検

討 。  
9 月 よ り  計 画 に 沿 っ て 実 践  

1 0 月  2 ク ラ ス の 実 践 に つ い て グ ル ー プ 会 で 中 間 発 表 。 成 果 と 課 題 を

話 し 合 い 、 引 き 続 き 実 践 し て い く 方 向 性 に つ い て 検 討  
11 月  2 ク ラ ス の 実 践 に つ い て グ ル ー プ 会 で 中 間 発 表 。 成 果 と 課 題 を

話 し 合 い 、 引 き 続 き 実 践 し て い く 方 向 性 に つ い て 検 討  
11 月  2 回 目 の S A P - O を 実 施  
1 2 月  2 巻 の 「 教 育 実 践 へ の ガ イ ド 」 に つ い て の グ ル ー プ 研 修  

2 0 1 X＋ 2 年 2 月  3 回 目 の S A P - O を 実 施  
3 月  グ ル ー プ 会 で 4 ク ラ ス の 実 践 を 報 告 し 合 い 、 ま と め を 行 う  

こ の 間 、「 K O C H I N I S H I」と い う S C E R T S に 関 す る 情 報 紙 を 4 0 号 ま で 発 行 し た 。 
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付 表 5 「 こ と ば 」 の 授 業 の 流 れ  

始 め の あ い さ つ 、 始 ま り の 歌  
今 日 の 予 定  
手 遊 び  
絵 本 読 み  
エ プ ロ ン シ ア タ ー 『 カ レ ー ラ イ ス 』  
カ テ ゴ リ ー の 分 類 （ 食 材 の 分 類 ）『 野 菜 、 肉 類 、 魚 類 』  
ご っ こ （ な り き り ） 遊 び  
 ①  今 日 の 食 材 の 発 表 。（ パ ネ ル で ）  
 ②  ① に 合 わ せ て 具 体 物 を マ ッ チ ン グ さ せ る  
 ③  指 導 者 が 『 カ レ ー ラ イ ス 』 の 歌 に 合 わ せ て 見

本 を 見 せ る  
 ④  歌 に 合 わ せ て 順 番 に 活 動 す る  
あ い う え お の 歌  

遊 び 選 び  

個 別 課 題 （ 対 面 課 題 ・ 自 立 課 題 ）  

 

 

付 表 4  半 構 造 化 面 接 で の 質 問 事 項  

・ Ｓ Ａ Ｐ を と っ て 子 ど も の 見 方 は 変 化 し ま し た か  
・ 目 標 を 様 々 な 場 面 で 活 動 に 埋 め 込 ん で 取 り 組 ん だ こ と を 、 ど う 思 い ま し た か  
・ 子 ど も に 発 達 的 変 化 は あ り ま し た か  
・ そ れ は 、 ど ん な こ と で す か  
・ そ の 発 達 的 変 化 の 契 機 は 何 だ と お も い ま す か  
・ 一 昨 年 と 昨 年 の 実 践 で 変 化 し た こ と は あ り ま す か  
・そ れ ま で か ら 大 切 に し て い て 昨 年 も 大 切 に し た 実 践 上 の 観 点・技 法 は 何 で す か  
・ 昨 年 大 切 だ と し て 新 た に 取 り 入 れ た 実 践 上 の 観 点 ・ 技 法 は 何 で す か  
・ S C E R T S モ デ ル を 適 用 し た 実 践 を 実 施 し て の 感 想 を ど う ぞ  
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付図 1  E 児の SAP-sum 
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付図 2  E 児 の 社会 情動 成 長 指標  

 

 

付図 4  F 児 の 社会 情動 成 長 指標  
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付図 3   F 児 の SAP-sum 
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付図 5 G 児の SAP-sum 
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付図 6  G 児 の 社 会 情動 成 長 指標  

 

 

付図 8   H 児 の 社 会情 動 成 長指 標  
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付図 7   H 児 の SAP-sum 
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